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巻頭図版 1

黒仁田遺跡遠景<遺跡西より五ヶ瀬川をのでむ>

黒仁田遺跡全景<第Ⅲ層 (鬼界アカホヤ火山灰層)上面>



巻頭図版 2

旧石器時代接合資料 (旧 石器時代第Ⅱ期〉

叩き目の見られる上師器



序

埋蔵文化財の銀護・活用に姑 しまして、 日頃より深いご理解をいただき厚 く御ネL申

し上げます。

宮崎県教育委員会では、一般国道218号北方延岡道路建設事業に伴い、宮崎県延岡

市北方町に所存する黒仁田遺跡の調査を行いました。

今回の調査では、後期旧石器時代をはじめ、縄文時代早期、弥生時代・古墳時代

の遺構 。遺物が確認 されました。特に後期旧石器時代の細石刃石器群における接合

資料や弥生時代・古墳時代の集落跡から多数の土器が出土 したことは注 目されます。

こうした先人の歩みを振 り返 り、郷土の歴史を解明する貴重な資料が得 られたこ

とは、大きな成果だと言えるでしょう。

本書が学術資料 としてだけではなく、学校教育や生涯学習の場で活用 され、埋蔵

文化財の保護に姑する認識 と理解の一助 となることを期待 します。

なお、調査にあたってご協力いただいた関係諸機関をはじめ、ご指導 。ご助言を

いただいた先生方、ならびに地元の方々に心からの謝意を表 します。

平成 21年 2月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長  福 永 展 幸



例

1.本報告書は、一般回道218号北方延岡道路建設工事に伴い、宮崎県教育委員会が行った黒仁田遺跡の発

掘調査報告書である。

2.発掘調査は、国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所の委託を受けて、宮崎県教育委員会が主

体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施 した。

3.発掘調査は、平成18年 5月 8日 から平成18年 12月 8日 まで行った。

4.現地での実沢1・ 写真撮影等の記録は、平山十四郎・黒木俊彦・橋本憲二・古屋美樹が行い、空中写真

撮影は、九州航空株式会社に、基準′煮。水準点・グリンド杭設置は、株式会社東九州コンサルタン ト

に委託 した。

5.整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面の作成 。実測・ トレースは平山十四郎が整理

作業員の協力を得て行った。一部の石器遺物の実測図作成 。トレース図作成は、株式会社九州文化財

研究所、株式会社パスコに委託した。自然科学分析については、株式会社古環境研究所、パ リノ・サー

ヴェイ株式会社に委託した。

6.本書で使用 した位置図 (第 1図)は、国土地理院作成 「延岡 (1/50,000)」 を、周辺地形図 (第 2図)は、

国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所から提供の1000分 の1を基に作成した。

7.土層断面の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 「新版標準土色帳」に拠つているが、数

宇等記載のない色名はその限りではない。

8。 本書で使用した方位は、「N」 と記載 しているものは磁北である。「GN」 と記載 しているものは座標

北である。 レベルは海抜絶対高である。報告書抄録に使用 している経緯度数値は、世界測地系を使用

してヤ`る。

9.本書で使用した遺構および石材の略号は次の通 りである。

SA… …・竪穴住居跡  SC……土坑  Ob… …黒曜石  ho… …ホルンフェルス

10。 本書の執筆・編集は平山十四郎が行つた。第Ⅲ章第 1節については芝康次郎氏 (当 時、熊本大学大学院)

と平山が共同で執筆 し、第V章第 1節については芝氏が主に執筆 した。旧石器時代の執筆について、

芝氏には多大な御教授を賜つたことに感謝申し上げる。

■.出土遺物、その他諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

ロ
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第 I章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

一般国道218号北方延岡道路整備事業は、宮崎県北地域への高速交通サービスを提供 し、地域活性化に寄

与することを目的として、建設省九州地方整備局延岡工事事務所 (現国土交通省九州地方整備局延岡河川

国道事務所)が平成 8年度に高規格道路 (延岡道路・北方延岡道路)を事業化 した。

宮崎県荻育委員会は、平成 6年度に国の補助を受けて延岡市～西都市周辺を対象 とした詳細分布調査を

実施 し、この成果を踏まえ、同事業による埋蔵文化財への影響や保護の方法について協議を開始 した。以

来、現在も同事業に伴 う協議 。調査を継続 している。この協議を基に工事によって影響を受ける埋蔵文化

財包蔵地の試掘調査を実施 した結果、今回報告する黒仁田遺跡において、古墳時代の遺構・遺物が確認 さ

れ、記録保存の措置をとることとなつた。

本発掘調査は、調査対象区12,000だ を平成 18年 5月 8日 ～平成18年 12月 8日 の約 7か月間 (調査実施 日

138日 )実施 した。また、今回報告する黒仁田遺跡における遺物整理作業と報告書作成作業を、平成19年度

から平成20年度にかけて宮崎県埋蔵文化財センターで実施 した。

第 2節 調査の組織

黒仁田遺跡の発掘調査及び整理・報告書作成作業は下記の組織で実施 した。

調査主体 :宮崎県教育委員会  調査機関 :宮崎県埋蔵文化財センター

(平成18年度)

黒仁田遺跡発掘調査

所       長  清野  勉

副   所   長  加藤 悟郎

副所長兼調査第二課長  岩永 哲夫

総  務  課  長  宮越  尊

総務課総務担当主幹  高山 正信

調査第二課調査第四担当主幹   近師藤   協
同課調査第四担当主査  平山十四郎

同課調査第四担当主査  黒木 俊彦

同課調査第四担当主査  橋本 憲二

同課調査第四担当調査員  古屋 美樹

事業調整担 当主査  飯田 博之 (文化財課)

(平成19年度)

黒仁田遺跡整理作業

所       長  清野  勉

副   所   長  加藤 悟郎

総  務  課  長  宮越  尊

総務課総務担当主幹  高山 正信

調 査 第 二 課 長  石川 悦雄

調査第二課調査第四担当主幹   近藤   協
同課調査第四担当主査  平山十四郎

事業調整担 当主査  飯田 博之 (文化財課)

(平成20年度 )

黒仁田遺跡整理作業・報告書刊行

所       長  福永 展幸

副所長兼総務課長  長友 英詞

総務課総務担当主幹  高山 正信

調 査 第 二 課 長  石川 悦雄

調査第二課調査第四担当主幹   近諏藤   協
同課調査第四担当主査  平山十四郎

事業調整担 当主査  飯田 博之 (文化財課 )

―
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第 3節 遺跡の位置と環境

1 地理的環境

黒仁田遺跡は、宮崎県北部、延岡市北方町宇子に所在する。延岡市は、九州山地や大崩・祖母・傾山系

に源を発する五ヶ瀬川、北川、祝子川の下流域である。これ ら河川の沖積平野を中心に周辺山地や丘陵地

より構成されている。工ヶ瀬川流域には、阿蘇火砕流堆積物の堆積 とその浸食によって形成 された河岸段

丘と台地や丘陵地が分布 している。本遺跡は、延岡市南方地区、旧北方町との隣接側にあり、五ヶ瀬川流

域に広く分布する阿蘇火砕流堆積物が、五ヶ瀬川本流やその支流の曽木川によつて浸食 されできた丘陵上

に位置 している。そのなだらかな丘陵は標高約66mで あり、丘陵間には狭小な谷部が、基底部には湧水が

存在する。

2 歴史的環境

遺跡の立地する廷岡市には、黒仁円遺跡のほか多くの遺跡が分布 している。

旧石器時代では、矢野原遺跡、岩土原遺跡、蔵田遺跡、畑山遺跡、笠下遺跡、赤木遺跡、吉野遺跡等、

姶良Tn火山灰層 (以下、AT)下 位で石器群の確認例がある。AT上位の石器群としては、切出形ナイ

フ形石器や素1片 尖頭器を中心とする一群 と細石器を中心とする一群の 2つの文化層が確認 されている赤木

遺跡をはじめ、ナイフ形石器や剥片尖頭器、細石器などが出土している笠下遺跡等、林遺跡や黒土田遺跡、

地蔵ヶ森遺跡、吉野遺跡、下曽木慈眼寺霊苑遺跡、片田遺跡等がある。岩土原遺跡では、半船底型細石核

と隆帯上に爪形文を施 した土器が共伴 して出土している。

縄文時代では、矢野原遺跡、地蔵ヶ森遺跡、山田遺跡等がある。地蔵ヶ森遺跡では、押型文土器 と塞ノ

神式上器の時期の集石遺構 8基が確認 されている。また、山田遺跡では、集石遺構や炉穴群、陥し穴状遺

構、円形配石遺構などが確認され、集落構成の理解ができる事例の一つである。

弥生時代では、弥生時代前期から中期については様相が不明瞭である。後期では、貝の畑遺跡で竪穴住

居跡が確認 されている。延岡城内遺跡や差木野遺跡では、後期の水田跡が確認 されている。また、瀬戸内

地方の交流を示す資料として、三須町出土の二段矢羽透かしのある高杯が有名であり、恒富本村遺跡や差

木野遺跡でも瀬戸内系土器が出土している。

弥生時代後期末から古墳時代後期では、中尾原遺跡をはじめ、蔵田遺跡、畑山遺跡、地蔵ヶ森遺跡、山

口遺跡第 2地点、林遺跡、野田町人田遺跡等、集落の確認例が増加する。その うち山口遺跡第 2地点では

細見川左岸の微高地上に弥生時代後期から古墳時代中後期の住居跡が約30軒確認されてお り、64軒の竪穴

住居跡や掘立柱建物跡、土坑等、大規模集落が確認されている中尾原遺跡や竪穴住居跡 6軒の うち 1軒か

ら小鍛冶跡 と考えられる遺構が確認 されている畑山遺跡 と、同流域上に展開するこれ らの遺跡間の関連性

が注目される。蔵田遺跡では、古墳時代の竪穴住居跡が1軒確認され、その一角から磨製石鏃の未製品が45

個程確認 され、工房の可能性が指摘されている。また、南方古墳群をはじめ北方村古墳、延岡古墳群等、

数多くの古墳があり、国指定・県指定史跡になっている。

古代から中世では、苺田窯跡があり、9世紀から10世紀前半にかけて須恵器が生産されている。また、

十数軒の掘立柱建物跡や土坑が確認 されている畑山遺跡や大型掘立柱建物跡群や土墳墓、五輪塔等の確認

された林遺跡等がある。

近世にはいると延岡城 (延岡城内遺跡)や城下町 (延岡城下町遺跡 )、 窯跡 (小峰窯跡)等が確認されて

いる。延岡城については、初代延岡落主高橋元種が松尾城から中州内の丘陵地に築城 したもので、この時

に城下町の整備にも着手 している。やがて高橋氏から有馬氏、三浦氏、牧野氏を経て、内藤氏の藩政に至

り、安定期を迎えること≧なる。
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3 延岡道路・北方延岡道路建設事業関連遺跡

国土交通省は平成 6年度から北川町大字長井字上迫～延岡市伊形町間の全長20.6kmの 国道 10号延岡道路

の事業に着手 し、それに伴い宮崎県埋蔵文化財センターは、林遺跡、吉野第 2遺跡、今井野第 2遺跡、天

下城山遺跡の発掘調査を行つた。林遺跡は、平成 9～ 12年度の 4か年調査を行い、旧石器時代から近世に

かけての幅広い時代の遺構・遺物が検出された。吉野第 2遺跡は、平成 12・ 13・ 15年度に調査を行い、旧

石器時代から近世にかけての幅広い時代の遺構・遺物が検出された。天下城山遺跡は中世山城に関連する

遺構・遺物が検出された。平成 8年度からは、北方町大学蔵田から延岡市天下町の全長H.Okmの 国道218号

北方延岡道路事業にも着手した。それに伴い、山田遺跡、山口遺跡第 2地点、野門遺跡、赤木遺跡第 8地

点の発掘調査を行つた。山田遺跡は主に旧石器時代や縄文時代早期の遺構や遺物が、山口遺跡第 2地点は

弥生時代後期から古墳時代中後期にかけての集落跡が、野門遺跡は縄文時代から古代にかけての幅広い時

代の遺構・遺物が、赤木遺跡第 8地点 (第二次・二次調査)は姶良Tn火山灰層を挟む上下位において、

旧石器時代の遺構・遺物が検出された。

【参考文献】

北方町教育委員会1990「 笠下遺跡」『北方町文化財報告書第 1集』

北方町教育委員会2004「町内遺跡詳細分布調査報告書」『北方町文化財報告書第23集』

延岡市教育委員会1978「 野田町人田遺跡」

延岡市教育委員会1987「 延岡市の歴史的環境・赤木遺跡 。多々羅遺跡」『延岡市文化財調査報告書第 3集』

延岡市教育委員会1992「差木野遺跡」『延岡市文化財調査報告書第 9集』

延岡市教育委員会1991「上南方地区遺跡 中尾原遺跡 山口遺跡」『延岡市文化財調査報告書第 6集』

延岡市教育委員会 1992「 上南方地区遺跡 中尾原遺跡 畑山遺跡」『延岡市文化財調査報告書第 8集』
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宮崎県教育委員会1995『打扇遺跡・早 日渡遺跡・矢野原遺跡 。蔵田遺跡』一般国道218号椎畑バイパス建設に伴 う埋蔵

文化財発掘調査報告書

宮崎県教育委員会1987「 林遺跡」『宮崎県文化財調査報告書第30集』

宮崎県教育委員会1988「 地蔵ヶ森遺跡」『宮崎県文化財調査報告書第31集』

宮崎県教育委員会1990「 林遺跡」『一般国道 10号土々呂バイパス建設関係発掘調査報告書』

宮崎県教育委員会1992「延岡市苺田窯遺跡」『宮崎県文化財調査報告書第9集』

宮崎県埋蔵文化財センター2005「 山口遺跡第 2地点」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第99集』

宮崎県埋蔵文化財センター2006「今井野第 2遺跡 。天下城山遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第135集』

宮崎県埋蔵文化財センター2006「野門遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第136集 』

宮崎県埋蔵文化財センター2007「赤木遺跡第 8地点 (第二次調査)」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第145集』

宮崎県埋蔵文化財センター2007「 山田遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第146集 』

宮崎県埋蔵文化財センター2007「吉野第 2遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第155集』

宮崎県埋蔵文化財センター2008「赤木遺跡第 8地点 (第二次調査)」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第165集』
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第Ⅱ章 調査の概要

第 1節 調査の経過

調査対象区は北方延岡道路建設部分である約12,000が であり、平成18年 5月 8日 より調査を開始 した。

文化財課の試掘では、基本土層第Ⅲ層 (鬼界アカホヤ火山灰層)上面に古墳時代の遺構・遺物が確認 され

ていた。そこで、重機を使つて第 I～ Ⅱ層の除去を行つた。排土置き場等の関係で、調査区の 3分の 2程

の除去を行った。重機による除去は 2週間程の日数を要 した。第Ⅲ層 (鬼界アカホヤ火山灰層)は、ほと

んどのところで確認できたが、調査区南側や東側では、耕作により削平されていた。

この段階で国土座標に準じて東側から西にA～ O、 北から南に 1～ 9の 10m× 10mの グリッドを設定し、

人力による作業を開始 した。

調査区西側から精査を行い、はじめに竪穴住居跡の黒色のにじみを検出した。それ以降、全部で 7軒の

住居跡と 1基の上坑を検出した。

6月 に入 り新たに 1軒の住居跡 と 3基の土坑を検出した。 さらに、多数のピットも検出した。第Ⅲ層

(鬼界アカホヤ火山灰層)上面での精査から、竪穴住居跡 8軒、土坑 4基、ピット群の遺構を確定し、遺構

掘削を開始 していつた。

7月 は、第Ⅲ層上面検出の各遺構掘削に併行 して、遺構・遺物の確認されなかつた調査区南西部分から、

縄文時代早期の確認として、第Ⅲ～V層の掘削を開始 した。

8月 は、削平により鬼界アカホヤ火山灰土層の残存していない調査区東側部分の黒褐色土に覆われた部

分の精査を行った。杉や竹の切 り株、密生する竹の地下茎等が多数存在 し、作業は難航 したが、その部分

から、新たに 2軒の住居跡を検出した。この 2軒の住居跡は、埋土と堆積上の判別が容易ではなかった。

縄文時代早期の確認 (第Ⅲ～V層掘削)では、石鏃等が出土した他、散礫のまとまりが 3か所見られ、そ

の うちの 1か所の下位より、集石遺構を 1基検出した。 しかし、点数は極めて少なく、密度は散漫として

いた。下旬には、 1回 目の空撮を行つた。その後、重機を使って排土を移動 し、その部分の第 I～ Ⅱ層の

除去を行つた。

9月 は、排上を移動 した部分から、新たに 2軒の住居跡を検出した。第Ⅲ層上面検出の各遺構掘削に併

行 して、調査区南側部分から、グリッドごとにL字 トレンチを設定 し、旧石器時代の確認 として、第Ⅲ～

Ⅸ層の掘削を開始 した。 9月 10日 (日 )には、現地説明会を行い、53名 の参加があった。

10月 は、第Ⅲ層上面検出の各遺構掘削を継続 していつた。また、旧石器時代の確認 (第Ⅲ～Ⅸ層掘削)

トレンチで剥片が数点出土した部分を広げ、掘削を行っていった。下旬には、 2回 目の空撮を行った。そ

の後、 トレンチで剥片等がまとまって確認された調査区東側部分に重機を投入 し、第Ⅲ～V層の掘削を行つ

た。

11月 は、第Ⅲ層上面検出の住居跡の調査と併行 して、旧石器時代の掘削も行つた。重機で掘削した部分

の各グリッドに 5m× 5mの トレンチを設定し、第Ⅵ～Ⅸ層までの掘削を行つた。剥片等がまとまって確認

されれば、周辺まで範囲を広げるという方法で調査を行っていった。

12月 は、旧石器時代の掘削を行つた。剥片等は、第Ⅵ層上部からの出土がほとんどで、一部第Ⅶ層中部

からも出土した。最終的には、一部第�層上部まで掘削を行つたが、遺物は、第Ⅵ・Ⅶ層以外からは確認

されなかった。

約 7か月にわたる調査の中、気温が40度を超す 日も幾度かあつたが、作業員のけが等もなく平成18年 12

月 8日 に無事調査を終了した。
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第 2節 基本層序

黒仁田遺跡で確認 された層序は12層 である。第Ⅷ層から第X層は、土質が硬質で安定 した堆積ではなく

混交している。径 2～ 311mの 白色鉱物粒を含むもの、姶良Tn火山灰がブロック状に堆積 しているもの、

径 1～ 2 Hlmの 円礫が混 じるもので細分した。以下層ごとに堆積状況を記述する。

第 I層

第 Ⅱ 層

第 Ⅲ 層

第 Ⅳ

第 V

第 Ⅵ

第 Ⅶ

第 Ⅷ

第 Ⅸ

第 X

第 �

第 �

層

層

層

層

層

層

層

層

層

表土 (10YRl.7/1)… 現地表面の表土。

黒色土 (10YR2/1)… やわらかくしまりがない。

黄橙色火山灰土 (10YR7/8)…・鬼界アカホヤ火山灰層 (K Ah)。 調査区の 3分の 2程に堆積 して

お り、Hラ インより東は消滅 している。また一部耕作により削平されている。

黒色土 (10YR2/2)…・やや粘質がある。

黒褐色土 (10YR2/3)。 …第Ⅵ層への漸移層。

暗褐色土 (10YR3/4)… 粘性がある。第V層 よりやわらかい。

褐色土 (7.5YR4/1)… 粘性がある。第Ⅵ層よりやわらかい。

暗褐色土 (10YR3/3)・ …やや砂質を帯びる。硬質でブロック状に割れる。径 2～ 3 almの 自色鉱物

粒を全体に含んでいる。

黒褐色土(10YR3/1)…姶良Tn火山灰層 (AT)が ブロック状に混じる。硬質でブロック状に割れる。

黒褐色土 (10YR2/3)… 径 1～ 2 Hlmの 円礫が混じる。硬質でブロック状に割れる。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)… 第�層への漸移層。

黄褐色粘質土 (10YR5/8)・ …粘性が非常にあり、保水力がある。

土層堆積状況①

第 I層 ～第区層 :Al・ 2グ リッド西側<E～ E'>
土層堆積状況②

第V層～第Xll層 :」3グ リッド西側<G～ G'>
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第Ⅲ章 調査の記録

第 1節 旧石器時代の調査 (第 5～ 67図 )

旧石器時代の調査は、調査区の各グリッドにL宇型、または 5m× 5mの トレンチを設定し、これらの中

を第Ⅸ層まで掘削していつた (第 5図 )。 トレンチ内に剥片等がまとまつて確認されれば、 トレンチ外周辺

まで範囲を広げるとい う方法で調査を行っていった。その結果、調査区の中央より東側に遺物の集中区が

確認できた。遺物は、Ⅶ層中部とⅥ層上部それぞれに出土レベルのピークがある。以上のことから、同時

代を大きく2時期に設定 した。第 I期は、Ⅶ層中部に遺物が散漫に分布 している。遺構は確認できなかっ

た。第Ⅱ期はⅥ層上部に遺物が集中し、遺構は土坑を 1基、調査区南東側 L5グ リッド部分において検出

した。

1 第 I期 (Ⅶ層)の調査 (第 5～ 9図 )

第 I期 は、Ⅶ層中部に遺物が分布 している。調査区南東都 K6グ リッド付近、調査区東部 N5グ リッド付

近の 2か所を中心に散漫な状態で出土した (第 5図 )。

(1)出土石器 (第 6～ 9図-1～ 11)

遺物は合計72点 を確認 した。器種別の内訳は、ナイフ形石器 2′点、剥片尖頭器 2′点、スクレイパー 1ザ点、

その他は剥片類である。石材別に見ると、流紋岩61点、ホルンフェルス11点である。なお、流紋岩は色調

で肉眼分類でき、白色系、暗灰色系、黒色系の 3系統に分類 した。 しかし、接合作業を試みた結果、白色

系と暗灰色系で接合するなど、別系統に分類 したものでも接合 してお り、分類はあまり意味を持たないと

考えた。そこで、一括 して流紋岩 と記述する (第 Ⅱ期も同様 )。 また、第 I期 の特徴的な石器は全て流紋岩

製石器である為、ここでは流紋岩製石器のみ図化 している。

流紋岩製石器

<単体資料>
ナイフ形石器 2点 (第 6図-1,2)

1は、分厚い幅広剥片を素材 とする。背面の剥離面は腹面のそれとは逆方向であることから、打面転移

の行われた石核からの産物であることが想定される。右側縁の全体 (長側縁)、 左側縁下部 (短側縁)お よ

び下端に急角度 (70～ 80° )のブランティング加工が施されている。短側縁と刃部≧をなす角度は 90° に近

く、ノッチ状である。加工のほとんどが腹面側からだが、基部付近では背面側からの加工も施されている。

いわゆる狸谷型ナイフ形石器 (松藤 1992・ 岩谷1998)に類似する。

2は、分厚い幅広剥片を素材 とする。背面の剥離面は腹面のそれとは逆方向であることから、打面転移

の行われた石核からの産物であるこ≧が想定される。素材剥片の打面を除去するように、腹面側から右側

縁に急角度 (80° 前後)のブランティング加工が施されている。短側縁は欠損 してお り、全体形は不明だが、

素材の利用方法や加工状況から、 1と 同様、いわゆる狸谷型ナイフ形石器に類似する。

剥片尖頭器 2点 (第 6図-3・ 4)

3は、縦長剥片を素材 とする。背面構成から、連続的な縦長剥片剥離が行われた石核からの産物である

ことが想定される。打面部を基部に設定 し、両側縁にブランティング加工が施 されている。ブランティン

グによる挟 りは認められない。打面は欠損 している。

4は、縦長剥片を素材 とする。背面構成から、連続的な縦長剥片剥離が行われた石核からの産物である

ことが想定される。打面部を基部に設定 し、両側縁にブランティング加工が施 されている。ブランティン

グによる挟 りは左側辺に若千認められるが、右側縁には認められない。

-10-
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0                     5cm

第 7図  旧石器時代第 I期石器実測図 2(S=2/3)

<接合資料>
接合作業を試みた結果、接合資料は 4例確認され、そのうち 1例の図化を行つた。なお、以下の接合資

料の記述において、矢印 (→)は剥離接合を示 している。

接合資料 I一① 接合No.30(第 8・ 9図-10。 11)

作業内容 :縦長剥片製作

剥片作業の復元 :[10→ 11]

剥離面の切り合い関係の観察によると、まず打面が形成され、その打面から縦長剥片剥離が行われる。

その後、打面が入念に整形され、縦長剥片が剥離される。さらに打面再生 (11)カミ行われ、再び縦長剥片

が剥離される。残核形態は角錐状である。

分布 :調査区南側に分布。両者の距離は 1,Om程 しか離れていない。

0                     5cm 接合資料 I―① 接合No 30

ＧＮ

４

‐

，

　

，乱

11

第 8図 旧石器時代第 I期石器実測図 3

0                         10m

(S=2/3)接 合資料 I―①分布図 (S=1/250)
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0                         5cm

第 9図 旧石器時代第 二期石器実測図 4(S=2/3)
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2 第 Ⅱ期 (Ⅵ層)の調査 (第 10～ 67図 )

第Ⅱ期は、Ⅵ層上部を主体 とした細石刃石器群で、

(第 11図 )。 遺構は、土坑 1基 (第 10図)を検出した。

(1)土坑 (第 10図 )

1号土坑は、焼土を伴 う土坑である。調査

区東部 L5グ リッドで検出し、検出面はⅥ層

上部である。長径 1.Om、 短径 0。 7m、 深さ0.2m

で、楕円形に近い不定形である。埋土は、焼

土粒を含む赤褐色上が主である。遺物は出土

してない。 しかし、遺物 との出上高低差もさ

ほど違いないことから、第Ⅱ期に帰属するも

のと考えられる。

(2)出土石器 (第 13～ 67図-12～ 287)

第Ⅱ期の石器は、調査区南東部の K4グ リッ

ドと」4～ 5グ リンドの 2か所に密集 して分

布 している。これをA・ Bブロックと呼称する。

出土石器量はそれ らより少ないものの、この

他にも数か所のブロックが認められる。これ

らを調査区南東側から順にCoDoE・ Fブ ロッ

クと呼称する (第 12図 )。

一部上下層に遊離 した状態で遺物が出上 している

遺物は合計793サ点を確認 した。器種別の内  廓転野編崩F径 lm以下の炭イ眈を含む。

訳は、細石刃9ザ煮、細石刃核25′煮、スクレイ 8蹂縣越ヨ群(み赤待継誰縣、
ユ
監危縁織話きが少ない。

パー12点、敲石 2点、磨石 1点、その他は承1

片類である。                    第10図 旧石器時代第コ期 1号土坑実測図 (S=1/20)

石材別に見ると、歌1片石器については大き

く流紋岩製 と黒曜石製 とに分けられ、前者が720点、後者が40点 と前者のほうが主林となる。

黒曜石は、蛍光X線分析の黒曜石産地同定結果 (第Ⅳ章第 1節)か ら、同定可能な試料39点を産地別に

分けると、大きく桑ノ木津留産と腰岳系に分けられ、前者が25点、後者がH点 となる。この他の 3点が現

時点では産地不明に該当する元素比を示 してお り、未知の産地由来の黒曜石である可能性がある。

その他の石材製石器 として、敲石にはチャー ト製のものと礫岩製のものがあり、磨石は砂岩製である。

接合作業を試みた結果、接合資料が 76例確認 され、その うち 19例の図化を行つた。これを石材別にみ

ると、流紋岩 69例、黒曜石 5例、ホルンフェルス 2例である。これらの接合状況はそれぞれ異なっている。

すなわち、流紋岩には、10点以上の承1片 が接合 し、大きさも拳大以上の大きさに復元されるものがあるの

に対して、黒曜石やホルンフェルスには 2点程が按合するもので、大きさも 5,O cIIl以 下とい う状況である。

なお、以下の接合資料の記述において、剥片剥離作業の復元経過を次のように示す。すなわち、矢印

(→)は剥離接合を示 し、プラス (十 )は折れ接合を示す。また、接合資料の中に欠落部分があり、それが

残存する資料との関係の中で捉えられる場合、これを (O)と して記述 している。

以下、石材別に記述 していく。

吼 渾 二 ＼ z

―――-67 2m

0                           1m
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流紋岩製石器

<単体資料>
細石刃 7点 (第 13図-12～ 18)

部位別には、頭部が 4点、中間部が 3点である。 13を除いて頭部には、頭部調整が認められる。全て単

剥離打面である。また16の両側辺、15。 17の片側辺には、微小剥離痕が認められる。

細石刃様剥片 3点 (第 13図-19～ 21)

形態的には細石刃に類似するが、厚みがあること (19,20)、 直線的ではないこと (21)か ら、細石刃と

呼べるものではない。調整剥片あるいは失敗品であると考えられる。
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第13図 旧石器時代第二期石器実測図1(S=2/3)

細石刃核 8点 (第 14・ 15図-22～ 29)

22は、厚みのある剥片を素材 とする。素材剥片の一端に打撃が加えられ半割される。この時、主要剥離

面が石核の側面に設定される。石核調整は右側面における調整が主体である。調整は細石刃核の打面から

が中心だが、右側面では一部下 (背)縁からの調整も認められる。打面上には側面からの打撃が加えられ、

剥離痕が認められる。細石刃剥離は、両小口面で行われた可能性があるが、作業面 aでの剥離作業が主体

となる。作業面 bでの細石刃素1離痕は明瞭ではないが、稜上調整 と考えられる細やかな調整痕が認められ、

細石刃剥離が行われた可能性がある。

23は、厚みのある剥片あるいは分割礫を素材 とする。まず、打面形成が行われる。この打面はネガ面で

ある。次いで行われる石核調整は、そのほとんどが、この打面からの打撃による。 どちらの側面から先に

行われたかは定かではない。両側面ともに石核の中央部分に大きな剥離面が認められる。この他に両側面

において下縁調整が行われる。これ と並行 して打面上には、側面からの打撃による調整が施される。細石

刃剥離は22と 同様に両小口面で行われる。

24は 、自然面のある石核から剥離された剥片を素材 とする。素材剥片の背面側に打撃が加えられ、細石

刃核の打面が形成される。打面には全 く調整が施 されていない。石核整形は、自然面を打面とした右側面

および下面の形成である。 さらに、右側面において細やかな調整が施 される。細石刃剥離は小口面で行わ

れ、7条の細石刃剥離痕が認められる。

25は、板状の剥片を素材 とする。この素材剥片を分割 して打面が形成される。打面には全く調整が施 さ

れていない。石核調整は、打面からの打撃による右側面および左側面における下縁から背縁の調整である。

調整は非常に細やかなものである。細石刃剥離は小口面で行われ、3条の細石刃剥離痕が認められる。

篭
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26は、2.O cm前後の厚みをもつ剥片を素材 とする。素材剥片の剥離は、残核の背面を打面として行われ

ている。この素材承1片 の右側に打撃が加えられ、平坦面が形成される。これが将来の細石刃核打面である。

打面には全 く調整が施されていない。石核調整は、左側面における背縁調整および側面調整、右側面にお

ける側面調整である。左狽↓面には、作業面側からの剥離痕が認められることから、細石刃剥離に先立って

稜調整が介在 している可能性がある。細石刃剥離は小口面側で行われ、5条の細石刃剥離痕が認められる。

27は、直方体状の石核から剥離された薄手の剥片を素材 とする。細石刃核の打面には、石核の右側面が

利用され、素材剥片の主要剥離面が設定される。打面には全く調整が施 されていない。細石刃景1離は、小

口面から右側面狽1にかけて行われる。

28は、剥片を素材 とする。この背面形態は不明である。素材剥片の背面側に打撃が加えられ、打面が形

成される。打面にはいくつかの小さな剥離が認められるが、意図的なものかどうかは不明である。石核調

整は右側面のみで行われる。全て細石刃核打面からの側面調整である。細石刃剥離は両小日面で行われた

可能性がある。1つは作業面 aでの細石刃剥離で、5条の細石刃剥離痕が認められる。最終的には細石刃剥

離痕の上部全体に広がる剥離が施される。剥離は細石刃剥離 とは異なる強い打撃によるものだが、剥離痕

が下端に抜けていないため、作業面再生の失敗剥離と見なされる。もう一方の作業面 bでは、細石刃剥離

痕が明瞭ではない。剥離痕は短く下部がステップ状になっていることから、ヒンジ 。フラクチャーによる

失敗剥離 と考えられる。

29は、おそらく厚みのある剥片あるいは分割礫を素材 とする。打面は、作業面側から形成される。打面

には全く調整が施 されていない。石核整形は、両側面ともに下面からの側面調整が主体であり、右側面に

おいてのみ細石刃核打面からの側面調整が施 される。細石刃剥離は、残核においては小 日面の一端で行わ

れているが、石核背面が節理によつて欠損 してお り、実態は不明である。

∞闇
0                   5om

餓

何

鶴
第14図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図2(S=2/3)
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第15図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図3(S=2/3)

流紋岩製細石刃核単体資料の評価

素材の利用 :剥片素材で、剥片の主要剥離面を側面に設定する。

打面の設定 :単剥離面を打面に設定する。打面の加工痕はあるものの、細石刃剥離に直接関係するもので

はない。

石核の調整 :細石刃剥離時と同様の打面から、側面調整が施される。側面調整の他に下縁調整や背縁調整

が施される個体もある。正面形はV字状あるいは長方形状である。

作業面の設定 :素材剥片の一端を作業面とする。基本的に打面転移は行われないが、短軸両端で細石刃剥

離が行われるもの (22・ 23)や、異なる平坦面を打面とした細石刃剥離が見られるもの (28)が ある。

細石刃核は、従来の分類でみれば全て船野型の特徴を備えるものである。ただし、23には下縁調整が、

26に は背縁調整が施されてお り、25に は両方の調整が認められる。これ らの特徴は、船野型 というよりも

福井型の特徴 といえる。

作業面b

―-20-―



スクレイパー 5点 (第 16。 17図-30～ 34)

30は、厚みのある剥片を素材 とする。背面のほとんどは自然面に覆われている。剥片の左側縁部に連続

的な二次加工が認められる。刃部角は 40～ 50° である。

31は、縦長剥片を素材 とする。剥片の左側縁部には、連続的な二次加工が認められる。刃部角は 30～

40° である。

32は 、分厚い縦長剥片を素材 とする。単承1離打面をもち、連続的な縦長承1片剥離の行われた石核から剥

離されたものであると想定される。背面右側には、自然面が残つている。両側縁には二次力日工が施されて

いるが、左側縁の方がより丁寧である。刃部角は左側縁で 40～ 70° 、右側縁で 60～ 90° である。下半部は欠

損 している。

33は 、縦長剥片を素材 とする。剥片の右側縁、下部に連続的な二次加工が認められる。刃部角は右側縁

で 30～ 50° 、下部で 30～ 40° である。

34は、円礫から剥離された大型の剥片を素材 とする。背面のほとんどが自然面で構成 され、打面は単承1

離打面である。承1片 の右側縁には、粗い二次加工が施されている。刃部角は 50～ 80° で、下部ほど角度は

浅い。欠損が激 しく、4つの石片から構成 されている。

剥片 2点 (第 17図-35。 36)

35は、調整剥片と考えられる剥片である。36は 、縦長剥片素材で右側縁に微小剥離痕が認められる。

32 0                     5cm

第16図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図4(S=2/3)
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35

0                      5cm

第17図  旧石器時代第 工期石器実測図 5(S=2/3)
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<接合資料>
接合資料 Ⅱ―① 接合No.7(第 18,19図 -37～ 40)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[37→ 38+39→ 40]

素材は、板状の剥片である。素材剥片の背面と腹面で同一の方向からの剥離面であることから、同一打

面からの連続的な剥片剥離の行われた石核の存在が予想 される。素材剥片の背面側に打撃を加え、細石刃

核の打面が形成される。そして、素材剥片の小口面側で細石刃が剥離される (推定作業面長 :6.O cm以 上)。

その後、2回の打撃によつて打面再生が行われる。打面再生後、残つた石核を用いて細石刃核の整形が

行われる。石核整形の内容は、側面の形成および下縁や背縁調整で、これ らは右側面においてのみ実施さ

れる。以前の細石刃核の背面部分を打面とし、横打調整による打面形成が行われる。その後、打面再生を

介在 しつつ、細石刃剥離が行われる。

この接合資料は、2回の異なる細石刃製作過程に分かれている。最初の段階では、平坦打面からの細石

刃剥離であるのに対 して、次の段階では、横打調整打面からの細石刃剥離である。石核調整に関しても、

前者ではあま り施 されていないのに対 して、後者では、下縁や背面に調整が認められる。これは、従来の

細石刃核分類では、前者が船野型、後者が福井型に属すると考えられているものである。

分布 :Bブ ロックに分布する。最大で 3.5m離れる。

接合資料Ⅱ―① 接合No 7
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第18図  旧石器時代第Π期石器実測図 6
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第19図 旧石器時代第H期石器実測図7(S=2/3)

接合資料Ⅱ一② 接合No,16(第 20図-41～ 48)

作業内容 :細石刃製作

剥片作業の復元 :[41+42→ 43→44→45→〇→46→○→○→○→47→O→ 48]

径約 10.O cmの 亜角の半割礫を素材 とする。その平坦な分割面を打面として石核整形が行われるが、数

枚の剥片を剥離 した後に、剥片 (41+42)を剥離することによつて打面を一新する。この剥片 (41)に は、

二次力日工が認められることから、石器あるいは (細)石刃核ブランクとして利用された可能性がある。

その後、先に形成された剥離面を打面とした細石刃製作が開始される。左右両側面において側面調整が

行われる。この調整は、ほとんどが細石刃核打面からの打撃によるものだが、左側面においては下縁調整

が施 される。以上の石核整形の状態は、間違いなく細石刃核の整形に関係するものである。 しかし、明瞭

な細石刃剥離痕は認められず、細石刃剥離に至る前に廃棄された可能性が高い。

なお、初期段階の石核の打面が、打面形成剥片から推測 して長軸 4.5 cm、 短軸 3.5 cmの 打面を有したも

のであるのに対 して、最終的に整形された細石刃核の打面は、長軸 3.5 cIIl、 短軸 1.5 clllま で縮小している。

これは、石核整形時における石核の縮小過程の一端を示 している。

分布 :Aブ ロックに分布する。

―-24-―



接合資料Ⅱ―② 接合No 16
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第20図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図8(S=2/3)接合資料コー②分布図 (S=1/250)
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接合資料Ⅱ一③ 接合No.17(第 21図-49～ 52)

作業内容 :一般剥片剥離・スクレイパー製作

剥片作業の復元 :[49→ 50→ 51→ 52]

幅広の縦長剥片が 3枚剥離される。石核が欠落 してお り、その形態の詳細は不明だが、側面や下面が意

識的に形成 されてお り、立方体状の石核が想定される。剥離された 3枚の剥片は、それぞれほとんど同じ

大きさであり、このうち剥片 (51)の 腹面左側縁には、二次力日工が施 されている。また、剥片 (52)の 背

面右側縁には、急角度の調整が施され、スクレイパーとして利用されたものと考えられる。

分布 :Aブ ロックに分布する。それぞれが 3.0～ 4.Om離れている。

接合資料エー③ 接合No 17
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接合資料Ⅱ一④ 接合No.18(第 22図-53～56)|
作業内容 :細石刃製作             ぃGN

珠二ξ§拿[三と|そ二彗iみとピ島晶    廷士    哉4

面を打面に設定 し、左右の側面調整が繰

り返 して行われる。この うち、左側面の

下方から連続的な剥片剥離が行われ (54・

55)、 その後、左右両側面で細やかな下

縁調整が施 される。打面に設定された主         53
要剥離面の打点が非常に遠いと考えられ         ・

最 :売密:豪 ξ光斧

数の細石刃が剥

    北

なお、石核調整の過程で剥離された剥

片 (54)には、微小談I離痕が認められる。

分布 :Aブ ロックに分布する。

札
10m

⌒  
引        m

第22図  旧石器時代第Ⅱ期石器実測図 10(S=2/3)接 合資料Ⅱ―④分布図 (S=1/250)

接合資料Ⅱ一⑤ 接合No.24(第 23～ 25図-57～ 65)

作業内容 :細石刃核製作 (ブ ランク)

剥離作業の復元 :[57→ (58+59+60+61+62)→63→ 64→ 65]

まず、精円形の円礫 (長 さ20.Oclll、 幅10.Ocm、 厚さ10.Ocm<推定>)が分割される。次いで、石核整形

が行われる。接合資料において下面を構成 している承1片 (58+59+60+61+62)は 、剥離面の状態から、

おそらく 1回の打撃によつて剥離されたものと考えられる。その後、礫の半割面を打面として側面調整が

行われる。この際の打面は平坦打面である。これ らの作業の後に、おそらく石核 (ブ ランク)が製作され

たと考えられるが、それは欠落している。

分布 :Eブロックを中心に分布するが、Gブ ロックに 1点分布する。剥離順序から見ると、E→ G→ Eと 分

布 している。
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接合資料工Ю  接合Na 24
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接合資料Ⅱ一⑥ 接合No,31(第 26・ 27図-66～ 75)

作業内容 :細石刃製作 ?

剥離作業の復元 :[①66②67→68③69→ 70④71→ 72→ 73→ 74→ 75]

本接合資料は、4つの工程に区分される。

(工程①〉まず、原礫あるいは大ぶりな剥片を半割する。そして、その半割面 (ネガ面)を打面とした縦

長剥片剥離作業が行われる。

(工程②〉先の打面とは対極の面を打面として、大振りな剥片 a(71+72+73+74+75+α )、 承1片 b(67+
α)が剥離される。

(工程③〉次いで、剥片 aの剥離によって生じた剥離面に打面転移が行われ、数枚の剥片が剥離される。

(工程④〉剥片 aが石核に転用される。剥片の主要剥離面を側面に設定した剥片剥離が行われる。剥片は

全て小さいが、細石刃とは言えない。石核部分は欠落している。

分布 :Aプ ロックに分布する。

接合資料エー⑥ 接合No 31

74   72 69  68

第26図 旧石器時代第Π期石器実測図14(S=2/3)
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接合資料Ⅱ―⑦ 接合No.33(第 28図-76～ 78)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[76177→ 78]

縦長で大振 りな素材剥片が剥離される。この素

材剥片剥離の方法は、剥離面が平坦で、 ジングが

円形に回ることから、両極打撃である可能性があ

る。この素材承1片 が 2つに分割される。この分割

面の長さは 7.0～ 9.O cm、 幅は 2.5～ 3.O cmと 推

定される。 この分割面によつて 2分 された両方の

承1片 とも、細石刃核として利用される (①77+78。

② 76)。 以下、剥離作業を 2つに分けて記述する。

①において、まず側面調整および稜上調整が行

われる。この稜上調整部において細石刃剥離が行

われるが、ヒンジ・フラクチャーによって 1枚の

みの細石刃剥離で剥離作業を終えている。この時

点で、反対側の一端において細石刃剥離が行われ

ている可能性があるものの定かではない。その後、

剥片 (77)力 剥ゞ離され、細石刃核 (78)が利用 さ

れる。以前から利用されている打面が引き続き利

用されるが、側面調整が介在 している。 さらに細

石刃剥離が行われ、細石刃核が廃棄される。

②において、まず素材承1片 の分割面を打面とし

て、側面調整が施 される。その後、断面形を完全

なV字状にする下縁調整が行われる。細石刃剥離

はまず側面において行われ、次に小口面において

行われる。

分布 :Aブ ロックに分布するが、細石刃核 (78)

は、Aブロックから北に 5,Om離れて分布 してい

る。

接合資料Ⅱ―⑦ 接合No 33
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接合資料 Ⅱ一③ 接合No.34(第 29'30図-79～ 89)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[79→ 80+81→ 82→ 83→ 84→85→ 86→ 87→88→89]

礫を素材 として、自然面を打面として分割される。その剥離面のネガ面を将来の細石刃核打面に設定す

る。その打面から、側面調整が施 される。この調整は、細石刃核の左側面においてほぼ連続的に行われて

いる。わずかではあるが、この間に下面 (縁 )調整が施 されている。その後、右側面において再び側面調整

が行われ、細石刃が剥離される。

本資料には、細石刃核 と側面調整剥片の接合によつて生じた欠落部分が見られる。これは、細石刃剥離

開始時から終了時までの縮小部分と考えられ、その長さは約 3.O cmと 推定される。

分布 :Aブ ロックに分布するが、剥片 (87)のみ、それらから18.Om離れたブロック外に存在 している。

なお、このま1片 には微小剥離痕が認められる。

接合資料Ⅱ―③ 接合No 34
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接合資料Ⅲ―③ 接合No,37(第31,32

図-90～ 92)

作業内容 :一般剥片剥離か

剥離作業の復元 :[90→ 91→92]

板状の剥片を素材 とする。剥片剥離

は 3回の打面転移を経つつ進行する。

まず、素材剥片の下面に打面が形成 さ

れ、素材剥片の左側面において 2枚の

剥片が剥離 される。次に、右側面にお

いて素材剥片剥離後に生 じたと考えら

れる折断面を打面にした剥片剥離が行

われ、最後に、最初の剥片剥離で生 じ

た剥離面を打面 とした剥片剥離が行わ

汀tる 。

これ らの作業面に認められる剥離痕

は、幅は狭いものの一定 しておらず、

細石刃剥離によつて生 じたものとは考

えられない。

分布 :Aブ ロックに分布する。
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第30図  旧石器時代第E期石器実測図 18(S=2/3)
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第32図 旧石器時代第E期石器実測図20(S=2/3)接合資料コー③分布図 (S=1/250)

接合資料 Ⅲ―⑩ 接合No.43(第 33・ 34図-93～ 95)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[98+94→ 95]

不定形で分厚い剥片を素材 とする。その素材剥片が分割され、その分割面のポジ面が細石刃核の打面と

して利用される。次に、石核の下面からの調整が行われ、その下面において剥片 (93+94)が剥離される。

この下面調整が行われている間に細石刃剥離が介在 している可能性もある。その後、細石刃核打面から、

側面調整、細石刃剥離が行われる。

分布 :Aブ ロックに分布する。

接合資料Π―⑩ 接合No 43
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第34図  旧石器時代第 Ⅱ期石器実測図 22(S=2/3)

接合資料Ⅱ一① 接合No.71(第 35図-96。 97)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 ![96→ 97]

素材剥片が剥離 される。形状は不明であるが、厚みはさほどないものと考えられる。この素材剥片の主

要剥離面が、石核の側面に設定される。次いで、素材剥片の背面側に打撃が加えられ、細石刃核の打面が

形成 される。その後、左右両側面において下縁調整が、左側面においては細石刃核打面からの側面調整も

行われる。その際、剥片 (96)も 剥離される。最後に小口面において細石刃剥離が行われる。なお、その

細石刃剥離作業面とは反対側の小口面にも、幅狭で縦長の剥離痕が認められ、細石刃剥離痕とも考えられ

るが 1条のみであり、失敗の可能性もある。

分布 :Bブ ロックに分布する。両者間の距離は 3.5mである。

0                         10m

第35図  旧石器時代第 E期石器実測図 23(S=2/3) 接合資料コー①分布図 (S=1/250)



接合資料 Ⅲ一⑫ 接合No,78(第 36図-98～ 100)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[98→ 99→ 100]

分厚い素材剥片が剥離される。 しかし、その剥離面のリングが円形であることから、歌1離 とい うよりも

分割 と考えられる。この素材剥片の一端に打撃が加えられ、細石刃核打面が形成される。その打面からの

側面調整が行われるが、どちらの側面から調整が行われたかは不明である。その後、細石刃剥離が行われ、

最も右端の承1離がヒンジを起こしたことから、細石刃剥離が終えられる。

この細石刃剥離後に剥片 (99)、 さらに現在の欠落部分が剥離される。この 2回の剥離は、あたかも細石

刃核を分害1す るように行われているが、その意図は不明である。

分布 :どのブロックにも属さない。細石刃核 (100)は Bブ ロックの西 2.Omの位置に分布 している。
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接合資料Ⅱ一① 接合No,79(第 37～ 41図 -101～ 123)

作業内容 :細石刃核製作か

剥離作業の復元 :

① O→ (○→ (101+102)→ 103)② (104→ (105+○ )→○}

③ {○→106→ 107→ 108→ 109→ 110→○→○→○→111→ 112}

④ {H3→○→○→114→ 115→ 116→ H7→ 118→ H9→ 120→ (121+122)→ ○→○→123)

本接合資料は、4つの工程に区分される。接合NO.79a実 測図正面の剥片 (108)と 接合配79b実浪1図正面

の承1片 (H3)と が接合し、第37図 のようになるが、便宜上、作業工程①～③の接合NO,79aと 作業工程④の

接合N079bの 2つ に分けて実測図展開を行つている。

(工程①〉径約 10.O cm前 後の亜円礫の一端に打撃が加えられ、石核打面が形成される。この打面から縦

長剥片が少なくとも2枚は剥離される。このうち剥片 (101)には、二次力日工が施されているが、その加工

イま非十常イこ粗い。

(工程②〉工程①において剥離された剥片 (101)に よつて生じた剥離面を打面とした剥片剥離が行われる。

この工程においても、少なくとも2枚以上の剥片が剥離される。

(工程③〉工程①②において利用されていた石核がそのまま利用される。石核の小日面側に稜上調整が施

された後、打面が形成され、その打面から剥片剥離が行われる。その後、小口面における連続的な縦長剥

片剥離が行われる。この連続的な縦長剥片剥離の途中に、作業面の更新が行われている。

(工程④)工程③の作業面更新時の承1片 を石核に転用して、剥片剥離が行われる。まず、小口面において

剥片 (113)が剥離される。その後、両側面において求心状に承1片剥離が行われる。この際、右側面が先行

する。小日面において縦長剥片が剥離される。その後、下端に打面が形成され、少なくとも3枚の縦長剥

片が剥離される。

分布 :Dブ ロックを中心に分布する。しかしGブロックに 3点、B・ E・ Fブロックに 1・ 2点分布している。

とくに石核 (112・ 123)の分布は特徴的で、112は Eブロックに、123は Bブ ロックに分布している。
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接合資料Ⅱ一⑭ 接合No.80(第 42～ 46図-124～ 162)

作業内容 :細石刃核製作

剥離作業の復元 :楕円礫を 2つ (aと b)に分割して、両者で剥片剥離が行われる。

a:①なし ②124+125→ 126→ 127→ 128→ 129→ 130③ 131+132+α →133+134+185+136

④137+138+139⑤ 140→ 141→ 142+143→ 144→ 145+146

b:① 147+148+149+150② 151+152→ 153→ 154→ (155+156+157+158+159)→ 160→ 161→ 162

aは、細石刃核ブランクの製作痕跡 と想定される。分割操の分割面 とは対極する一端に打面が形成され

る。この打面から少なくとも 6枚の剥片が剥離される。次に、打面を分割面に転移 して剥片剥離が行われ

る。この 2つの剥離作業が数回繰 り返され、いずれかの段階に、細石刃核ブランクが形成されたものと考

えられる。この細石刃核ブランクは欠落しているが、ブランクの左側面にあたる剥片 (137+138+139→ 140

→141)と 右側面にあたる剥片 (142+143→ 144)と の間に生じた欠落部分は、正面形V字状を呈し、分割

面が打面に設定された細石刃核 と想定される。復元される細石刃核の打面最大長は約 12.O cm、 最大幅は

約 5,O clll、 作業面の長さは約 4.5 clllと 想定される。

bは、aと 同様に細石刃核ブランクの製作痕跡 と想定される。まず、礫の下端における剥片剥離が行わ

れる。この剥離に関しては、aと bと の分割以前である可能性が考えられる。次いで、分割面を打面にし

た剥片剥離が行われる。この剥離によつて少なくとも 6枚の剥片が剥離される。以上の承1離が行われたと

考えられる石核部分は、平坦打面を有するものであり、その他の資料を加味すると、これは細石刃核 とし

て利用された可能性がある。

分布 :Aブ ロックを中心に分布する。このうち分害1操 aは Aブロックに集中するが、分割礫 bは、Bブロッ

クに 5点、さらにAブ ロックから北に約10.Om離れたブロック外に 1点 (155)分布する。

―-43-―



― ― ド ド ー ー

接
合
資
料

Ⅱ
一 ①
 
接
合

No
 8
0

o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5c
m

第
42
図
 

旧
石

器
時

代
第

Ⅱ
期

石
器

実
測

図
30
(S
=2
/3
)



tl

北

‐
　
柳
．鵠

５‐

●

　

．

嗚七

鵠

ＧＮ

４

0                         10m

金

―

斡

―

⑤

→   
柁4

0                      5cm

第43図  旧石器時代第 Ⅱ期石器実測図 31 (S=2/3)接 合資料Π

哺
―①分布図 (S=1/250)

―-45-―



贔

―◇―G
s 128

a

―
聯∪
聡  

側

Δ
閣

138

-υ ―
彰

奉        139

―翻 ―錮

△
簡

△  

悧

0                      5cm

第44図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図32(S=2/3)

―-46-―



‐４８

一

糾 鳥
昼   

‖3

伊

―q

→    146

-m廼

▲  W

く  
朽0

朽6

第45図  旧石器時代第Ⅱ期石器実測図 33(S=2/3)

一-47-―

0                      5cm

声  側

金

巡

ノ
~

途



◆  
朽7   

◆  
朽8   

～

 
朽 9

基    
朽o    _  m   0     5cm

第46図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図 34(S=2/3)

接合資料Ⅱ一⑮ 接合No.81(第 47～ 53図 -163～ 224)

作業内容 :一般剥片剥離

剥離作業の復元 :

① (163→ (164+165+166+167)→ (168+169)→ 170+171→ 172}② 173

③ ((174+175)→ 176+177)④ O
⑤ ((178+179)→ 180→ 181→ 182→ 183→ (184+185)→ (186+187)→ 188→ 189}

⑥ (190→ 191→ (192+193)→ 194)

⑦ (195→ 196→ 197→ (198+199+200)→ 201→202→203→204→205)

③ 206・ 207・ 208・ 209。 210。 211・ 212・ 213。 214・ 215。 216・ 217・ 218,219。 220・ 221・ 222・ 223+224

接合資料中最も多くの剥片が接合したものである。景1片剥離工程は大きく4つの工程に区分される。

(工程①)長軸約 28.O cm、 短軸約 15.O cm、 最大厚約 15.O cm(推定)の精円礫が長軸方向に分割される。

この分割面を打面とした剥片が剥離される。

(工程②〉映の短軸の面を打面とした打面再生が行われる。この剥片 (173)の下半部には、急角度の加工

が施されている。

(工程③)②の打面再生によつて生じた剥離面を打面とした剥片剥離が行われる。

(工程④〉さらに打面再生が行われる。この剥片は存在しないが剥離方向は工程②と同じである。

(工程⑤)④の打面再生によって生じた剥離面を打面とした剥片剥離が行われる。

(工程⑥)⑤において生じた剥離面に打面が転移される。数枚の剥片が剥離される。

(工程⑦)①において生じた剥離面に打面が転移される。ここまでの剥片剥離をもつて、目的剥片の剥離

は終了している。最終的に残され石核は円形である。この石核は、19点 の剥片で構成されるが、明確な剥

片剥離ではなく、全て偶発的な剥離による。

分布 :工程①②は、Bブ ロックに分布する。径 3.Omにまとまる。工程③は、Bブ ロックに分布する。径

2.Omに まとまる。工程⑤は、Bブ ロックに分布する。全体が径 10.Om前後にまとまり、剥片 (182)は

南に 12.Om離れている。工程⑥は、Bブ ロックを中心に分布するが、構成点数 4点中 2点がブロック外

(Fブ ロック)に分布する。最大 10.Om離れる。工程⑦は、工程中で最も広範囲に分布する。Bブロック

を中心に分布するが、剥片 (196・ 197)は、ともにブロックから10.Om以 上離れて分布する。工程③は、

Bブロックを中心に分布するが、最大 12.Om離れて分布する。
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接合資料Ⅱ―① 接合No.83(第 54～ 58図-225～ 250)

作業内容 :一般剥片剥離・細石刃製作か

接合資料Ⅱ―⑮ 接合No 83

0                     5cm

第54図  旧石器時代第 Π期石器実測図 42(S=2/3)
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剥離作業の復元 :

①225→226→227+228→ 229→230→231→232→233→234→235→ 236 ②237+238+239+240

③241→242→243 ④244+245→ 246 ⑤247+248+249→ 250

奥行 13.0～ 15.O clll、 長さ 12,O cm以 上、幅 10.0～ 12.O clllの 円礫を素材とし、これを分害Iす る。この

分割面は、ほぼ正円形である。これが打面として利用される。

工程①②③での分割面を打面とした縦長剥片剥離が行われる。このうち 1枚の縦長剥片 (225→226→227

+228→229→230→231→232)は、細石刃核として利用されている。まず、素材剥片の腹面を打面として、

側面調整が施される。この段階では、細石刃承1離は行われていない。その後、先の側面調整面を打面に変

更し、その打面から側面調整が施される。その後、細石刃核の後方部分が折れる。さらに側面調整が施さ

れ、細石刃剥離が行われる。あまり多くの細石刃は剥離されていない。

工程④⑤は、工程①②③における剥離面を打面とした剥片剥離が行われる。工程①②は、同一の石核で

行われており、この石核は欠落している。残核形態は不明である。

分布 :Bブロックを中心に分布する。ただし、剥片 (226・ 229)はブロック外に分布する。剥片 (226)は

北に 10.Om、 剥片 (229)は南東に8.Omに位置する。

0                      5cm

第55図  旧石器時代第Ⅱ期石器実測図43(S=2/3)
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黒曜石製石器

桑ノ木津留産黒曜石

<単体資料>
細石刃 1点 (第 59図-251)

251の 都位は中間部である。背面

左側辺 と腹面右側辺に微小剥離痕が

認められる (図版 3)。

細石刃核 4点 (第 59図-252～ 255)

252は 、角礫を素材 とする。平坦

な自然面を打面とする。石核調整の

痕跡は認められない。作業面に見ら

れる剥離面の形状は一定せず、これ

が細石刃かどうかは不明である。石

核の下面においても剥片素1離が行わ

れている。それぞれの承1離痕は離れ

てお り、それらの切 り合い関係は不

明である。

253は 、角礫を素材 とする。まず

下面が形成され、次いで打面が形成

される。石核調整はまつたく行われ

ていない。細石刃剥離は小口面の一

端で行われる。

254は、薄い亜角礫を素材 とする。

細石刃剥離が亜角礫の 2つの小口面

で行われているが、その剥離は、双

方の作業面を打面として行われてい

る。切 り合い関係からそれぞれの作

業面を、先に剥離されているものを

作業面 a、 後のものを作業面 bと す

る。作業面 bの右側にある剥離痕は、

稜調整の可能性がある。 しかし、そ

れが作業面 aでの細石刃剥離に先立

つことから、作業面 aを主体に考え

た場合に、石核の側面調整 とも考え

らヤtる 。

255は 、角礫を素材 とする。平坦

な自然面から細石刃に類似する剥片

が剥離される。細石刃の剥離痕 と確

実に言えるものがなく、失敗品と考

えられる。
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桑ノ木津留産黒曜石製細石刃核単体資料の評価

素材の利用 :小角礫素材。

打面の設定 :角 礫平坦面を打面に設定するものが多く、単剥離打面のもの (252)や、先行する細石刃作業

面を打面とするもの (254)が ある。

石核の調整 :基本的には施されないが、稜上調整が見られるもの (254)が ある。

作業面の設定 :打面転移が行われるものが一定量認められる。異なる平坦面を打面とするもの (255)や、

先行する細石刃作業面に打面を転移するもの (254)がある。

細石刃核は、打面の設定方法から見れば、船野型に近いが、側面調整が行われないことや打面転移を行

うことなど異なる点もある。これらの特徴は、野岳・休場Ⅱ型 (芝2007)に 近いものである。

剥片 5点 (第 60図-256～ 260)

259・ 260は、自然面付きの剥片、その他は調整剥片と考えられる剥片である。出上した細石刃核は、細

やかな石核調整が施されていないものであり、剥片剥離が行われたとすれば、打面形成あるいは調整に関

連するものと予想される。これらの剥片もそ うした類のものと想定される。

石核 ,原石 各 1点 (第60図-261。 262)

261は石核である。石核調整は全く施されておらず、打面再生の痕跡が認められる。形態的に細石刃核に

類似するが、作業面の剥離面がやや大きいことから、ここでは石核とした。

262は原石である。細石刃核、石核も同様のサイズであることから、こうした角礫を複数搬入 していたも

のと考えられる。
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第60図  旧石器時代第Ⅱ期石器実測図47(S=2/3)

<接合資料>
接合資料 Ⅲ―① 接合No.64(第 61図-263・ 264)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[263→ 264]

角礫を素材 とする。まず、2～ 3回の打撃によつて打面が形成される。石核調整等は行われず、打面か

ら細石刃と思われる小剥片が剥離されている。剥離面からみて 2～ 3枚 しか剥離されていない。その後打

面再生が行われ、更新された打面 (単剥離打面)か ら細石刃が素1離 される。この細石刃は、かなり短 く細

い。最後に、意図は不明だが、右側面から作業面側へ、作業面から背面側への剥片剥離が行われている。
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第61図 旧石器時代第工期石器実測図48(S=2/3)接 合資料Ⅱ―①分布図 (S=1/250)

接合資料Ⅱ一① 接合No.66(第 62図-265・ 266)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[265→ 266]

角礫を素材とする。角礫が (265)と (266)の 2つ に分割される。265は剥離された後に折れている。以

下は266における作業である。まず、1回 の打撃によつて打面が形成される①打面調整などは行われていな

い。最後に細石刃承I離が行われる。細石刃ま1離痕は 2条残つている。
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第62図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図49(S=2/3)接合資料エー①分布図 (S=1/250)

接合資料 Ⅱ―⑩ 接合No.65(第 63図-267・ 268)

作業内容 :細石刃製作

剥離作業の復元 :[267→268]

角礫を素材 とする。その他のものよりもやや大ぶ りである。まず、石核調整が行われる。これは背面下

端からの加撃によるもので、その他に調整は認められない。次いで、打面が形成される。打面と作業面の

接触部には、細やかな調整が施される。これを打面とした細石刃剥離が行われるが、この承1離は細石刃核

の側面部でのものである。その後打面再生が行われ、再び細石刃剥離が行われる。細石刃核の下部に大き

な剥離面が認められることから、細石刃剥離の過程で作業面再生が行われた可能性がある。
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第63図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図50(S=2/3)

0                             10m

接合資料Π―⑩分布図 (S=1/250)

腰岳系黒曜石

<単体資料>
細石刃 1点 (第64図-269)

269の 部位は中間部である。上下の端部に微小剥離痕が認められ、さらにそれとともに線状痕が認められ

る (図版 3)。 線状痕は、上下端部の全面に著しく認められ、その縁辺に直交している。腹面左側縁には刃

部に平行する線状痕も認められるが、その他の刃部には認められない①

細石刃核 1点 (第 64図-270)

270は、本遺跡唯一の腰岳系黒曜石の細石刃核である。大きさからおそらく剥片素材と考えられるが、素

材面が認められず、詳細は不明である。石核調整は側面において認められる。 どちらの側面から調整 した

かは不明だが、両側面ともに、下面から打面へ向か う打撃によつて側面が形成される。右側面では、下方

および作業面側からの打撃による、やや細やかな側面調整も行われる。細石刃剥離は 2面で行われ、両者

は双方の作業面を打面としている。先に剥離されているものを作業面 a、 後のものを作業面 bと すると、

作業面 aには細石刃剥離面が 5条、作業面 bには 4条残る。

スポール 1′点 (第 64図-271)

271は腰岳系黒曜石製のスポールである。背面側から細やかな調整が行われてお り、とさか状の稜が形成

される。背面には、同一方向の剥離面が認められることから、スポール剥離以前にも同様のスポールが剥

離されたものと想定される。左側面下部の稜線には潰れが認められる。下半部を欠損する。

なお、このスポールの打面部全体に横方向の擦痕が認められる。こうした資料は、唐津市の上場台地の

細石刃石器群 (田 島編)や泉福寺洞穴 (麻生1984)に おいて特徴的に認められるものである。

剥片 8′点 (第64図-272～ 279)

調整剥片と見られる小さな承1片 (272～ 275)と 、形態的に整ったもの (276～ 279)と に分類される。後

者には、微小剥離痕が認められる。特に、278に は左側縁の表裏両面に認められる (図版 3)。 276と 279は 、

厚さが 0.3 cmに満たない薄手の剥片である。製作された痕跡が認められず、この状態で搬入されたものと

考えられる。その他の剥片は非常に小さな剥片で、何らかの調整剥片と考えられるが、実態は定かではな

い 。
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第64図  旧石器時代第H期石器実測図51(S=2/3)

不明黒曜石

色調や質感は腰岳系黒曜石に類似するが、蛍光X線分析の結果 (第Ⅳ章第 1節 )、 化学組成が腰岳系とは

異なり産地不明と考えられるので、ここでは腰岳系黒曜石とは分けて記述する。

<単体資料>
剥片 3点 (第 65図-281～ 282)

剥片全てのものに折れ、稜上のつぶれが認められる。かなり消費されたものと考えられる。
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第65図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図52(S=2/3)

その他の石材製石器

スクレイパー 2点 (第 66図-283,284)

283は 、ホルンフェルス製の縦長剥片を素材とする。剥片の右側縁には、連続的な二次加工が認められる。

刃部角は 30～ 40° である。

284は、砂岩製の厚みのある剥片を素材 とする。腹面のほとんどが自然面で構成され、打面は単剥離打面

である。剥片の下部に粗い二次力日工が施されている。刃部角は 30～ 40° である。

敲石 2点 (第 67図-285。 286)

285は、拳大よりもやや大きい礫岩 (長軸 10.O cm、 短軸 8.O cm)を 素材 とする。長軸の両端部にあばた

状のつぶれ痕が認められるが、先端部には痕跡がなく、斜辺部に径 2.O cm前後の大きさで認められる。

286は、精円形のチャー ト礫 (長 さ 6.l cm、 幅 3.5 cm)を 素材 とする。両端部が敲打部として使用され、

中央部にあばた上の敲打痕が認められる。そのつぶれの範囲は、上部が 13.5 cm× 14.7 cm、 下部が 21.5 cm

×19,5 cmで あり、下部においてつぶれが著しい。
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磨石 1点 (第07図-287)

287は、拳大の硬砂岩 (長軸110.5 cm、 短軸 5.5 cm)

その上部から中央部にかけて著しい。その平坦面は、

を素材とする。礫の平坦面に擦痕が認められ、特に

使用のためかやや凹んでいる。

第66図 旧石器時代第Ⅱ期石器実測図53(Si2/3)
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番 号 器  種 注記番号 石 材 X Y Z グリッド 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm 重量 (ゴ 接合 NO 備  考

1 ナイフ形石器 流紋岩 -47679071 51738817 67684 4ヽ4 とそ 1 47

2 ナイフ形石器 流紋岩 -47678409 51736509 67119 M4 17 1

3 剥片尖頭器 流紋岩 -47688932 51711423 66335 K5 1 315
4 剥片尖頭器 流紋岩 -47668708 51698012 65339 11 154
5 スクレイパー 流紋岩 -47689392 51709533 66 160 0

6 剥 片 流紋岩 -47682669 51738854 67 185 M5 1

7 剥 片 流紋岩 -47683991 51737371 67214 M5 40 77 14

8 剥片 流紋岩 -47684774 51739238 67 174 4ヽ5 0

9 剥 片 流紋岩 -47677480 51736798 67 138 M4 42 0 253
10 石核 流紋岩 -47684169 51737418 67135 卜15 5 1763 接合資料 I―①
11 剥片 流紋岩 -47685078 51738802 67202 卜15 14 872 合資料 I一①
12 細石刃 流紋岩 -47677760 51712722 66792 K4 0 04

13 細石刃 流紋岩 -47673 152 51705210 66233 J4 0 03

14 細石刃 流紋岩 -47677 182 51715581 66916 K4 17 03 04

15 rH石 刃 流紋岩 -47676538 51713127 66466 K4 12 01以 下

細石刃 流紋岩 -47669 157 51706405 66354 J3 13 02 微小剥離

17 細石刃 流紋岩 -47674651 51707464 66199 13 0 微小永1離

lB石 刃 流紋岩 -47676353 51713823 66714 K4 01以 下

19 細石刃様剥片 流紋岩 -47679082 51702821 66149 J4 09

佃石刃様剥片 流紋岩 -47676853 51711 116 66722 K4 0[

21 個石刃様剥片 流紋岩 -47676546 51713131 66757 K4 24 0[

lH石 刃核 流紋岩 -47679583 51708656 66410 27

佃石刃核 流紋岩 -47678968 51708 127 」4 2 41 13

網石刃核 流紋岩 -47676347 51715832 66583 K4 2 15 17 7

個石刃核 流紋岩 -47676614 51714705 66732 K4 3 13

佃石刃核 流紋岩 -47676 145 51712972 66633 K4 2 15

佃石刃核 749・ 811 流紋岩 -47674565 51706090 66452 2 27 t〕 7

佃石刃核 流紋岩 -47673 170 51718 166 66549 K4 2 17 18

佃石 刃核 流紋岩 -47674495 51697412 66018 2

スクレイノく― 流紋岩 -47682177 51711 673 66530 K5 8 21 1083
31 スクレイノペー 流紋岩 -47667480 51737096 6739均 4ヽ3 4 4 13

スクレイノく― 流紋岩 -47685068 51709504 66396 5 57 5 770
スクレイノく― 流紋岩 -47669198 51735290 67399 4ヽ3 3 4 10 91

スクレイノく― 657・ 659 流紋岩 -47658673 51702500 J2 8 242:

剥 片 57 流紋岩 -47680594 51706023 66352 5 1 5

剥片 流紋岩 -47686859 51719753 66830 K5 8 5 12 微小剥離

37 剥片 流紋岩 -47680 181 51708689 66389 J5 4 3 15 7 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47679440 51708701 66335 4 51 31 17 7 接合資料I―

剥片 流紋岩 -47681008 5170479〕 66301 l 57 接合資料Ⅱ―①
細石刃核 流紋岩 -47680726 51708757 66506 5 1 7 接合資料 Ⅱ―

二次加工剥片 流液岩 -47675908 51714030 66664 K4 51 2 16 接合資料Ⅱ―②
黒1片 流紋岩 -47677272 51714417 66781 K4 1 16 接合資料 Ⅱ―

43 剥片 流紋岩 -47676486 51710979 K4 1 2 16 接合資料 Ⅱ―②

設1片 況紋岩 -47676998 51711882 66747 K4 13 1 03 16 接合資料Ⅱ―②
剥 片 流紋岩 -47677255 51712559 66712 K4 3[ ユ 16 接合資料 Ⅱ―

剥 片 流紋岩 -47677686 51712729 66765 K4 21 21 16 接合資料 Ⅱ―

剥 片 流紋岩 -47677636 51713296 66795 K4 23 1 16 合資料Ⅱ―②
細石刃核 流紋岩 -47676694 51715401 K4 22 3[ lC 16 接合資料 Ⅱ―

剥 片 流紋岩 -47673781 51715 109 66807 K4 47 1 を7 接合資料Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47676210 51715227 66607 K4 2 10 17 接合資料Ⅱ―③
二次加工剥片 流紋岩 -47676792 51710092 66616 3[ 11 17 接合資料 Ⅱ―

スクレイパー 流紋岩 -47678647 51713801 66771 K4 1 17 接合資料Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47677718 51709515 2 合資料Ⅱ―④
剥片 流紋岩 -47676679 51714444 66691 K4 L〔 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47676660 51714453 66592 K4 14 11 接合資料]―④
細石刃核 流紋岩 -47677444 51716358 66929 K4 1 2 Ⅱ一④
剥 片 流紋岩 -47666 154 51705772 66400 73 2 接合資料 Ⅱ―

剥 片 634 流紋岩 -47669746 51695376 65985 13 27 14 103 接合資料Ⅱ―⑤
剥 片 流紋岩 -47669909 51705902 66434 14 219 24 接合資料 Ⅱ

剥 片 流紋岩 -47670813 51705385 66510 12 接合資料 Ⅱ―⑤

61 剥 片 流紋岩 -47669094 51702466 66268 44 44 16 接合資料Ⅱ―⑤
剥 片 流紋岩 -47669 142 51703925 66414 31 24 接合資料 I―
剥 片 流紋岩 -47670925 51703398 66396 10 114 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47671765 51702756 66294 2こ 07 61 撲合資料Ⅱ―⑤
素1片 流紋岩 -47668686 51705586 66389 4 8 接合資料 Ⅱ

剥 片 流紋岩 -47675977 51712103 66644 K4 51 17 31 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47675554 51712231 K4 3 6 31 資料エー⑥
剥片 流紋岩 -47677158 51710989 66703 K4 24 4 接合資料 Ⅱ

剥 片 一括 流紋岩 2 25 4 31 践合資料 Ⅱ

剥片 505 流紋岩 -47676347 51714904 66710 K4 52 51 合資料■―⑥
剥片 流紋岩 -47677367 51715542 K4 6 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47675756 51715020 66731 K4 1 1 14 31

第 1表 旧石器時代石器計測表 1
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番 号 器  種 注記番 号 石 材 X Y グリント 長 さ(cm 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (ご 接 合 No 備  考

73 剥片 337 流紋岩 -47676911 51714445 66851 K4 2 ユ 12 接合資料Ⅱ―⑥

74 剥片 流紋岩 -47675965 51716581 66762 K4 2 1 1“ lk合 資料 Ⅱ―⑥

剥 片 流紋岩 -47677726 51713614 66697 K4 2 1 1 陵合資料Ⅱ一⑥

網石刃核 流紋岩 -47677320 51713673 66666 K4 2 15 24 接合資料 Ⅱ

77 承1片 流紋岩 -47678084 51713025 66718 K4 4 接合資料 Ⅱ

個石刃核 流紋岩 -47671812 51716636 66957 K4 2 15 1 8C 接合資料Ⅱ―⑦

剥片 流紋岩 -47678452 51711791 66670 K4 2 Ⅱ ―

剥片 507 流紋岩 -47676491 51714908 66732 K4 1 0 接合資料 Ⅱ一

剥 戸 流紋岩 -47676423 51714811 66711 K4 0[ 38 接合資料Ⅱ―⑤

剥片 流紋岩 -47676660 51714692 K4 35 Ot 合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47677561 51712563 66769 K4 0 接合資料Ⅱ―③

景1片 流紋岩 -47677261 51714070 66813 K4 13 接合資料Ⅱ―③

剥片 流紋岩 -47676823 51714727 66729 K4 0 05 接合資料 Ⅱ―

二次加工剥片 流紋岩 -47677 136 51714663 66690 K4 1 接合資料Ⅱ―⑥

剥 片 流紋岩 -47658652 51711232 66759 K2 16 0 Ⅱ 一

剥片 流紋岩 -47675558 51713730 66754 K4 15 0 13 接合資料 エー①

細石刃核 流紋岩 -47676456 51715248 66730 K4 3 接合資料I―①

剥舛 流紋岩 -47676794 51715731 66870 K4 13 0 接合資料 Ⅱ―

91 剥片 流紋岩 -47677176 51714391 66704 K4 21 0 接合資料 Ⅱ―

石 核 流紋岩 -47676921 51713687 66698 K4 1 2 233 接合資料Ⅱ―⑨

剥片 流紋岩 -47676934 51712774 66818 K4 23 1 1( 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47676788 51714598 66708 K4 15 1 37 接合資料 Ⅱ―

細石刃核 流紋岩 -47676612 51712973 66818 K4 2 3 17[ 接合資料■―⑩

諸1片 流紋岩 -47681262 51704793 66171 2 21 71 接合資料 Ⅱ―

細石刃核 流紋岩 -47680757 51708695 66508 3 〕 8 187 接合資料Ⅱ―①

豪1片 流紋岩 -47665585 51689490 65853 H3 〕 4 17 接合資料Ⅱ―⑫

Il片 流紋岩 -47681 358 51700651 66002 1 〕 1 7 接合資料 Ⅱ―

鯛石刃核 玩紋岩 -47680638 51701968 65987 2 17 17 接合資料Ⅱ―⑫

二次力日工剥片 流紋岩 -47675717 51706666 66281 7 3 18 接合資料Ⅱ―⑩

剥片 流紋岩 -47673504 51708770 66377 I 接合資料 ]

剥片 況紋岩 -47675344 51706539 66372 4 I と 接合資料Ⅱ―⑮

剥片 流紋岩 -47675691 51699514 65987 51 4 17 45ち 沐斗Ⅱ

剥片 一括 流紋岩 2 lC 1 接合資料 ユー⑬

剥 片 流紋岩 -47665308 51695754 65827 22 91 接合資料Ⅱ―①

素1片 723 流紋岩 -47673898 51707860 66342 3 10 5 合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47674321 51704751 66353 3C 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47674704 51707 119 66230 4 1 1 懐合資料Ⅱ一⑩

剥片 流紋岩 -47665274 51694738 2 合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47674814 51706045 4 4 接合資料 Ⅱ

112 石 核 598 流紋岩 -47679017 51706675 66185 4 46 61 接合資料Ⅱ―⑬

113 剥片 流紋岩 -47674298 51703602 66437 51 ■ ―

素1片 流紋岩 -47669235 51709030 66515 3 2 79 接合資料 Ⅱ一

稟1片 流紋岩 -47675 102 51703378 66294 1 接合資料Ⅱ―⑩

116 剥片 流紋岩 -47676861 51704460 66225 23 Ⅱ ―

117 剥片 流紋岩 -47676638 51703 127 66277 4 79 接合資料Ⅱ―①

剥片 流紋岩 -47665922 51695960 65984 1 18 11 接合資料Ⅱ―①

剥片 流紋岩 -47674143 51707106 27 接合資料 Ⅱ一

剥 片 流紋岩 -47673734 51705120 66057 接合資料エー⑬

剥 片 流紋岩 -47675515 51705815 66255 21 43 接合資料Ⅱ一〇

剥片 流紋岩 -47672957 51706040 66328 27 15 接合資料 Ⅱ―

石核 608 流紋岩 -47666527 51706080 66349 3 接合資料Ⅱ―⑬

豪1片 流紋岩 -47676374 51715011 66783 K4 17 01 42 接合資料Ⅱ―⑭

剥片 流紋岩 -47676960 5171445電 66791 K4 接合資料 Ⅱ―

126 剥 片 流紋岩 -47678176 5171331コ 66702 K4 ] 接合資料Ⅱ―⑭

剥片 流紋岩 -47676502 51713028 66795 K4 , 接合資料Ⅱ―⑭

忌1片 流紋岩 -47676750 51715764 66878 K4 11 接合資料 Ⅱ―

129 剥片 流紋岩 -47676794 51715378 66800 K4 2 57 接合資料Ⅱ―⑭

剥 片 流紋岩 -47675992 51716080 66621 K4 27 1 合資料 Ⅱ一

永1片 流紋岩 -47679810 51712801 66763 K5 22 2 接合資料 Ⅱ―⑭

132 剥片 359 流紋岩 -47678 111 51714814 66855 K4 27 14 接合資料Ⅱ一⑭

剥 片 流紋岩 -47675018 51714728 66796 K4 33 51 合資料 Ⅱ―

剥 片 流紋岩 -47677048 51717725 66819 K4 61 2 接合資料 Ⅱ―⑭

ユ1オ 流紋岩 -47677613 51716006 66715 K4 3 ll 接合資料Ⅱ―⑭

剥片 流紋岩 -47678297 51716305 66598 K4 13 | 1 合資料 Ⅱ―

137 剥 片 流紋岩 -47676431 51715464 66757 K4 2 3 接合資料 Ⅱ―⑫

剥 片 流紋岩 7679 14 51714495 K4 2 3 1 71 接合資料Ⅱ―⑭

歌1片 流紋岩 7675905 51714035 66588 K4 07 Ⅲ 合資料 Ⅱ―

素1片 流紋岩 7677322 51715114 66700 K4 37 2 1 97 接合資料 ■―

141 黒1片 流紋 岩 7675575 51712778 66592 K4 2 3 接合資料Ⅱ―⑭

剥片 流紋岩 7678035 51715693 66944 K4 41 1 料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47677857 51713890 66821 K4 14 2 1 接合資料 Ⅱ

T・ !片 流紋岩 -47678584 51713782 66796 K4 27 37 0[ 7( 米斗Ⅱ―
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番 号 器  種 注記番 号 石 材 X Y Z グリンド 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm; 重量 (g) 接合 No 備  考

豪1片 流紋岩 -47676541 51714599 K4 0 接合資料 Ⅱ―

剥片 527 流紋岩 -47676955 51713643 66633 K4 0 32 接合資料 Ⅱ一

剥片 流紋岩 -47679007 51714698 66599 K4 1 合資料I―⑭
剥片 流紋岩 -47679 176 51710736 66697 K4 21 21 197 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47677617 51713342 66795 K4 46 21 198 接合資料Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47680428 51711 759 66696 K5 21 1 47 合資料Ⅱ―⑭

剥 片 流紋岩 -47678268 51708681 」4 0 47 接合資料 Ⅱ―

烹1片 流紋岩 -47677216 3098 66737 K4 32 42 0 接合資料Ⅱ―⑭

剥片 流紋岩 -47676606 66311 K4 27 19 0 合資料Ⅱ―⑭
剥片 流紋岩 -47676572 4370 66521 K4 37 0 64 接合資料 ユー

素1片 流紋岩 -47666212 4620 66871 K3 37 0 37 接合資料Ⅱ―⑭

剥片 流紋岩 -47675004 2201 66602 K4 0 116 合資料I―⑭
剥片 249 流紋岩 -47679081 51708865 」4 0 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47676588 51712307 66755 K4 0 接合資料Ⅱ―⑭

剥 片 流紋岩 -47676845 51713943 66889 K4 0 合資料Ⅱ―①
剥片 流紋岩 -47676264 51714927 66711 K4 07 接合資料 ユー

素1片 570 流紋岩 -47677081 51711 886 66564 K4 0 12 接合資料Ⅱ―⑭

剥 片 流紋岩 -47678918 51709621 66685 13 0 14 合資料Ⅱ―⑭
剥片 流紋岩 -47681 551 51709955 」5 0 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47681 151 51707747 66447 J5 1 接合資料Ⅱ―⑮

剥片 流紋岩 -47679984 51707437 66286 5 23 31 1 合資料Ⅱ―⑮
剥片 流紋岩 -47680049 51706878 」5 2 327 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47678547 51707812 66505 4 17 | 8 接合資料Ⅱ一⑮

剥 片 流紋岩 -47679385 51709566 66414 4 21 合資料Ⅱ―⑮
稟1片 流紋岩 -47681458 51709393 14 0 13 接合資料 Ⅱ―

剥片 71 流紋岩 -47681721 707736 66485 1 535 8 接合資料Ⅱ―⑮
171 剥片 流紋岩 -47681086 705921 66391 5 49 0 Ⅱ一⑮

剥片 流紋岩 -47678394 705940 66107 J4 0 接合資料 Ⅱ―

スクレイパー 13 流紋岩 -47680630 709934 66431 5 | 8 接合資料Ⅱ―①

剥 片 流紋岩 -47679013 708742 66448 4 1 216 Ⅱ―⑮
剥 片 流紋岩 -47679390 709760 66564 4 0 接合資料 Ⅱ一

剥片 4 流紋岩 -47679670 709425 66404 5 1860 8 接合資料Ⅱ―①

剥片 流紋岩 -47679697 706640 66332 5 12 0 資料Ⅱ―⑮

剥 片 流紋岩 -47679594 710391 66644 K4 12 接合資料 Ⅱ一

剥片 流紋岩 -47681456 705479 J5 I 8 接合資料Ⅱ一〇

剥片 流紋岩 -47679212 12021 66730 K4 1 資料I―⑮

剥片 流紋岩 -47680679 702145 65927 7 23 938 接合資料 Ⅱ―

剥片 5 流紋岩 -47680096 709424 66541 97 8 接合資料Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47681 187 707080 66457 3 44 07 85 俵合資料Ⅱ―⑮

剥 片 172 流紋岩 -47689391 716459 66685 K5 04 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47679663 707757 66391 1 0[ 8 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47679721 709831 66518 4 5 L( 接合資料こ―⑮
剥 片 245 流紋岩 -47679579 708651 7 37 17 接合資料 Ⅱ―

承1片 流紋岩 -47681747 706302 66430 3 07 52 8 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47679032 706528 66206 4 2 19 1 8 接合資料I―⑮
剥片 流紋岩 -47675467 704902 66377 」4 5 1 接合資料 I

191 剥片 流紋岩 -47680908 707386 66445 2 8 接合資料Ⅱ

剥片 流紋岩 -47678916 708375 66300 4 1 1 8 接合資料Ⅱ―⑮
烈l片 一括 流紋岩 3 接合 Ⅱ

承1片 流紋岩 -47673302 51697236 65987 7 13 8 接合資料 Ⅱ―⑩

承1片 流紋岩 -47680291 51710482 66510 K4 6 t( 272 8 接合資料Ⅱ一⑮
諸1庄 173 流紋岩 -47689334 51716 155 66675 K5 5 2 *斗 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47674715 51694737 66051 5 15 C 8 接合資料 Ⅱ―⑮

素1片 流紋岩 -47679897 707690 66458 打5 4 19 8 接合資料Ⅱ一〇
剥 片 流紋岩 -47680141 708403 66392 1 4 14 料Ⅱ一〇

200 素1片 212 流紋岩 -47678567 704800 66442 1 3 8 接合資料 Ⅱ―①

剥片 流紋岩 -47680007 707090 66320 2 4 1 懐合資料Ⅱ―⑮

剥 片 流紋岩 -47679008 51707576 66476 4 2 1 2 合資料Ⅱ―⑮
素1片 流紋岩 -47676853 51707683 31 3 07 接合資料 Ⅱ

素1片 流紋岩 -47679791 51704988 65965 4 31 2 1 接合資料エー〇

剥片 流紋岩 -47680029 51709622 66469 4 5 5 11 合資料Ⅱ―⑮

剥 片 流紋岩 -47680989 51701253 66006 3 ユ 3 81 接合資料 Ⅱ

詔〕片 流紋岩 -47680937 51704510 66239 J5 3 1 6 接合資料 Ⅱ

208 剥 片 流紋岩 -47679245 0693 66675 K4 4 1 接合資料Ⅱ―⑮
209 剥 片 57 流紋岩 -47680603 66708 K5 37 3 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47679850 0543 66601 K5 41 81 接合資料 Ⅱ

211 剥片 流紋岩 -47679711 690 66902 K5 2 2 tJ 接合資料Ⅱ―⑮
212 剥 片 1 流紋岩 -47679811 66686 K5 3 21 19 11 7 81 接合資料 Ⅱ

歌1片 玩紋岩 -47681 473 708467 66472 24 15 81 接合資料 Ⅱ

剥片 21 流紋岩 -47681432 709483 66429 0 2 07 接合資料Ⅱ―⑮
剥片 385 流紋岩 -47679971 10977 66537 K4 1 1 17 81 接合資料 Ⅱ―

剥片 流 紋岩 -47679693 707711 66387 21 1 接合資料 Ⅱ一〇
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番 号 器  種 注記番号 石 材 X Y グリッド 長 さ(cmi 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g) 接合 NO 備  考

黒1片 流紋岩 -47679597 51712829 K4 1 1( 121 8 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47680012 51710986 66621 K5 1 41 13 8 接合資料Ⅱ―⑮

剥片 252・ 259 流紋岩 -47678549 51708998 66552 J4 2 37 1( 8 資料Ⅱ―⑮

剥 片 流紋岩 -47680409 51710497 K4 2 17 81 8 接合資料 I一〇

剥片 16 流紋岩 -47680916 51709467 66563 J5 24 279 8 接合資料Ⅱ―⑮

剥片 流紋岩 -47680401 51712290 66660 K5 21 t( 8 Ⅱ一〇

剥 片 流紋岩 -47678605 51708992 66585 ∬4 17 8 接合資料 Ⅱ―

224 剥片 流紋岩 -47680 195 51711 767 66522 K5 2 197 8 接合資料Ⅱ一⑮

烹1片 流紋岩 -47677919 51709821 66507 」4 17 Ⅱ ―

226 剥 片 792 流紋岩 -47670881 51714873 66724 K4 37 0 接合資料 Ⅱ―⑩

剥 片 流紋岩 -47679559 51708920 66084 J4 1 接合資料Ⅱ―⑮

剥片 15 流紋岩 -47680311 51709457 24 14 接 Ⅱ ―

229 剥 妹 流紋岩 -47687393 51717893 K5 51 11 146 接合資料 Ⅱ―

230 剥 片 一括 流紋岩 1 162 接合資料Ⅱ―⑩

剥 片 流紋岩 -47679508 51709924 66382 接合資料 Ⅱ―

剥 片 流紋岩 -47679844 51706069 66367 12 21 接合資料 Ⅱ―

剥片 流紋岩 -47679930 51707542 66297 2 2 81 接合資料Ⅱ―⑩

剥 片 流紋岩 -47679001 51706509 66202 21 I 12 接合資料 I―

黒1片 流紋岩 -47679137 51709558 66612 11 17 0〔 接合資料 Ⅱ―

石核 流紋岩 -47679786 51707586 66437 5 33 1 接合資料Ⅱ―⑩

剥 片 流紋岩 -47682706 51709742 66448 5 1 接合資料 Ⅱ―

剥 片 流 紋岩 -47682527 51707926 66502 3 1 接合資料 Ⅱ―

剥 片 流紋岩 -47680 131 51706820 66288 0 11 接合資料Ⅱ―⑩

剥片 流紋岩 -47679732 51706961 66461 14 接合資料 Ⅱ

癸1片 588 流紋岩 -47678051 51708809 66286 4 2 19 0 接合資料 ]

素1片 流紋岩 -47679 147 51706480 66456 lG 11 5 接合資料Ⅱ―⑮

ス1片 流紋岩 -47679247 51707614 接合資料 Ⅱ

副片 流紋岩 -47679339 51708946 66272 4 41 接合資料 Ⅱ

剥片 流紋岩 -47679460 51708873 66407 61 接合資料Ⅱ―⑮

素」片 一括 流紋岩 1 6 接合資料 Ⅱ

247 諸1片 流紋岩 -47684308 51709615 66578 3 17 17 1 接合資料Ⅱ―⑩

剥片 流紋岩 -47679132 51708328 66271 18 4 接合資料Ⅱ―⑮

剥片 流紋岩 -47678404 51709648 66438 16 12 接合資料 Ⅱ

250 烈l片 流紋岩 -47678753 51709031 66536 4 3 lユ 接合資料Ⅱ―⑩

個石刃 桑ノ木Ob -47667673 51705302 05 01以 下 微小剥離

個石刃核 桑ノ木Ob 51705884 2℃ 91

253 個石刃核 桑ノ木Ob -47678811 51707503 66289 4 27 16 6

個石刃核 桑ノ木Ob -47677315 51714305 66408 K4 23 12 4

個石刃核 桑ノ木Ob -47678919 51706258 66 171 21 11 1

256 剥 片 桑ノ木Ob -47679446 51708742 66457 4 07

剥片 桑ノ木Ob -47675507 51714484 66617 K4 13 12

剥片 桑ノ木 Ob -47676050 51716458 K4 17 12

259 剥片 356 桑ノ木 Ob -47678013 51714977 66777 K4

剥片 桑ノ木Ob -47672919 51713394 66780 K4 07

石核 柔ノ木Ob -47676 195 51713 143 66616 K4 I 77

262 原石 柔ノ木 Ob -47682608 51702539 66082 17 11 0

剥 片 桑ノ木Ob -47676574 51714941 66732 K4 1 Ⅱ ―

細石刃核 桑ノ木Ob -47676493 51715801 66743 K4 t5 〕 14 接合資料 ■―

265 剥 片 桑ノ木 Ob -47676292 51715850 66585 K4 1 17 揆合資料Ⅱ―⑮

細石刃核 桑ノ木Ob -47676785 51715743 66872 K4 1 1 接合 Ⅱ ―

剥片 桑ノ本Ob -47676279 51714878 66738 K4 15 17 65 接合資料 ■―⑩

細石刃核 桑ノ木 Ob -47675799 51714141 66849 K4 1 11 27 接合資料I一⑩

269 細石刃 腰岳Ob -47676599 51695095 66013 01以 下 線

細石刃核 腰岳Ob -47666 149 51703933 66395 22 1 1 42

スポール 腰岳Ob -47669 102 51702201 66 184 1 燦痕

剥片 1要岳Ob -47680549 51707235 66427 1(

剥 片 腰岳Ob -47679826 51706115 66 152 4 1 0 01

剥 片 腰岳Ob -47677490 51712571 66816 K4 I 02

275 澱1片 腰岳Ob -47668513 51705732 66389 L( I 02

ユ1片 腰岳Ob -47679970 51703995 66234 21 1 0 微小剥RE

277 剥 片 腰岳Ob -47684124 51707518 66302 21 1 08 微小剥離

剥片 腰岳Ob -47656770 51711 366 66831 K2 11 1 微小剥離・線状痕

剥片 腰岳Ob -47671238 51699253 66121 2 21 I 微小剥離

剥 片 不 明Ob -47679426 51714703 66824 K4 17 0

剥片 不明Ob -47668913 51707 150 66387 11 03

剥 片 625 不明Ob -47668392 51696842 1 1 03

スクレイノく― 652 ho -47656777 51711447 66842 K2 8 5 23

スクレイパー 砂岩 -47684511 51721597 66967 10, 111 17

敲石 礫岩 47681833 51712515 K5 9 7 653(

286 讃石 515 チャート -47676215 51715223 66607 K4 3 117

287 審石 砂岩 -47682651 51716 137 66811 K5 5
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第 2節 縄文時代早期の調査 (第 68～ 71図 )

¬ 遺構 (第 68～ 70図 )

(1)集石遺構

調査区西側 A5グ リンド、中央部 F7グ リンド、東側 16グ リンド付近の 3群の散礫 (第 69図 )を、Ⅳ層

上部において検出した。3群いずれも散漫な状態で、傑総数は289個 、総重量は29,25kgで ある。利用石材

は、砂岩、泥岩、緑色岩等があり、親指大から拳大の大きさがほとんどである。赤化 している割合は、総

重量の約15%と 低かつたが、中央都 F7グ リッドで検出した散礫群は、そのほとんどが赤化 してお り、そ

の下層からは、集石遺構 (第 70図 )を検出している。

1号集石遺構 (第 68図 )は、調査区中央部 F6グ リンドで検出した。検出面はV層上部である。長軸は

1.27m、 短軸は 1,12m、 深さ0.22mの規模で、掘 り込みがあり、構成される礫は密集 していた。礫は597個

使用されてお り総重量は 83.90 kgである。花蘭斑岩が 13個 (う ち 1個は完形)、 砂岩549個、泥岩 4個、

疑灰岩 11個 、礫岩 20個で、全て赤化 してお り、完形換は花蘭斑岩 1点 (6.10 kg)の みで、他は全て破砕

操であった。また、炭化物粒・焼土が埋土中に見られた。遺物は含まれていなかった。

|

――一-65 0m

0                           1m

第68図 縄文時代早期 1号集石遺構実測図 (S=1/20)
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※等高線はⅣ層上部 一
― ―

一

第69図 散礫検出状況図 (S=1/1,000)

ＧＮ

４

0                                  50m

第70図 縄文時代早期遺構検出状況図 (S=1/1,000)

※等高線はⅣ層上部
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2 遺物 (第 71図-288～ 299)

(1)土器 (第 71図-288～ 290)

調査区中央部 M5グ リンド、検出面はV層上部で検出したが、いずれも現代の耕作による攪乱部分であ

る。288は深鉢の日縁部である。直立しやや九みをおびている。口縁部に貝殻腹縁刺突文を、口縁下に貝殻

条痕文を、その上から列点状の刺突文を施 している。289。 290は、深鉢の胴部である。外面に荒い条痕文

を施 し、内面はナデ調整である。胎土に繊維を含んでいる。

(2)石器 (第 71図-291～ 299)

石鏃 8点 (第 71図-291～ 298)

石材は全てチャー トである。二等辺三角形の形状で、平基のもの (291～ 293)、 正三角形に近い形状で、

基部に浅い挟 りのあるもの (294・ 295)、 二等辺三角形の形状で、快 りのあるもの (296～298)が ある。

石匙 1′点 (第 71図-299)

石材はサヌカイ トで、つまみから身が横に広がる横型である。遺跡周辺には採取不可能な石材のため、

持ち込まれたものと考えられる。

289

288

0                    10cm
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縄文時代早期土器実測図 (S=1/3)石 器実測図 (S=2/3)第71図
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番 号
土
点

出
地

器 種 都位
手法 。調整・文様ほか 色 調

胎上の特徴
外面 内面 外 面 内面

288 M5G 深鉢 口縁菩隅

貝殻腹縁刺
突文、貝殻
条痕文、刺
突文

ナデ
にぶい黄橙
色

にぶい黄橙
色

1 51nln以 下の透明光沢粒・黒色光沢
粒・橙色・灰白色・明赤褐色、41nln

以下のにぶい黄橙色 。明褐色 。にぶ
い褐色粒を含む。

M5G 深鉢
笠
ロ

ロ
円 条痕文 ナ デ

にぶい黄橙
色

灰黄褐色
lm ll以 下のにぶい橙色 。灰白色、6mlll

以下のにぶい黄橙色・褐灰色・灰黄
褐色粒を含む。繊維を含む。

290 深 鉢
立
ロ

回
円 条痕文 ナ デ

にぶい黄橙
色

にぶい黄橙
色

5mn以 下のにぶい黄橙色 。灰白色
褐灰色粒を含む。繊維を含む

第 5表 縄文時代土器観察表

第 6表 縄文時代石器計測表

第 3節 弥生時代・古墳時代の調査 (第 72～ 125図 )

第Ⅲ層の鬼界アカホヤ火山灰層 (K Ah)上 面において、弥生時代・古墳時代のものと考えられる遺構

(第 72図 )と して竪穴住居跡が12軒、土坑 4基 と、それに伴 う遺物を検出した。掲載 している遺物は遺構堆

積土の下位～床面のものであるが、堆積土中においても、床面で取 り上げたものと接合 した遺物を取り扱っ

ている。ピット状の穴は多数検出したが、掘立柱建物跡に結びつくものはなかった。

後述する遺構番号は、整理の都合上、調査時点で付与した番号を用いている。また、報告する順番は、

時期別に 「弥生時代終末から古墳時代初頭」 として竪穴住居跡 4軒 (SA5→SA7→ SA8→ SA2)、 土坑 1基

(SC2)の 順番で、「古墳時代前期から中期」 として竪穴住居跡 7軒 (SA9→ SAl→ SA3→ SA4→ SA10→ SAH→

SA12)、 土坑 3基 (SC4→ SC3→SCl)の順番で、「古墳時代後期」 として 6号竪穴住居跡 (SA6)の地床炉の

みと、それぞれ時期の古い順 となつている。なお、大きく3時期に設定しているが、各時期において、さ

らに細分することが可能であると考えられる。 しかし、時間的な制約上、行っていない。

掲載遺物の器種名の中で、鉢については、松永幸寿氏 (松永2001)の 分類を用いている。鉢の形態によっ

て、器高が体部径 と等しいか凌駕 し、内湾 しながら立ち上がる直口のものを「深鉢」、体部径が器高を凌駕

し、外傾 口縁を有する椀状のものを「浅鉢」に分類 し、本文中の呼称に用いている。

番号 器種
注記
番号

石 材 X Y Z グリッド 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

石 鏃 チャー ト -47666.392 51725 396 67 320 L3 21 16 07

292 石 鏃 チャー ト -47687,176 51730.862 67 382 トッ15 17 1,3

293 石 鏃 チャー ト -47682 347 51714 539 66.660 K5 21 と,4

石 鏃 182 チャー ト -47686 225 51739 771 67 680 卜15 1,7 1.4 07

295 石 鏃 チャー ト -47682 522 51727 952 67 352 L5 2.2 1.6 12

296 石 鏃 l チャー ト -47691.535 51701,173 66 293 27 1,7 16

石 鏃 2 チャー ト -47692,397 51619,145 64 039 A6 17

298 石 鏃 チャー ト -47683,390 51731,046 67 514 卜涎 5 17 16

299 石匙 3 サヌカイ ト -47687 324 51616 107 63 969 A5 24 2.7
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第72図 称生時代・古接時|億遺構配置図 (予1/500)
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1 弥生時代終末～古墳時代初頭の遺構 と遺物 (第 73～85図 )

竪穴住居

5号堅穴住居跡 (SA5)

遺構 (第 73図 )

調査区 K5グ リンドに位置 し、長軸 5,40m、 短軸 3.60m、 推定床面積は 19.44だ の長方形である。検出

面からの深 さは最深で 0.55mである。赤ホヤブロックの混 じる褐色の貼 り床が施 されていた。主柱穴は

2本 (深 さ0.35m～ 0.55m)で、柱穴の距離は東西 2.50mで長軸方向にならんでいる。西側部分の貼 り床面

柱穴付近には、炭化材を良好な状態で検出し、焼失住居の可能性も考えられる。樹種同定の結果 (第Ⅳ章

第 2節)ツ ブラジイ、コナラ属コナラ節、放射性炭素年代分析の補正値は1760± 40年BP、 1790± 40年BPで

あつた。
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5号堅穴住居跡土層注記 (SA5)

①黒色土(10YR2/1)褐色の粒を少量合

み、やわらかく、しまりがない。/②黒

色土(10YR2/1)… ①と似ているが、赤ホ

ヤ粒・炭化物粒を含み、褐色の糧の割合

が多い。/③黒色土(10YR2/1)① o②

と似ているが、赤ホヤブロックを含む。

/④褐色土(10YR4/4)黒色・赤ホヤブ

ロックを含み、回くしまりがあり、住居

の貼り床である。/O黒褐色上(25Y3/1)

炭化物粒・褐色のブロック・赤ホヤ粒

を多量に含む。やわらかく、しまりがな

い。/⑥褐色土(10YR4/4)① と似てい

るが、固くしまりがある。

Ａ
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第73図  5号竪穴住居跡 (SA5)実測図 (S=1/60)
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遺物 (第 74・ 75図-300～ 318)

300～312は弥生土器である。300・ 301は甕で、どちらも表面にタタキロを施 してある。302～306は壺で

ある。302は 口縁部が短く外傾 し、わずかに平坦面を残す尖底に近い平底である。303～306は、櫛描波状文

や線刻による直線的な文様のある二重口縁壺の口縁部である。307～309は鉢である。 口縁部は短くしっか

りと外傾 してお り、底部は丸底、貼付円盤状の平底、平底がある。310。 311は 内外面に指頭痕がある手捏

土器である。312は杓子状土器で、内外面に指頭痕がある。313は快 りのある砂岩製の石庖丁である。314・

315は擦痕の残る砥石である。314は砂岩製、315は頁岩製である。316は花聞斑岩製の磨石である。317・ 318

は鉄製品である。317は鉄鏃の刃部が 2枚重なった状態の破片である。318は残存長 4.l cm、 鏃身部最大幅

1.5 cmの小型の柳葉鏃である。鏃身部には布 。木質が付着している。
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第74図 5号堅穴住居跡 (SA5)出土遺物実測図 1(S=1/3)
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7号竪穴住居跡 (SA7)

遺構 (第 76図 )

調査区 H2グ リッドに位置し、長軸 4,20m、 短軸 3.80m、 推定床面積は 15。 96だ の方形である。検出面

からの深さは最深で 0.30mで ある。赤ホヤブロックの混 じる暗褐色の貼 り床が施 されていた。貼 り床面で

は検出できなかったが、主柱穴は 2本 (深 さ0,20m～0.25m)で 、柱穴の距離は東西 2,00mで長軸方向に

ならんでいる。貼 り床面北東側に焼土が広が り、主柱穴付近には炭化材が少量検出され、樹種同定の結果

(第Ⅳ章第 2節)サカキ、放射性炭素年代分析の補正値は1860± 40年BPであつた。

遺物 (第 77図-319～337)

319～328は弥生土器の鉢である。319～324は深鉢、325～328は浅鉢である。深鉢の底部は、上げ底で端

部がわずかに張り出すもの (319)、 張り出さないもの (320～ 322)、 平底で端部が張り出さないもの (323・

0                       2m
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7号堅穴住居跡土層注記 (SA7)

①黒褐色土(10YR2/3)径 5～ 10 mm程 の

赤ホヤブロックを微量に含み、粘性があ

る。/②黒色土(10YR2/1)い 径 lHm以 下

の赤ホヤ粒を含み、①よりも粘性がある。

/③暗褐色土(10YR3/4)径 1伽 以上の

赤ホヤプロックを少量含む。非常に固く

しまりがあり、住居の貼り床である。
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「
第76図 7号堅穴住居跡 (SA7)実測図 (S=1/60)
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324)が ある。浅鉢の底部は、貼付円盤状の平底 (325～ 327)、 尖底 (328)が ある。329～333は土師器の甕

である。329・ 330は底部で、内面が平坦ではない平底である。331～333は 口縁部で、ゆるやかに外反 して

いる。334は土師器の壺である。長形胴で、わずかに平坦面を残す尖底に近い平底である。335は頁岩製の

棒状石製品である。敲打痕等はない。336はホルンフェルス製の敲石で、両端に敲打痕が残る。337は鉄鏃

の茎部片で、圭頭鏃、柳葉鏃、両方の可能性が考えられる。

0                    10cm

(319～ 336)

u

第77図  7号堅穴住居跡 (SA7)出土遺物実測図 (S=1/3、 1/2)
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8号竪穴住居跡 (SA8)

遺構 (第 78図 )

調査区」2グ リンドに位置 し、長軸 4.10m、 短軸 3,40m、 推定床面積は 13.94だ の長方形である。検出

面からの深さは最深で 0.30mで ある。赤ホヤ粒の混 じる黒褐色の貼 り床が施 されていた。貼 り床面では検

出できなかつたが、主柱穴は 2本 (深 さ0,60m～ 0.65m)で 、柱穴の距離は南北 1.20mで長軸方向になら

んでいる。

遺物 (第 79図-338～348)

388～340は弥生土器である。338・ 339は甕の口縁部である。端部に貼付突帯があり、弥生前期末～中期

前半の亀の甲系土器 と考えられ、堆積上の下位出上であるが、流入 したものと考えられる。突帯には縦位

の刻 目をもつ。340は鉢である。深鉢の底部で、上げ底で端部がわずかに張り出している。341～344は土師

器である。341～343は甕で、日縁部は直線的に開き (341)、 底部は平底 (342・ 343)で ある。344は外反す

る口縁部をもつ壺である。345は頁岩製の棒状石製品で、前述 した SA7においても出上した。346は砂岩製

の敲石で、両端に敲打痕が残る。347・ 348は台石である。347は磨 り面の残る砂岩製で、348は花蘭斑岩製

である。

|〇

8号堅穴住居跡土層注記 (SA8)

①黒色土(10YR2/1>径 l mm以下の赤ホヤ粒を少量含む。

②黒褐色土(10YR2/3)径 2～ 5 nln程の赤ホヤ粒の混じる割合が①より多い。固くしまりがあり、住居の貼り床である。

第78図  8号堅穴住居跡 (SA8)実測図 (S=1/60)
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第79図 8号竪穴住居跡 (SA8)出土遺物実測図 (S=1/3、 1/6)

2号竪穴住居跡 (SA2)

遺構 (第 80図 )

調査区 13グ リッドに位置 し、長軸 6.55m、 短軸 6.22m、 推定床面積は 40.93♂ の方形である。検出面

からの深 さは最深で 0.40mである。赤ホヤブロックの混 じる黒褐色の貼 り床が施 されていた。主柱穴は

4本 (深 さ0.45m～0.50m)で 、柱穴の距離は東西 3.65m～ 3,70m、 南北 3.65mの、ほぼ対角線上の配置

である。中央部の貼 り床面では、柱穴間に焼上が広がり、0.51m× 0.35m程の地床炉がある。
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2号堅穴住居跡土層注記 (SA2)

①黒色土(7 5YR2/1)― 竹根に覆われ、やわらかく、しまりがない。

②黒褐色土(7 5YR2/2)… 径5～ 10 Hl程 の赤ホヤブロックを含む。固くしまりがあり、住居の貼り床である。

③黒色土(7 5YR2/1)… ①と似ているが、極小の赤ホヤ粒を少量含む。

第80図  2号竪穴住居跡 (SA2)実測図 (S=1/60)
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遺物 (第 81～ 84図 -349～ 378)

349～359は弥生土器である。349～352は甕である。 口縁部がゆるやかに外反 し (349)、 底部は、上げ底

で端部がわずかに張り出すもの (350)、 わずかな上げ底のもの (349。 351。 352)カミある。353は櫛描波状

文の文様のある二重口縁壺の口縁部である。354は 円形透かしをもち、ラッパ状に開く高不の脚部である。

355～359は鉢である。355は高台脚付きの鉢である。356～358は深鉢で、ゆるやかなに内湾する口縁部をも

ち (356)、 底部は、上げ底で端部がわずかに張り出すもの (357・ 358)、 わずかな上げ底のもの (356)が

ある。359は浅鉢である。頸部で屈曲し外反する日縁部をもち、底部は小さな平底である。

360～369は土師器である。360～366は甕である。表面の所々にタタキロの残るもの (360・ 361)が ある。

口縁部は、ゆるやかに外反するもの (360・ 362・ 363)、 やや直線的に開くもの (361)が ある。底部は平底

のもの (360。 365。 366)、 わずかな上げ底のもの (363・ 364)が ある。367は ラッパ状に開く高邦の脚部で

ある。368・ 369は鉢である。368は深鉢の底部で、平底である。369は レンズ状の底部に、内湾 しながら立

ち上がる口縁部をもつ浅鉢である。

370・ 371は石庖丁である。快 りのある砂岩製 (370)と 頁岩製 (371)である。372は砂岩製の石錘である。

373は砂岩製の棒状石製品で、前述した SA7・ SA8においても出土した。374～376は磨・敲石である。全て

砂岩製で、敲打痕や磨 り面が残る。377は砂岩製の台石である。

378は小型の圭頭鏃である。全長 5.5 cm、 刃部長 1,O cm、 鏃身部最大幅 1.8 cmで、鏃身部には布の付着

が認められる。茎部に繊維が見られるが、表皮は残つていない。 口巻きに桜の皮が用いられていた可能性

が考えられる。

0                      10om

第81図 2号堅穴住居跡 (SA2)出土遺物実測図 1(S=1/3)
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第84図 2号竪穴住居跡 (SA2)出土遺物実測図 4(S=1/2、 1/3、 1/6)

土坑

2号土坑 (SC2)

遺構 (第 85図 )

調査区L4グ リッドに位置 し、長軸 3.02m、 短軸 2.50m、 深さは最深で 0.50mの楕円形である。

遺物 (第85図 -379。 380)

379・ 380は弥生土器の奏である。379は内外面をハケメ・ナデ調整 してお り、日縁部は短くしっかりと外

傾 している。380は底部で、上げ底であるが、端部の張り出しが小さく、上げ底の度合いも小さい。

―-90-一
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2号土坑上層注記 (SC2)

①黒色土(10YR2/1)… やわらかく、しまりがない。

②黒色土(10YR2/1)径 l mm以下の赤ホヤ粒を少量含む。

③暗褐色土(10YR3/3)径 1～ 2 mm程 の赤ホヤ粒を少量含む。ややしまりがある。

④黒色土(10YR1 71)… 径5～ 10 mH程 の赤ホヤブロックを微量に含む。
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2 古墳時代前期～中期の遺構 と遺物 (第86～ 124図 )

堅穴住居

9号堅穴住居跡 (SA9)

遺構 (第 86・ 87図 )

調査区 G2グ リンドに位置 し、長軸 8.20m、 短軸 7.80m、 推定床面積は 63.96ポ の方形である。検出面

からの深 さは最深で 0.75mで ある。赤ホヤブロックの混 じる褐色の貼 り床が施されていたが、住居跡の北

東側壁から南東側は 1.50m程傾斜 しており、その部分は、貼 り床ではなく掘 り底をそのまま利用 していた。

主柱穴は 4本 (深 さ1,20m～ 1.45m)で、柱穴の距離は東西 3.60m～ 4.15m、 南北 3.20m～ 3.40mの、

ほぼ対角線上の配置である。貼 り床面主柱穴間に焼土を検出した。住居跡内には土坑 (第 87図 )が あり、

そこから完形の状態で二重口縁壺 (394)が 出土した。土坑の規模は長軸 0.70m、 短軸 0.65mで 、貼 り床

面から0.25m程掘 り込んでいる。その埋土は自然堆積ではない黒色土であり、人為的に埋め戻された可能

性がある。西側部分には炭化材を良好な状態で検出し、樹種同定の結果 (第Ⅳ章第 2節)ハイノキ属、放

射性炭素年代分析の補正値は1800± 40年BPであつた。

遺物 (第 88～ 91図-381～410)

381～ 393は奏である。381～383は大型の甕で、外面に夕タキロを施 してある。「く」の字状の口縁部であ

るが、直線的に開いている。底部は、側面が直線的に立ち上がる平底 (381)で ある。384～386は中型の甕

で、外面に夕タキロを施 してある。「く」の字状の口縁部であるが、直線的に開いている。底部は、側面が

直線的に立ち上がる平底 (385)で ある。387・ 388は底部で、外面にタタキロを施 してあり、側面が直線的

に立ち上がる平底である。389～393は小型の甕で、外面にタタキロの施 してあるもの (389。 390)、 一部タ

タキロの残るもの (391)、 ハケメ・ナデ主体のもの (392・ 393)カミある。口縁部は、「く」の字状で直線的

に開いているもの (389。 391・ 393)、 短く直立気味のもの (390・ 392)が ある。

394は、外面にタタキロを施 してある大型の二重口縁壺である。直立気味に立ち上がる二次口縁全体に、

櫛描波状文が描かれている。底部は粗雑な作 りであるが、平底またはレンズ状の平底だと考えられる。出

土状況は、住居跡内の上坑から、完形の状態で出土 (第 87図 )してお り、何 らかの活動 目的で壺を意図的

に据えていたものと考えられる。

395は密または壺の底部で、外面に夕タキロを施 してあり、レンズ状の平底である。

396～400は壺である。口縁部は外反するもの (396)、 直立気味のもの (397)が ある。底部は尖底に近い

平底のもの (396)、 レンズ状の平底のもの (400)カミある。398,399は小型の壺で、短 く外傾する口縁都

(398)で、頸部付近にミガキが施されてお り、プロバン玉状の胴部に底部は丸底のもの (399)カ ミある。400

は、SA9と SA12で接合 した遺構間接合の壺である。外面にはタタキロを施 してある。ちょうど真ん中から

半裁 した形がそれぞれの住居跡から出土し、接合 したものである。意図的に分割された可能性が高く、な

んらかの行為性が考えられる。 しかし、SA9で は南西側壁付近から土器破片として出土、SA12で は東側か

ら土器破片として出土と、両住居跡間の出土位置に意図的な共通性は見られなかった。

401～403は鉢である。口縁部は外傾のゆるいもの (401・ 402)、 ゆるやかに内湾するもの (403)が ある。

402にはミガキが、403には夕タキロが外面に施されている。

404は木葉痕のある密または鉢の底部である。405は手捏土器で、内外面に指頭痕がある。

406は石庖丁で、挟 りのある頁岩製である。407は砥石で、表裏面に凍痕の残る砂岩製である。408は磨・

敲石で、各端に敲打痕、下面に磨 り面の残る砂岩製である。409は砂岩製の台石である。

410は 、残存長 3.7 cm、 鏃身部最大幅 1.8 cmの柳葉鏃である。ただし、両面に木質が残つてお り、無茎

鏃のように矢柄で鏃身部を挟み込んだ状態である。矢柄の着装を強化する目的があったものと考えられる。

―-92-―
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9号堅穴住居跡土層注記 (SA9)

①黒色土(10YR2/1)¨ 極小の亦ホヤ粒・炭化物粒を微量に含む。やわらかく、L/ま りがない。

②黒色土(10YR2/1)① と似ているが、赤ホヤ粒を含む割合が多い。

③黒色土(10YR2/1->¨ 径 3 cm程 の赤ホヤブロックと暗褐色の粒が混じ―る。炭化物・土器片を

多量に含む。

④暗褐色土(10YR3/3)―径 l cm程の黒色・赤ホヤブロックを少量含む。非常に固くしまりが

あり、住盾の貼り床であぅ。

⑤黒色土(25Y2/つ ―暗褐色プロックを少量含む。やわらかく、しまりがない。

⑥黒褐色土(10YR2/2>― 暗褐色プロックを多量に含み、赤ホヤ粒が1少量混じる。粘性があり、

固くしまつている。

②黒褐色土(10YR2/2)◎ と似ているが、暗褐色ブロックを含む割合が少ない。

③黒色土(10YR2/1)③ と似ているが、赤ホヤ粒を含む割合が多い。

―――‐65.6m

9号堅穴住居跡内土坑上層注記

①黒色上(10YR1/2)―径 5 mmlの 暗褐色ブロックを多く含み、赤ホヤ粒、炭化粒を少量含む,

0                           1m

第87図 9号堅穴住居跡 (SA9)実測図 2(S=1/60)住 居跡内土坑実測図 (S=1/20)
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1号竪穴住居跡 (SAl)

遺構 (第 92図 )

調査区D5グ リッドに位置 し、長軸 5.05m、 短軸 4.95m、 推定床面積は 24.99♂ の方形である。検出面

からの深さは最深で 0.55mで ある。土層ベル トでは確認できなかったが、赤ホヤ粒の混じる黒褐色の貼 り

床が施 されていた。主柱穴は 4本 (深 さ0.50m～ 0.70m)で、柱穴の距離は東西 1.55m～ 1.70m、 南北

1.75mの、ほぼ対角線上の配置である。北東部の壁際に貼 り床面より10 cm程上面で検出した土器片の集

中部分がある。その部分で出土した土器は高い接合率で、完形近くまで復元できる個体も多く見られた。

住居廃絶後の埋没過程の中で一括 して廃棄された可能性もある。

A

0                       2m

B' 65 3m

1号竪穴住居跡上層注記 (SAl)

①黒褐色土(10YR3/1)やわらかく、 しまり

がない。土器片を多量に含む。/②黒褐色土

(10YR3/1)炭化物・極小の赤ホヤ粒・褐色

ブロックを多量に含み、固くしまりがある。

/③黒色土(10YR2/1)… 径 l cm程 の赤ホヤブ

ロックを多量に含み、褐色の極小ブロックを

少量含む。やわらかく、しまりがない。/④

黒色土(10YR2/1)― 褐色のブロックを多量に

含む。
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遺物 (第 93～ 96図-411～441)

411～424は甕である。411～

421は大型の密で、頸部下の表

面所々にタタキロが残るもの

(411・ 414・ 415)が ある。

日縁部は直線的に外反 して

いる。その中でも418。 419は、

他の口縁部に比べより長 く伸

びている。底部 (411～ 416、

420。 421)は、側面が直線的

に立ち上がる丸みをもつ尖底

で、わずかに平坦面がある。

中型の甕は長胴形 (422)と

刺 ]同 に近いもの (423)が あり、

422は 口縁部が直線的に外反し、

底部は九みをもつ尖底である。

425～427は壺である。425は

球形胴で、 日縁部は短 く直立

してヤ`る。

小型丸底壺は半球形 (426)

と球形 (427)が あり、427の

底部は平底である。

428～433は高邦である。 口

縁部は直線的に外傾 し、受部

内面は平らに近いもの (428・

429)が ある。428は 小 さく屈

曲して開く裾部がつく。

434～438は鉢である。いず

れも深鉢で、 日縁部が巻き込

み気味に立ち上がるもの (434)、

ゆるやかに内湾するもの (435

～437)、 外傾するもの (438)

がある。底部は平底 (434～

436)で ある。

439は手捏土器で、内外面に

指頭痕がある。

440は快 りのある砂岩製の石

庖丁である。

441は千枚岩製の敲石で下端

に敲打痕が残る。
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3号堅穴住居跡 (SA3)

遺構 (第 97図 )

調査区 L3グ リッドに位置し、長軸 6.25m、 短軸 5.60m、 推定床面積は35.00ポ の方形である。検出面からの

深さは最深で0.45mである。赤ホヤブロックの混じる暗褐色の貼り床が施されていた。貼り床面では検出できな

かったが、主柱穴は4本 (深 さ0.45m～0.55m)で、柱穴の距離は東西 1.50m～ 1.85m、 南北 2.30m～ 2,45m
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3号堅穴住居跡土層注記 (SA3)

10黒色土(10YR2/1)中極小の赤ホヤ粒を少量含む。やや雅性がある。

②県褐色土15YR2/1)…径 1～ 2面 程の赤ホヤ粒を少量含むi

③暗褐色土(7 5YR3/3>I径 l em程の赤ホヤブロックーを少量含む。固くしまりがあ|り 、住居の貼り床である。

④黒色土(7 5YR1 7/1)… 径 1～ 2111程 の赤ホヤ粒を多量に含視

IЭ黒色土(19YR2/1>‐ やわらかく、しまりがない。

◎県褐色土(7 5YR3/2)… 径 1～ 2●m程の赤ホヤブロックを含み、固くしまっている。

第97図 3号堅穴住居跡 (SA3)実測図 (S=1/60)
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の、ほぼ対角線上の配置である。中央部の貼 り床面では、

柱穴間に焼上が広がり、1.15 mXO.51m程 の地床炉がある。

遺物 (第 98～ 101図-442～ 485)

442～458は甕である。446・ 447は大型の甕で、口縁部が

ややゆるやかに外反 している。中型のを (442～ 445・ 448

～458)は 、胴部形態で長胴 と球胴がある。長胴形では、

外面全体にタタキロの残るもの (442)、 一部にミガキを施

しているもの (443・ 444・ 455。 457・ 458)が ある。 口縁

部は直線的に外反 しているもの (442～ 445・ 458)、 直線的

ではあるが、ややゆるやかに外反 しているもの (456)、 短

く屈曲するもの (457)が ある。底部は、丸みをもつ尖底

やわずかに平坦面やくばみのあるもの (448・ 454・ 455)、

厚みのある平底のもの (444)が ある。449は球形胴の甕で、

口縁部が直線的に伸びている。

459。 460は甕または壺の口縁部である。

461～473は壺である。口縁部は、やや外反するもの (461)、

直立に近く立ち上がるもの (462～ 464)、 頸部に格子 目状

の突帯があるもの (465)が ある。462は表面の一部にタタ

キロが残る。466は月同部から底部付近ではあるが、九底に

近い底部形態をしている。467～470は櫛描波状文や線刻に

よる直線的な文様のある二重口縁壺の口縁部である。471

も同じく二重口縁壺の口縁部であるが、内湾の度合いが強

く、波状文もない。これは 3号住居跡内と遺構外からとが

接合 したものであり、流入の可能性が高い。472・ 473は小

型の壺である。472の 口縁部は長 く直立気味に外傾 してい

る。

474・ 475は高杯である。 どちらもミガキが施 してある。

474は 二段の円形透かしが施 されてお り、同遺構遺物時期

の中ではほとんど見られない。

476・ 477は 鉢である。476は深鉢の底部で平底である。

477は浅鉢の底部で平底である。

478・ 479は手捏土器で内外面に指頭痕がある。

480は挟 りのある頁岩製の石庖丁である。481は花聞斑岩

製の敲・磨石で、敲打痕や磨 り面が残る。

482～ 485は 鉄製品である。482は破損・変形をしている

が、残存長 6.8 cmの 柳葉鏃である。483は鉄鏃の茎部であ

る。484は鈍の一部で、片方の面に径 2■lmの棒状の鉄が付

着 してお り、両者を巻き合わせるかのような帯状の有機質

も認められる。残存長は 4.4 cmで ある。485は鈍の先端部

付近の破片で、残存長 5,3 cmで ある。厚 さは 3 cm前後、

裏すきの深 さは約 0。 l cmで 、断面観は両側が丸みを帯び

た形状である。

サミ

＼トミ茫＼

0                      10cm

3号堅穴住居跡 (SA3)出 土遺物実測図 1(S=1/3)
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第100図  3号堅穴住居跡 (SA3)出土遺物実測図 3(S=1/3)

―-107-―



tそ

::「I:::;178

く`脱79

密

ｉ ‐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１
‐

　

４ ８ ４

一

繍
闇
螂
‐‐珍

一

0                                10cm

(482-485)

0                      5cm

(480)

0                      10cm

(478・ 479・ 481)

第101図  3号堅穴住居跡 (SA3)出土遺物実測図4(S=1/2、 2/3、 1/3)

4号堅穴住居跡 (SA4)

遺構 (第 102図 )

調査区」4グ リンドに位置 し、長軸 4,90m、 短軸 4,00m、 推定床面積は 19,60だ の長方形である。検出

面からの深 さは最深で 0.50mで ある。赤ホヤブロックの混じる暗褐色の賠 り床が施されていた。主柱穴は

2本 (深 さ0,70m～ 0,75m)で 、柱穴の距離は東西 1.50mで長軸方向にならんでいる。北東側、西側、南

東側部分の壁には、幅 0。 30m～ 0,90mのベンド状遺構がある。そのうち南東側部分のベンド状遺構には赤

ホヤ粒の混 じる暗褐色の貼 り床が施されていた。

遺物 (第 103・ 104図-486～ 509)

486～496は甕である。486～491は長胴形の甕の口縁部である。直立気味に長くゆるやかに外反 している。

491に は外面にミガキが施 され、口縁端部に盛 り上がりがある。492は球形月同の甕で、外面頸部下にミガキ

が施され、口縁部が直線的に伸びている。493は長胴形の密の胴部で、底部付近は丸みをもつ尖底の底部形

態をしている。494～496は底部で、九みをもつ尖底である。494には外面にミガキが施 されている。
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4号堅穴住居跡土層注記 (SA4)

①黒色土(10YR2/1>… SA4の埋土。径2 mm程 の赤ホヤ粒を少量含む。炭化物粒を多量に含み、やわらかく、しまりがない。

②黒褐色土(10YR3/1)SA4の埋土。径 l cm程の赤ホヤブロックを多量に合む。やわらかく、しまりがない。

③暗褐色土(10YR3/3)… SA4の埋土。黒色・暗縄色・赤ホヤブロックを含む。粘性があり回くしまつており、住居の貼り床である。

④黒福色土(10YR3/1)土 坑の埋土。褐色・赤ホヤ粒を多量に含み、やわらかく、しまりがない。

⑤黒褐色±00YR3/1)土 坑の埋土。①と似ているが、褐色・赤ホヤ粒が大きい。

⑥黒褐色土(10YR3/1)土 坑の埋上。④と似ているが、褐色の粒の割合が多い。

②暗褐色±00YR3/3)… 土坑の埋土。黒色・暗褐色・赤ホヤブロックを含み、しまりがある。

ベッド状遺構土層注記

①暗褐色土(10YR3/3)径 lm以下の赤ホヤ粒と黒褐色ブロックを少量含む。

②暗褐色±00YR3/3)径 4 mm程 の赤ホヤ粒と黒褐色ブロックを多く含む。住居の貼り床の上と同じものと思われる。①よりも固く硬化している。

③晴褐色±00YR3/3)①と似ているが、赤ホヤ粒と黒褐色ブロックの割合が多い。

第102図  4号堅穴住居跡 (SA4)実測図 (S=1/60)
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497～ 500は三である。 日縁部は、外反するもの (497)、 直立に近く立ち上がるもの (498)が ある。498

の外面にはミガキが施されている。499・ 500は小型丸底壷の直線的に開く口縁部である。

501・ 502は高郭である。501はいわゆる有段高郭の郭部 と考えられ、有段部が外に張 り出している。502

は脚部で外面にミガキが施されている。

503は鉢である。ゆるやかに内湾する日縁部をもつ深鉢である。

504は手捏土器で内外面に指頭痕がある。

505は快 りのある砂岩製の石庖丁である。506・ 507は敲・磨石で、敲打痕や磨 り面が残る。花蘭斑岩製

(506)と 砂岩製 (507)で ある。

508・ 509は鉄製品である。508は逆刺が外側に開く形状の無茎鏃の破片である。中央部は明褐色に変色 し

てお り、矢柄の本質痕跡 と考えられる。509は断面観がカーブする薄い鉄片で、鈍の先端付近と考えられる。

第103図  4号竪穴住居跡 (SA4)出土遺物実測図 1(S=1/3)
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第104図  4号堅穴住居跡 (SA4)出土遺物実測図 2(S=1/2、 1/3、 2/3)



10号竪穴住居跡 (SA10)

遺構 (第 105図 )

調査区M3グ リッドに位置 し、長軸 4。 65m、 短軸 4.40m、 推定床面積は 20.46だ の方形である。検出面

からの深 さは最深で 0,30mで ある。赤ホヤブロックの混 じる褐色の貼 り床が施されていた。主柱穴は 2本

(深 さ0,70m～ 0.75m)で、柱穴の距離は東西 1,45mで長軸方向にならんでいる。中央部の貼 り床面では、

柱穴間や東側部分に焼上が広がり、柱穴間に 1.00m X O.90m程 の地床炉がある。

0                       2m

C' 68 2m

Bと
68 2m

10号堅穴住居跡土層注記 (SA10)

①黒褐色土(7 5YR2/2)… やわらかく、しまりがない。

②黒褐色土(10YR2/2)粘 性があり、径5～ 10 mm程 の赤ホヤブロックを微量に含む。

③褐色土(10YR4/4)径 l cm以上の赤ホヤブロックを少量含む。粘性があり、固くしまつており、住居の貼り床である。

④褐色土(10YR4/6)赤 ホヤブロックや黒褐色土を少量含み、固くしまりがある。

第105図  10号堅穴住居跡 (SA10)実測図 (S=1/60)
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遺物 (第 106。 107図-510～521)

510～512は密である。外面は工具によるナデ調

整主体で、口縁部は直立気味に長くゆるやかに外

反するもの (510)と 、「く」の字状で直線的に開

くもの (512)と がある。

513～515は壺である。日縁部は直立に近く立ち

上がるもの (513)と 、やや外反するもの (512)

とがある。515は小型の壺で扁球月同の九底である。

516・ 517は 高イである。516は受部 と口縁部境

に段があり、直線的に外傾 した口縁部に、受部内

面は平らに近く、小さく屈曲して開く裾部がつく。

517は脚部である。

518は 、ゆるやかに内湾する口縁部をもつ鉢で

ある。

519・ 520は磨石である。519は磨 り面の残る花

蘭斑岩製で、520は 磨 り面に加え、ススの付着 し

ている砂岩製である。

521は台石で花南斑岩製である。
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第106図  10号堅穴住居跡 (SA1 0)出 土遺物実測図 1(S=1/3)
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0                    10cm

(517～ 520)

0                     20cm

(521)

第107図  10号堅穴住居跡 (SA10)出 土遺物実測図 2(S=1/3、 1/6)

11号堅穴住居跡 (SAll)

遺構 (第 108図 )

調査区 D3グ リッドに位置 し、長軸 6.35m、 短軸 5.35m、 推定床面積 33.97ピ の長方形である。検出面

からの深さは最深で 0.55mで ある。床面は、掘 り底をそのまま利用 したと考えられる。主柱穴は 4本 (深 さ

0.65m～ 0,70m)で、柱穴の距離は東西 2.05m、 南北 1.65m～ 1.85mの 、ほぼ対角線上の配置である。北

側部分には 1.30m× 2.00mの張り出しがあり、西側部分に焼土を検出した。

遺物 (第 109。 110図-522～ 539)

522～529は甕である。522・ 523はナデ調整主体の大型のをで、口縁部は直立気味に長くゆるやかに外反

している。524・ 525は中型の甕で、524はナデ調整主体に、口縁部は短く直立気味に外反 し、底部は、わず

かに平坦面のある尖底に近い平底である。525はハケメ調整主体に、口縁部は直立気味に長くゆるやかに外

反 し、底部は丸みをもつ尖底である。526は 口縁部である。527は底部で、九みをもつ尖底である。528は底

部で、外面にタタキロを施 してお り、平底である。529は、ナデ調整主体の小型の甕で、日縁部は短く直立

気味に外反 し、底部はわずかに平坦面のある尖底に近い平底である。

530・ 531は壺である。530は外面にタタキロを施 してあり、口縁部は外反 し、底部はわずかに平坦面のあ

る尖底に近い平底である。531は外面にミガキを施 してあり、日縁部は長く直立している。

532～537は鉢である。532～535は深鉢である。532はハケメ調整主体に、口縁部はゆるやかに内湾 し、底

部は丸底である。533はナデ調整主体に、口縁部はゆるやかに内湾 し、底部は丸底である。また、底部内面

中央部は、押圧により凹んでいる。534は平坦面のある尖底に近い平底である。535は レンズ状の平底と考

えられる。536・ 537は浅鉢である。536は外面に夕タキロを施 してあり、口縁部はゆるやかに外傾 している。

537はゆるやかに内湾する口縁部である。

538は手捏土器である。

539は敲・磨石で、左側面に磨 り面、両端に敲打痕が残る。砂岩製である。
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11号堅穴住居跡土層注記 (SAll)

①黒色土(10YR2/1)赤 ホヤ粒を微量に含み、やわらかく、しまりがない。

②黒色土(10YR2/1)① と似ているが、赤ホヤ粒を含む割合が多い。

③暗褐色土(10YR3/3)―径3 cm程 の赤ホヤプロック・土器片を少量含む。粘性があり、固くしまりがある。

④黒色土(10YR1 7/1)赤 ホヤブロックを多量に含み、回くしまりがある。

⑤黒色土(10YR1 7/1)① と似ているが、赤ホヤ粒を含む割合が少ない。

⑥黒色土(10YR1 7/1)… ①と似ているが、暗褐色ブロックを微量に含む。

②黒色土(10YR1 7/1)径 2 cm程 の赤ホヤプロックを少量含む。

③黒色±00YR1 7/1)炭 化物粒を多量に含む。

第108図  11号竪穴住居跡 (SAll)実測図 (S=1/60)

〕
．

上   ⑥

-115-



¢

で
＼

+
~~に

｀ヽ
ドヽょ＼

|

=＼

韻

鴻器

|″



0                    10cm

第110図  11号堅穴住居跡 (SAll)出 土遺物実測図2(SE1/3)

12号堅穴住居跡 (SA1 2)

遺構 (第 111図 )

調査区 C2グ リッドに位置 し、長軸 6.60m、 短軸 6.60m、 推定床面積は 43.56♂ の方形である。検出面

からの深さは最深で 0.65mである。赤ホヤブロックの混じる暗褐色の貼 り床が施されていた。主柱穴は 4本

(深 さ0.65m～ 0。 70m)で、柱穴の距離は東西 2.35m～ 2.30m、 南北 2,20m～ 2.40mの、ほぼ対角線上の

配置である。北側部分には 1,80m× 2.20mの張り出しがあり、中央部の貼 り床面では、柱穴間に焼土を検

出した。東側部分の貼 り床面主柱穴付近には、炭化材を良好な状態で検出し、焼失住居の可能性も考えら

れる。樹種同定の結果 (第Ⅳ章第 2節)サカキ、放射性炭素年代分析の補正値は1870± 40年BPであつた。

貼 り床面除去後の床面において、それぞれの主柱穴の近くに、同じような柱穴 (深 さ0.25m～ 0,72m)を

確認 した。柱の位置を変えたか、柱の補強を行った可能性が考えられる。

遺物 (第 112～ H5図-540～ 575)

540～549は甕である。540～543は大型の甕で、外面にタタキロを施 してある。「く」の字状の口縁部であ

るが、直線的に開いている。底部は、丸みをもつ尖底 (543)で ある。544・ 545は中型の甕で、外面にタタ

キロを施 してある。「く」の字状の口縁部であるが、直線的に開いている。底部は、丸みをもつ尖底 (544)

である。546・ 547は胴部で、外面に夕タキロを施 してある。548・ 549は底部で、548は外面に夕タキロを施

してある。両者 とも、側面が直線的に立ち上がる平底である。

550は、壺または密の底部である。

551～561は壺である。 口縁部は、直立気味のもの (551・ 552)、 二重口縁のもの (553)、 やや外傾するも

の (554～ 557)、 大きく外反するもの (558)が ある。553は櫛描波状文のある二重口縁壺の口縁部である。

554の 外面には夕タキロを施 してあり、底部は尖底に近い平底である。555の 外面にはミガキを施 してある。

559・ 560は底部で、尖底に近い平底である。559の外面には、ミガキを施 してある。561は、頸部付近に櫛

描波状文がある。

562は壺または鉢の口縁部である。

563は高郷の裾部である。

-117-



0                     2m

C'‐

65.4m

12号堅穴住居跡土層注記 (SA12)

O褐色上(10YR4/1)や わらかく、しまりがない。

②黒褐色土(7 5YR3/1)… 極小の赤ホヤ粒を微量に含む。やや粘性があり、しまりがない。

③暗褐色土(7 5YR3/4)… 径 l cm必上の赤ホヤブロックを少量含む。非常に固くしまりがあり、住居の貼り床である。

第111図  12号竪穴住居跡 (SA1 2)実測図 (S=1/60)
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564・ 565は鉢である。564は浅鉢で、外面にタタキロを施 してあり、口縁部はゆるやかに外傾 している。

565は浅鉢で、ゆるやかに内湾する口縁部に、底部は平底である。

566は不明土器で、口縁部は大きく開いてお り、底部付近は注口に似た様相である。円形透かしと考えら

れるものが一か所ある。

567・ 568は、療痕の残る砂岩製の砥石である。569は、敲打痕や磨 り面の残る砂岩製の敲・磨石である。

570～ 572は花蘭斑岩製の台石で、572は中央部がやや凹んでいる。

573～575は鉄製品である。573は、残存長 4.9 cmの腸快鏃である。刃部に布の付着が認められる。574・

575は 、鉄鏃の茎部片であるが、詳細は不明である。

0                    10cm

第112図  12号竪穴住居跡 (SA12)出 土遺物実測図 1(S=1/3)
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12号堅穴住居跡 (SA12)出 土遺物実測図2(S=1/3)
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導ゝ 紙団

68

(567・ 568)

0                     20cm

(570～ 572)

0                    10cm

(561～ 566・ 569)

第114図  12号堅穴住居跡 (SA12)出 土遺物実測図 3(S=1/3、 2/3、 1/6)
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0                                  10cm

第115図  12号竪穴住居跡 (SA12)出 土遺物実測図 4(S=1/2)

0            1m
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4号土坑土層注記 (SC4)

①黒色土(7 5YR1 7/1)木根に覆われ、やわらかく、しまりがない。

②黒褐色土(10YR2/2)粘 性があり、固くしまつている。

③黒色土(10YR2/1)径 5～ 10 mnl程の赤ホヤブロックを少量含む。

第116図  4号土坑 (SC4)実測図 (S=1/40)
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遺構 (第 116図 )

調査区 H5グ リッドに位置 し、長軸 2.20m、 短軸 2.20m、 深さは最深で 0.20mの方形である、床面全体

に土器片が折 り重なって出土し、完形近くまで復元できる個体も多く見られた。土器一括廃棄の目的をも

つものと考えられる。床面の埋土を採取 し、フローテーション後に炭化物を検出した。種実同定の結果

(第Ⅳ章第 3節)ム ギ類、放射性炭素年代分析の補正値は257± 34年BPで あつた。これは後世のものが遺構

内に混入 したものと考えられる。

遺物 (第 117～ 120図-576～ 601)

576～589は甕である。576～579は大型の甕で、外面にタタキロを施 してある。日縁部は、「く」の宇状で

あるが、直線的に開いているもの (576・ 577)、 直立気味にゆるやかに外反するもの (578・ 579)カミある。

底部は、側面が直線的に立ち上がる平底 (576)で ある。580～584は中型の甕で、外面にタタキロを施 して

あるもの (580。 581・ 583・ 584)が ほとんどである。 口縁部は、「く」の宇状であるが、直線的に開いてい

るもの (580～ 582)、 直線気味に伸びていく

もの (583・ 584)が ある。底部はわずかに

平坦面を残す尖底に近い平底のもの (580)

と、側面が直線的に立ち上がる平底のもの

(581)が ある。後者の底部外面中央部は、

押圧により凹んでいる。 585・ 586は 小型の

甕で、外面にタタキロを施 してある。 口縁

部は、直立気味にゆるやかに外反するもの

で、底部は、わずかに平坦面を残す尖底に

近い平底である。587～ 589は 底部で、外面

にタタキロを施 してあり、側面が直線的に

立ち上がる平底である。

590～592は甕または壺である。590は 口縁

部で、ゆるやかに外反 している。 591・ 592

は外面にタタキロを施 してある。

593～ 598は 壺である。 口縁部は、やや外

傾するもの (593～ 594)、 二重 口縁のもの

(595)、 短 く直立気味のもの (596)が ある。

594は外面にタタキロを施 してある。595,

596は 小型の壺で、595の 外面胴部付近には

ミガキを施 してあり、596の外面胴部付近に

はタタキロが一部残つている。 597・ 598は

外面にタタキロを施 してあり、底部は、わ

ずかに平坦面を残す尖底に近い平底である。

599～601は鉢である。599は深鉢で、ゆる

やかに内湾する口縁部に、底面が外反 しな

がら立ち上がる平底である。600～ 601は 浅

鉢で、口縁部はゆるやかに内湾している。

0                      10cm

第 117図  4号 土坑 (SC4)出土遺物実測図 1(S=1/3)
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第118図  4号土坑 (SC4)出 土遺物実測図 2(S=1/3)
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0                    10cm

592

4号土坑 (SC4)出 土遺物実測図3(S=1/3)
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4号土坑 (SC4)出土遺物実測図4(S=1/3)
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3号土坑 (SC3)

遺構 (第 121図 )

調査区M4グ リッドに位置 し、長軸 3.35m、 短軸 3.10m、 深 さは最深で 0.40mの方形である。赤ホヤ粒

の混 じる暗褐色の貼 り床が施されていた。平面形の規模から考えると住居の可能性もあるが、主柱穴は確

認できなかった。

遺物 (第 122・ 123図-602～ 615)

602～610は密である。602～605は大型の甕で、日縁部は 「く」の字状であるが、直線的に開いているも

の (602・ 603)、 直立気味にゆるやかに外反するもの (604)、 直線気味に伸びていくもの (605)が ある。

底部は、丸みをもつ尖底 (602)で、本葉痕がある。606～610は底部で、わずかに平坦面を残す尖底に近い

Zぎ
お

|

ＥＮ　∞Φ
ｌ引］１

A

A

A'

∞
|

0            1m ∞
|

A' 68 2m

3号土坑土層注記 (SC3)

①黒色土(7 5YR1 7/1)や わらかく、しまりがない。

②黒褐色土(7 5YR3/1)径 1～ 21m程の赤ホヤ粒を少量含む。ややしまりがある。

③晴褐色土(7 5YR3/4)… 固くしまりがあり、土坑の貼り床である。

%③
出

砲
〔④

第121図  3号上坑 (SC3)実測図 (S=1/40)
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平底のもの (606・ 607)、 平底のもの (608～610)が ある。603・ 606の内外面には、ケズリとつた様な調整

が見られる。610には布 目痕がある。

611～614は高郷である。611・ 612は 口縁部が直線的に外傾 し、受部内部は平らに近い。

615は鉢で、内外面に指頭痕の残る内湾気味の口縁部である。
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0                      10cm

(S=1/3)第122図  3号土坑 (SC3)出土遺物実測図 1
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第123図  3号土坑 (SC3)

＼

0                    10cm

出土遺物実測図 2(Sf1/3)

1号土坑 (SCl)

遺構 (第 124図 )

調査区H4グ リンドに位置し、長軸 1.82m、 短軸

1,40m、 深さ 0。 15mの楕円形である。

遺物 (第 124図-616～ 621)

616～621は甕である①616～618は 口縁部、619～

621は月同部で、外面にタタキロを施 してある。

マ鞍 可警
617

0            1m

-67.2m

耶 鍵 胤轟詐

β鳴動
'

静斡
621

1号土坑土層注記 (SCl)

①黒色土(10YR2/1)― やわらかく、しまりがない。

②黒褐色土(10YR2/2)径 l mm以下の赤ホヤ粒を少量含む。 0                    10cm

実測図 (S=1/40)出 土遺物実測図 (S=1/3)
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第124図  1号土坑 (SCl)



3 古墳時代後期の遺構と遺物 (第 125図 )

6号竪穴住居跡 (SA6)

遺構 (第 125図 )

調査区 K3グ リンドに位置している。遺構は

削平を受け、竪穴住居跡の平面形を確認する

ことができず、住居跡内の地床炉のみ検出し

た。地床炉は 0.40m× 0,70m程 の精円形で、

検出面からの深 さは 0。 17mで あった。検出面

には焼土が広が り、住居床面直上だと考えら

れる。地床炉周辺には、土器片がまとまって

出上した。

遺物 (第 125図-622～ 626)

622～ 626は密である。622・ 623は 口縁部で、

直立気味に立ち上が り、 日縁部端がゆるやか

に外反 している。624～ 626は底部で、器厚の

厚い丸底のもの (624・ 625)、 丸底に近い平底

のもの (626)で ある。

6号堅穴住居跡内炉土層注記 (SA6内 炉)

①赤褐色土(5YR4/8)径 l IFm以 下の炭化物線を少量含む。

②黒褐色上(10YR2/2)固 くしまりがある。

③黒褐色土(10YR2/2)② と似ているが、やわらかく、しまりがない。

捧 z

‐

韻

正

69 0m

0                    10cm

第125図  6号竪穴住居跡 (SA6)住居跡内炉実測図 (S=1/40)出 土遺物実測図 (S=V3)

【参考文献】

松永幸寿2001「宮崎平野部における弥生時代後期中葉～古墳時代中期の土器編年」『宮崎考古』第17号
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第 4節 包含層出上の遺物 (第 126図 )

627・ 628は密の底部で、平底である。629は甕または壺の底部である。630は顎部に刻 目突帯をもつ壺で

ある。631は高邦である。丸みをもつた受部に大きく外反する口縁部を具備 し、脚部はお椀をひっくり返 し

たような形状をしている。632は管状土錘である。

0                    10cm

第126図  包含層出土遺物実測図 (S=1/3)

番 号 器種
土

点

出

地
重量 (g) 備 考

鉄鏃 SA5 1.5 2枚の刃部が折れて重なっている

鉄鏃 SA5 柳葉鏃/残存長 4.lcm/鏃身部最大幅約 1.5cm/茎部最大厚 0.3cm

337 鉄鏃 SA7 1.6 茎部片/残存長 3.3cm

378 鉄鏃 SA2 圭頭鏃/全長 5.5cm/刃 部長 1.Ocm/鏃身部最大幅 1,8cm/布 目・繊維付着

鉄鏃 SA9 柳葉鏃/残存長 3,7cm/鏃 身部最大幅 1,8cm/鏃 身部最大厚 2.lcm

482 鉄鏃 SA3 6.7 柳葉鏃/残存長 6.8cm

483 鉄鏃 SA3 茎部片

484 鈍 SA3 5.2 柄部/残存長 4 4cm/細 い棒状の鉄 (有機質)が付着

485 飽 SA3 残存長 5,3cm/裏 すきの深さ約 0.lcm

鉄 鏃 SA4 無茎鏃/残存長2.6cm/矢柄の木質痕らしきものあり

鈍 SA4 先端部分/木質付着

573 鉄鏃 SA12 腸快鏃/残存長 4.9cm/鏃 身部最大厚 0.2cm/茎 部最大厚 0.2cm

574 鉄 鏃 SA12 茎部片か ?

575 鉄鏃 SA12 茎部片/残存長 5 7cm

第 7表 弥生時代・古墳時代鉄製品計測表
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番 号 器種 出土地点 石材 長 さ (cm) 幅 (cm) ナ享さ(cm) 重量 (g) 備考

石庖丁 SA5 砂岩 5.5 8.5 60,1

砥 石 SA5 砂 岩 16.2 453,7

砥 石 SA5 買岩 7.5 118.0

磨石 SA5 花聞斑岩 301 4

335 棒状石製品 SA7 買岩 130 1.1 57.4

336 敲 石 SA7 ホルンフェルス 16.0 402.5

345 棒状石製品 SA8 買岩 10.3 41.5

346 敲石 SA8 砂岩 12.2 135.3

347 台石 SA8 砂岩 25,6 14.8 11.0 5,100.0

台石 SA8 花蘭斑岩 33.9 21.5 10.2 10,800.0

石庖丁 SA2 砂岩 102.8

石庖丁 SA2 頁岩 4.1 27.4

石 錘 SA2 砂岩 4.7 41.3

373 棒状石製品 SA2 砂岩 15.9 88.3

374 敲・磨石 SA2 砂岩 10.6 6.3 930 0

375 敲・磨石 SA2 砂岩 10.3 8.4 690,7

敲・磨石 SA2 砂 岩 11.9 472.5

377 台石 SA2 花商斑岩 23.0 15。 9 8.1 4,100.0

石庖丁 SA9 頁岩 27.8

407 砥 石 SA9 砂 岩 11.5 391.2

408 敲・磨石 SA9 砂 岩 224 2

台石 SA9 砂岩 28.2 33.4 12j400.0

440 石庖丁 SAl 砂岩 4.3 46.1

敲 石 SAl 千枚岩 20.9 6.0 1,270.0

石庖丁 SA3 頁岩 40.2

敲・磨石 SA3 花蘭斑岩 10,3 10.4 6.6 1,028.7

石庖丁 SA4 砂岩 52.8

敲・磨石 SA4 花聞斑岩 13.7 105 1,645.0

507 敲・磨石 SA4 砂岩 16.0 444.6

磨石 SA10 花南斑岩 12.6 10.5 1,060.0

磨石 SA10 砂岩 4.9 470.0 スス付着

台石 SA10 花蘭斑岩 35,8 19.8 16.7 と,550.0

敲・磨石 SAll 砂岩 14.9 5.7 274.4

砥 石 SA12 砂岩 11.4 10.6 470.5

砥 石 SA12 砂 岩 3.7 21,4

569 敲・磨石 SA12 砂 岩 20,7 5.7 873.3

台石 SA12 花蘭斑岩 25,7 27.0 12.5 9,000.0

台石 SA12 花闇斑岩 26.7 26.2 12.0 10,200.0

572 台石 SA12 花聞斑岩 34.6 36.0 12.9 22,800.0

第 8表 弥生時代・古墳時代石器計測表
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番 号 種 別
土
点

出
地 器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調 整・文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

生

器

弥

土
甕

口縁部～

月同嘗焉
170 タタキ 工具ナデ 登色 にぶい橙色

4mm以下の褐灰色・にぶい褐色・平L自

色粒を含む。
スス付着

生
器

弥
土

Sヽ 5 甕 口縁部 粧
痢

タタキ 工具ナデ 浅貢橙色 完黄橙色
5mm以下の褐灰色・にぶい褐色・灰 白

色・乳白色粒を含む。
スス付着

推
燃

壺
”縁

部
口
底 粧

開
工具ナデ、す 工具ナデ、ナ

デ、指頭痕
にぶい黄橙色 黄灰色

6mm以下の茶色・灰色・黒色・平L自 色粒

を含む。

生

器

弥

土
SA5 〓亜 口縁部 ナデ ナデ 橙色 登色

2mm以 下の黒色、7mm以下の茶色粒を

含む。

線刻による直
線的な文様

姓
燃

子霊 日縁吉L ナ デ ナデ 明赤褐色 登色
,mm程の茶色、3mm以 下の黒色・平L白

ヨ粒を含む。
補祐文

弥生

土器
SA5 〓軍 日縁部 ナデ ナ デ 橙色 にぶい黄橙色

!mm以下の灰 自色・黒色、6mm以 下の

場灰色・にぶい褐色粒を含む。
櫛描波状文

弥生

鍔
SA5 一霊 日縁部 工具ナデ 工具ナデ 明赤褐色 明赤褐色

」mm程 の黒色・茶色、3mm程の灰褐色

笠を含む。

線刻による直
線的な文様

生

器

弥

土
SA5 鉢

口縁部～

嘆部
統
痢

擬
痢

統
９２

工具ナデ、指

頭痕
正具ナデ 黄橙色 橙色

2mm程の茶色、3mm以下の褐色、5mm
以下の乳白色粒を含む。

一部黒変

弥生

土器
Sヽ 5 鉢

日縁部～

底部
255 ナデ、ミガキ

工具ナデ、す
礎色 橙色

3mm以下の黒色・浅黄橙色、4mm以 下
のにぶい褐色・褐灰色、5mm以 下の灰

自色を含む。

一部黒変

809
生

器

弥

土
鉢 壼菩焉 20 工具ナデ オデ、指頭痕 登色 橙 色

2mm以下の黒色・赤褐色、4mm以 下の

又白色・褐灰色泣を含む。
ミニチュア

生

器

弥

土
5へ 5

捏

器
手
上

口縁部ヽ

底部

工具ナデ、指
頭痕

指頭痕 月灰黄色 にぶい黄褐在 2mm程の茶色粒を含む。 一部黒変

生

器

弥

土
SA5

握

器

手

土
日縁都～

底部
ナデ、指頭痕

工具ナデ、指

頭痕
にぶい黄橙色 浅黄橙色

4nm以下の灰 自色、5mm以 下の褐灰

色・にぶい褐色粒を含む。

生

器

弥

土
SA5

杓子リ
土 器

指頭痕 旨頭涙 黄褐色 策褐色
以下の乳白色・黒色・灰色粒を含

む 。

生

器

弥

土
SA7 鉢

口縁部～

底部
綾
ｍ

ナ デ ナデ 橙 色 瞳色 3mm以下の茶色・白色・黒色粒を含む。

一部黒変、内

外面とも風化ぎ

み

生

器

弥

土
SA7 鉢

胴部～底

部
工具ナデ 工具ナデ にぶい黄橙在 こぶい黄橙色

3mm以下の黒色・にぶい褐色、5mm以
下の褐灰色、6mm以 下の灰 白色粒を含
む。

内外面とも風
化ぎみ

生

器

弥

土
SA7 鉢 底 部 ナデ 工具ナデ にぶい橙色 浅黄橙色

3mm以下の明赤褐色、5mm以下の灰 白

色・にぶい褐色、6mm以 下の褐灰色粒

を含む。

外面とも風
ぎみ

弥生

土器
SA7 鉢 底部

工具ナデ、ナ
ナ デ 燈色 登色

微細な金色光沢泣を僅かに含む。4mm
以下の黒色・褐灰色・にぶい褐色・子L白

色粒を含む。

弥生

土器
SA7 鉢 底部 I具ナデ ナデ、指頭痕 曳黄橙色 浅黄橙色

微細な透明光沢・黒色光沢粒、5mm以
下の褐灰色・にぶい褐色・褐色・黒色・

乳白色粒を含む。

外面風化ぎみ

324
弥生

土器
5へ 7 鉢 底 部

工具ナデ、指
頭痕

工具ナデ 登色 黒褐色
4mm以下の黒色・灰色・茶色・乳 白色粒

を含む。
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番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整・文様 ほか 色 調

土 の 特 イ致 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥生

土器
SA7 鉢

口縁部～

底部
綾
疵

工具ナデ
工具ナデ、指

頭痕
浅黄橙色 こぶい黄橙色

6mm以下のにぶい橙色・黒色・褐灰色・

にぶい赤褐色、7mm以 下の灰 白色粒を

含む。

326
弥生

土器
SA7 鉢

胴部～底

=Б

ナ デ ナデ 橙色 登色

4mm以下の褐灰色・イこぶい褐色・褐色・

赤褐色・赤乳白色・透明光沢・黒色光渉
粒を含む。

内外面とも風
化ぎみ

弥生

土器
SA7 鉢 底 部 綾

蜘
ナデ、指頭痕 ナデ 産色 登色 4mm以下の黒色・灰色粒を含む。

外面とも風
ぎみ

328
弥生

土器
SA7 鉢

日縁部～

底部

推定
18 1

粧
山

I具ナデ ナデ にぶい橙色 こぶい黄桂色

3mm以下の黒色、4mm以 下のにぶい褐
色、6mm以下の褐灰色・灰 自色粒を含
む。

面風化ぎみ

土師器 SA7 甕 底音F
工具ナデ、ミ
ガキ

ナデ 橙色 こぶい橙色
lmm程の乳白色粒、5mm以 下の灰色・

黒色・茶色・平L白 色粒を含む。
面風化ぎみ

土師器 SA7 甕 底 部 粧
痢

工具ナデ 工具ナデ 黄橙色 黄褐色
4mm以下の自色・黒色・茶色・灰色粒を

含む。

内外面とも風

化ざみ

土師器 SA7 養
日縁部～

顎部付近

工具ナデ、サ
ナデ 橙 色 こぶい貢橙色

2mm以下の黒色光沢粒、4mm以 下の振

灰色・1こぶい褐色・幸L白 色粒を含む。

スス付着、内外
面とも風化ぎみ

土師器 SA7 甕
日縁部～

顎部付近
ナデ ナデ 浅黄橙色 曳黄橙色

2mm以下の褐灰色、3mm以下の黒色・

にぶい橙色・灰 自色粒を含む。

土師器 SA7 甕
日縁部～

桐部付近
ナデ ナデ 黄橙色 美褐色 5mm以 下の黒色・茶色・灰色粒を含む。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 SA7 一塑
同部～底
4

14 工具ナデ 工具ナデ 黄褐色 死黄色 4mm以下の黒色・茶色・褐色粒を含む。

生
器

弥
土

SA8 甕 日縁部 ナデ ナデ 赤褐色 ふ褐色
2mm以下の黒色・茶色・乳自色粒を含
む。

生

器

弥

土
SA8 甕 口縁音[ ナデ ナデ にぶい黄橙色 登色

微細な黒色光沢粒、3mm以下の灰 白
色・褐灰色粒を含む。

生

器

弥

土
SA8 鉢

日部～底

邪 綾
６４

工具ナデ 工具ナデ 橙 色 月黄褐色
2mm以下の灰色・黒色・淡黄色・平t自

色、4mm以 下の褐色・灰色粒を含む。

土師器 SA8 甕 口縁菩[
推定

162
工具ナデ 工具ナデ 暗赤褐色 ボ色 5mm以 下の自色・茶色・褐色粒を含む。

土師器 SA8 甕
同部～底
邪 極

５０
工具ナデ、ナ 工具ナデ、ナ

橙色 月赤褐色
4mm以下の淡黄色・灰色・にぶい褐色・

乳自色粒を含む。
スス付着

土師器 SA8 甕 嵐部付近 工具ナデ 工具ナデ 赤 色 ふ色 3mm以下の白色・灰色・黒色粒を含む。

土師器 SA8 一霊
日縁都ヽ

桐部
工具ナデ

工具ナデ、指

頭痕
明褐色 こぶい褐色

2mm以下の灰色・茶色・乳白色粒を少と

含む。6mm以下の灰色・茶色粒を僅か

に含む。

スス付着

生
器

弥
土 甕

口縁部～

底部
18 131 ケヽメ ハケメ 明赤褐色 登色

2mm程の黒色、6mm以下の灰色粒を含
む。

一部黒変

生

器

弥

土 甕
旧部～底
F居

.ヽ ケメ、指頭

良

工具ナデ、指
頭痕

橙色 登色
5mm以下の白色・灰色・茶色・黒色粒を

含む。

一部黒変、内
外面とも風化ぎ

第 10表  弥生時代・古墳時代土器観察表 2

―-134-一



番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整・文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

弥生

鍔
SA2 甕

胴都～底

部
工具ナデ

工具ナデ、指
頭痕

浅黄橙色 淡黄色

3mm以下の黒色・赤褐色、4mm以 下の

掲色・褐灰色、7mm以下の灰 白色粒を

含む。

弥生

土器
甕 底部 糠

開
ハケメ ハケメ 赤褐色 赤褐色

〕mm以 下の自色、4mm程 の黒色、8mm
この茶色粒を含む。

弥生

土器
鼠ヽ 2 一亜 口縁部

推定
152

ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色

4mm以下の赤褐色・黒色、、5mm以 下¢

にぶい橙色、6mn以下の褐灰色・灰 白
色粒を含む。

状文

生

器

弥

土
SA2 高 杯 ほ言h

推定
150

ナデ、ミガキ ナデ、ミガキ 黄橙色 黄橙色
2mm以下の茶色・自色・灰色・黒色粒を

含む。
穿孔あり

355
生
器

弥
土

SA2 鉢
口縁部～

賤部
ハケメ ナデ 黄橙色 黄橙色

2mm以下の黒色、5mm以 下の茶色粒を

含む。
一部黒変

姓
鍔

鉢
口縁部～

康部
焼
開

定

０

獲

＆
綾
“

ヘケメ、指頭
ナデ 月赤褐色 橙色

lmm程の黒色、2mm程 の白色・茶色粒

を合む。

生

器

弥

土 鉢
同部～底

邪
ナデ ナデ、指頭痕 こぶい貢橙色 にぶい黄橙在

2mm以下の灰 白色、3mm以下のにぶい

橙色・黒色・褐灰色粒を含む。
スス付着

生

器

弥

土
鉢

旧部～底

邪

ハケメ、指頭
痕

'ヽ ケメ、指頭
黄橙色 黄橙色

lmm程の自色・黒色、2mm以 下の茶色

粒を含む。
一部黒変

生
器

弥
土

5代 2 鉢
頃部～底
FS

風化のため調

整不明
工具ナデ 登色 橙 色

4mm以下の白色・黒色・茶色・灰色・褐
色粒を含む。

面風化著し

土師器 SA2 甕
日縁部～

底音[
綻
卿

ハケメ、指頭
痕、タタキ

省頭痕 黄橙色 浅黄橙色 4mm以下の茶色・茶褐色粒を多く含む。

スス付着、内外

面とも風化著し

土師器 SA2 甕
日縁部～

胴部

定

ヤ

推

Ｗ

タタキ、指頭
痕

工具ナデ にぶい貢橙色 にぶい橙色
5mm以下の黒色・赤褐色・灰褐色、7mr
以下の灰 白色粒を含む。

スス付着

土師器 SA2 甕
口縁部～

l同部 綾
２６４

ハケメ クヽメ 黄橙色 黄橙色
2mm以下の黒色、3mm以 下の茶褐色粒
を含む。

一部黒変、内
外面とも風化ぎ
み

土師器 SA2 甕
口縁部～

底部 粧
‐８４

272 ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
5mm以下の黒色・赤褐色・灰色・灰 自色
の粒を含む。

スス付着

土師器 SA2 甕
頸都～底
部

統
騨

ハケメ 工具ナデ 明赤褐色 明赤褐色
5mm以下の自色・茶色・黒色・灰色粒を

含む。
一部黒変

土師器 SA2 篭
胴部～底

部
焼
解

ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 にぶい褐色
4mm以下の黒色・褐灰色、5mm以下の

灰白色、10mm以 下の褐色粒を含む。
内面風化ぎみ

366 土師器 5へ 2 甕
胴部～底

音焉

工具ナデ、す 工具ナデ、指

頭痕
にぶい橙色 にぶい橙色

3mm以下の黒色、4mm以 下の褐灰色・

灰色・にぶい褐色粒を含む。
スス付着

土師器 SA2 高rTh 裾部 ナデ 工具ナデ 明赤褐色 明赤褐色
lmm程の黒色、2mm程 の灰色、6mm以
下の茶色粒を含む。

土師器 鉢
胴部～底

部

風化のため調

整不明

風化のため調

整不明
橙 色 燈色

2mm以 下の白・黒色、3mm程の茶色粒
を含む。

内外面とも風

化著しい

土師器 SA2 鉢
胴部～底
音【

28 ハクメ ミガキ 橙 色 燈色
3mm以 下の黒色・赤褐色、4mm以 下の

にぶい褐色・褐灰色・灰 白色粒を含む。

内外面とも風

化ぎみ
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番 号 種 別
出 土
地 点

器 種 部 位

法 量 (cm) 手 法・調整 。文様 ほカ 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

生
器

弥
土

発
日縁部～

;同 音[
続
‐９８

ケヽメ 工具ナデ こぶい橙色 にぶい橙色

lmm以下のにぶい橙色・灰 自色・明褐

灰色・褐灰色、2■m以下の黒色光沢

粒、橙色柾を含む。

スス付着

生

器

弥

土
甕

胴部～底
部

71 工具ナデ ナ デ にぶい橙色 にぶい橙色

2mm以下の朝褐色・赤褐色・橙色、6mn

以下のにぶい褐色・にぶい橙色・褐灰

色・明褐灰色・黒色粒を含む。

土師器 SA9 甕
口縁部～

底部
粧
獅

推定
28 タタキ

ハクメ、ナデ、
指頭痕

にぶい黄褐色 戻黄褐色
5mm以下の黒色、9mm以 下の灰色粒を

含む。
スス付着

土師器 甕
口縁部～

底部付近

推定
210

タタキ
工具ナデ、ナ

橙色 こぶい褐色
3mm以 下の黒色・灰 白色、5mm以下の

にぶい赤褐色糧を含む。
スス付着

土師器 5代 9 甕
日縁都～

頸部

定

お

推

２０
タタキ ケヽメ にぶい褐色 こぶい橙色

lmm以下の自色、2mm以 下の褐色、
7mm以下の灰 自色粒を含む。

スス付着

土師器 SA9 誕
口縁部～

胴部

定

６

推

Ｗ
タタキ ナデ 橙 色 こぶい黄橙色

3mm以下の褐灰色、5mm以 下の黒褐色

粒を含む。
内面風化ぎみ

土宮雨器 SA9 甕
口縁部～

底部

推定
174

定

５

推

２
統
邪

タタキ
ハケメ、工具
ナデ

にぶい橙色 こぶい橙色
2mm以 下の黒色、4mm以 下の白色・灰

赤色・褐灰色粒を含む。
スス付着

土宮而器 SA9 菱
頸部～胴

部
ンタキ ケヽメ にぶい橙色 こぶい橙色

2mm以 下の自色光沢粒、4mm以 下の乳

白色粒を含む。
一部黒変

土師器 SA9 甕
胴部付近
～底部 粧

２５
タタキ

ハケメ、指頭
痕

橙 色 登色
'IInm以

下の乳 自色、6mm以 下の黒色・

兎色、7mm以下の赤褐色粒を含む。

土師器 SA9 甕
胴部～底
音[

綾
２０

タタキ ナデ、指頭痕 にぶい橙色 にぶい橙色

lmm以下の黒色光沢粒、3mm以 下の黒

色、5mm以下の赤褐色・平t自色粒を含
む。

一部黒変

土師器 SA9 甕
日縁部ヽ

底部

推定
139

タタキ
ナデ、工具ナ

にぶい橙色 にぶい橙色
2mm以下の灰 自色、5mm以下の灰褐

色・褐灰色・灰色粒を含む。
面風化ぎみ

土師器 甕
口縁部^
底部

137 擁
弱

アタキ
工具ナデ、ナ

にぶい橙色 にぶい黄褐色
,mm以下の灰色、5mm以 下の乳自色、
,mm以下のにぶい橙色粒を含む。

一部黒変

土師器 SA9 甕
日縁部～

底部

定

Ｅ

推

Ｈ 綾
‐３

12 1 タタキ、ナデ
ハケメ、指頭
痕、ナデ

こぶい黄橙色 にぶい橙色

倣細な無色透明光沢粒、1 5mm以下の

明赤褐色・灰 自色・黒色、4mm以 下の軍

掲色、9mm以 下の褐灰色・灰色粒を含

む。

スス付着

土師器 SA9 甕
日縁部～

底部
116

ハケメ、すデ、
指頭痕

工具ナデ、す
浅黄橙色 にぶい貢 TRk色

5mm以下のにぶい黄色・灰褐色・灰 白

色・にぶい褐色粒を含む。
一部黒変

土師器 甕
口縁部～

1同吉h

定

む

推

１３
ナデ 工具ナデ 月黄褐色 にぶい黄橙仁

lmm以下の灰 白色、5mm以 下の黒褐色

立を含む。
外面風化ぎみ

土師器 SA9 〓霊
口縁部ヘ

底部
タタキ

旨頭痕、ハク
末、ナデ

浅黄橙色 浅黄橙色
5mm以下の白色・灰色・褐灰色・灰褐色

粒を含む。

土師器 SA9 甕or壷
用部～底

邪

推定
73 タタキ

風化のため調

整不明
こぶい責橙色 浅黄橙色

5mn以下の灰色・灰褐色・褐灰色・灰黄

色粒を含む。

内面風化著し

土師器 SA9 士霊
口縁音岳―

底部

定

１

推

１５
07 工具ナデ 工具ナデ 登色 浅貢橙色

2mm以下の黒色光沢粒・赤褐色、5mm
以下の灰褐色粒を含む。

スス付 着

土師器 SA9 士霊
口縁部～

底部付近

定

Ю

推

１２

ナデ、工具ナ ヘケメ、指頭
登色 橙 色

1 5mm以下の黒色光沢粒、2mm以 下の

黒色、2 5mm以 下の橙色、3mm以 下の

赤褐色・灰 自色粒を含む。

一部黒変
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番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 都 位

法  量  (cm) 手法・調 整・文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

口 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

398 土師器 SA9 一霊
口縁

=h～頸部
焼
解

ミガキ ナ デ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 tmm以下の灰 白色・褐灰色粒を含む。

土師器 壷
胴部～底

部
クヽメ、ミガキ ナ デ 瞳色 にぶい橙色

1 5mm以下の黒色光沢粒・赤褐色、
7mm以下のにぶい黄橙色・黒褐色・褐

灰色・灰 白色・浅黄色粒を含む。

土師器
SA9
SA12

壺
舅都～底
4 タタキ、ナデ

者頭痕、ハケ
末、工具ナデ

にぶい橙色 橙 色
2mm以下の白色、4mm以 下の黒色・灰

色・褐色粒を含む。

SA9と しヽ 12で

遺構間接合

土師器 SA9 鉢
口縁部～

底都 統
２２４

工具ナデ、指

頭痕

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

浅黄橙色 浅黄橙色
5mm以下の灰 白色・にぶい赤褐色・灰

褐色・にぶい黄橙色粒を含む。
一部黒変

土師器 SA9 鉢
”縁

部
口
胴 粧

婢
工具ナデ、ミ

ガキ

工具ナデ、ミ
ガキ

橙色 にぶい黄橙色

微細な無色透明光沢粒を少し含む。
2mm以 下の明赤褐色 灰 自色・黒色光

沢粒、5mm以下の黒色 明褐灰色・赤推

色粒を含む。

土師器 SA9 鉢
口縁部～

底部
112

タタキ、指頭

痕

工具ナデ、指

頭痕
淡橙色 こぶい桂色

2mm以下の緑灰色光沢粒、3mm以下の

黒褐色、5mm以 下の灰色粒を含む。

土自下器 SA9 甕or鉢 底 部

綾

４ ８
タタキ ナデ 明赤褐色 にぶい黄褐色

2mm以 下の灰 白色、3mm以下の褐灰色

粒を含む。
木葉痕

土師器 SA9
捏

器
手
土

頸部～胴
音[

工具ナデ、指

頭痕

工具ナデ、指

頭痕
登色 橙 色

3mm以下の黒褐色・赤褐色、5mm以下
の灰色粒を含む。

土師器 SAl 甕
日縁部ヽ

底部
粧
田

ケヽメ、タタキ 工具ナデ 月黄褐色 明責褐色 5mm以下の褐色・自色粒を含む。 一部黒変

土師器 SAl 甕
胴部～底

部
13

工具ナデ、ナ
工具ナデ こボい黄橙色 にぶい黄橙色

5mm以下の灰褐色・茶褐色・乳 白色粒

を多く含む。10mm程の灰褐色粒を少し

含む。

一部黒変、スス

付着

土師器 甕
日縁部～

底部
269

ナデ、工具ナ
工具ナデ こぶい黄橙色 にぶい貢橙色 微細な透明光沢粒を含む。4mm以 下の

茶褐色・黒褐色・灰褐色粒を多く含む。

一部黒変、スス

付着

土師器 甕
日縁部～

底部

定

２

推

２５
ナデ、タタキ 工具ナデ 黄橙色 陵色

3mm以下の黒色・茶色、6mm以 下の自

色粒を含む。
スス付着

土師器 SAl 甕
頸部～底

部
統
】

ハケメ、タタキ クヽメ 黄橙色 黄橙色 5mm以下の白色・茶色・黒色粒を含む。 一部黒変

土師器 甕
日縁部～

底部
10 266

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

ナデ にぶい黄橙佳 とぶい黄橙色
微細な透明光沢粒を含む。4mm程の茶

褐色・黒色粒を多く含む。
スス付着

土師器 SAl 甕
口縁都～

月同吉L

定

４

推

２５
工具ナデ

工具ナデ、指
頭痕

明褐色 月褐色
2mm程の茶色・黒色、3mm程の自色、
4mm程 の褐色粒を含む。

スス付着

土宮下器 5へ 1 甕
日縁部～

胴部付近

定

■

推

２５

ナデ、工具痕
ナデ

ナデ、工具ナ
橙 色 橙 色

,mm程の黒色、4mm程 の茶色、5mm程
つ白色粒を含む。

土師器 SAl 甕
日縁言岳～

頸音[

定

４

推

２５

ナデ、工具ナ ナデ、工具ナ
橙 色 明橙色

'mm以
下の自色・黒色粒を含む。

土師器 SAl 甕
桐部～底

部
I具ナデ 二具ナデ にぶい黄橙荏 にぶい黄橙佳

3mm以下の黒褐色・灰褐色・乳白色粒

を多く含む。6mm以下の茶褐色・灰褐在

位を少し含む。

土師器 5へ 1 甕 クヽメ ハクメ 陽色 褐色
2mm程の黒色、9mm程の自色粒を含
む。
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番 号 種 別
出 土
地 点

器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整 。文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

422 土師器 甕
口縁部～

底菩[

ナデ、工具ナ
工具ナデ 赤褐色 赤褐色

5mm以下の白色・茶色・黒色粒を多く含
む。

一部黒変

土師器 SA] 甕
口縁部～

胴部
統
脚

ナデ ナデ 浅黄橙色 完黄橙色
3mm以下の茶褐色・灰褐色・黒褐色粒
を多く含む。

スス付着

土目T器 奏 日縁部 ナ デ ナデ 登色 登色
2mm以下の自色、3mm以 下の茶色粒を

含む。

土師器 一霊
日縁部～

底部
統
田

定

２

推

Ｉ
137 ミガキ、すデ ミガキ、すデ 橙 色 登色

6mm以下の茶褐色・灰褐色・孝し自色粒
を多く含む。

土師器
小型丸

底壷

口縁部～

底部付近

定

４

推

ｍ
ナデ、ハケメ ケヽメ 明赤褐色 とぶい黄橙色

2mm程の黒色、4mm以 下の茶色粒を含
む 。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 SAl
小型丸

底重

口縁部～

底都
綾
宙

ナ デ ナデ 橙色 登色 lmm以 下の茶褐色・黒色粒を多く含む。

土師器 高 杯
口縁部～

脚部
統
画

ナ デ 工具ナデ 橙 色 月黄褐色 lmm以 下の茶色・黒色粒を含む。
内外面とも風

化ぎみ

土師器 高 郷 郵 部
推定
221

ナデ、工具ナ ナデ、工具ナ
橙色 月黄褐色

2mm以下の茶色・黒色、5mm程の自色

粒を合む。

土師器 高杯 裾都 焼
‐３６

ナデ ナデ にぶい黄橙を 月黄褐色
微細な透明光沢粒、2mm以 下の茶褐

色・灰褐色 ,黒褐色粒を多く含む。

土師器 高不 裾都
定

４

推

Ｈ
いア ナデ 橙 色 登色

lmm以 下の乳自色、4mm以 下の茶褐

色・灰褐色粒を多く含む。

土R市器 SAl 高邦 脚 部 おア ナデ 橙色 登色

3mm以 下の茶褐色・灰褐色・黒褐色粒
を多く含む。9mm以 下の灰褐色粒を少
し含む。

土師器 SAl 高年 脚 部 ナ デ にぶい黄橙荏 にぶい橙色
微細な透明光沢粒を含む。3mm以 下の

茶褐色・灰褐色粒を多く含む。5mm以
下の乳白色・灰褐色粒を含む。

スス付着

土師器 SAl 鉢
口縁部～

底部

定

０

推

１７
121

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

ナデ、工具す
デ、指頭痕

にぶい黄橙在 にぶい橙色
牧細な透明光沢粒を含む。3mm以 下の

茶褐色・灰褐色・黒褐色粒を多く含む。
スス付着

土師器 SAl 鉢
口縁部～

底部

定

５

推

２‐

ナデ、工具ナ ナデ、工具ナ
明褐色 浅黄橙色

Imm以下の黒色、4mm程の茶色、5mm
呈の乳自色粒を含む。

土師器 SAl 鉢
口縁都～

医部
工具ナデ 工具ナデ にぶい黄橙在 にぶい黄橙佳

枚細な透明光沢粒を含む。5mm以下の

慕褐色・灰褐色糧を多く含む。
スス付着

土師器 SAI 鉢
日縁部～

綱部

推定
176

工具ナデ、指
頭痕

工具ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
敗細な透明光沢粒、4mm以 下の茶褐佳

笠を多く合む。

土師器 鉢
口縁部～

胴部
綾
脱

ナデ ナデ 陰色 橙色 )mm以下の茶色粒を含む。
外面とも風
ぎみ

士師器
捏

器
手
土

口縁部～

底部
ナデ ナ デ 登色 桂 色

5mm以下の灰褐色・茶褐色・黒褐色粧

を多く含む。

土師器 甕
口縁部～

,同音L
髄
朧

タタキ 工具ナデ 登色 橙 色 'mm以
下の灰 白色、4mm以 下の黒色、

'nm以
下のにぶい橙色・にぶい赤褐色

笠を含む。

スス付着
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番 号 種 別
土
点

出
地 器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整 。文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

443 土師器 SA3 甕
日縁部ヽ

〕同菩L

推定
178

ナデ、ミガキ
工具ナデ、指

頭痕
にぶい黄橙色 にぶい橙色

,mm以下のにぶい赤褐色、6mm以下の

叉色・褐灰色粒を含む。
スス付着

土師器 SA3 甕
口縁部ヽ

底部

推定
156 糠

加
ミガキ、ナデ

工具ナデ、ナ

デ、指頭痕
とぶい橙色 明赤褐色

3mm以下の褐灰色・赤褐色粒、10mmぅ
下の灰 自色粒を含む。

445 土師器 SA3 甕
口縁部～

l同 音L

推定
180

ナデ ナデ 末褐色 明赤褐色
2mm以下の黒色、4mm以 下の自色、
,mm程の茶色粒を含む。

土師器 甕
口縁部～

頸都 続
痢

工具ナデ オデ 登色 橙色

2mm以下の灰色・貴橙色、3mm以下の

黒色、5mm以下の褐灰色、8mm以下の

橙色粒を含む。

スス付着

447 土師器 SA3 甕
口縁部～

i同部
統
痢

ナデ
工具ナデ、指

頭痕
月赤褐色 橙 色

3mm以下の灰色・褐灰色、10mm以 下の

にぶい赤褐色粒を含む。
スス付着

土師器 SA3 甕
頸部付近
～底部 粧

２０
工具ナデ 工具ナデ にぶい橙色 にぶい橙色

6mm以下の褐灰色、7mm以 下のにぶい

掲色粒を含む。

土師器 SA3 甕
口縁部～

l同 音[

綾

２４ ３

ナデ、工具ナ ナデ、工具ナ
赤色 赤色

2mm以下の黒色・茶色、3mm程の灰色、
5mm程の乳白色粒を含む。

一部黒変

土師器 SA3 甕 日縁部 ナ デ ナデ 明赤褐色 明赤褐色 lmm程の灰色・黒色・平L自色粒を含む。

土師器 SA3 甕 日縁部 ナ デ ナデ にぶい赤褐色 赤褐色
lmm以下の黒色、2mm程の灰色、3mm
程の茶色粧を含む。

土師器 甕 「l縁音Б ナデ ナデ 暗赤褐色 暗赤褐色
2mm程の褐色、5mm以下の灰 自色粒を

含む。

453 土師器 甕 口縁部 ナデ ナデ 黒褐色 月褐色
2nm程の茶色、4mn程 の灰 白色粒を含

む 。

土師器 SA3 甕
胴部～底
部

工具ナデ、指
頭痕

工具ナデ にぶい桂色 こぶい黄橙色

2mm以下の黒色、4mm以 下のにぶい橙

色、6rlm以下の褐灰色、7mm以 下のに

ぶい黄橙色粒を含む。

スス付着

土師器 SA3 甕 底 部 粧
醜

ミガキ ナデ、指頭痕 明赤褐色 月赤褐色
2mm以下の黒色、4mm以 下の褐色
6mm程の茶色粒を含む。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 SA3 甕
口縁部～

月同吉[

推定
160

ナデ、工具ナ ナデ、工具ナ
登色 浅黄桂色 3mm以 下の灰色・茶色・黒色粒を含む。

部黒変、スス

着、内外面と
風化ぎみ

土師器 SA3 甕
口縁部～

頸部 統
‐４８

ミガキ
工具ナデ、指

頭痕
音赤褐色 赤褐色

2mm程の自色・黒色、6mm程 の茶色粒
を含む。

風化ぎみ

土師器 SA3 甕
口縁部～

月同部
統
胞

ナデ、ミガキ ナデ、ミガキ ボ褐色 赤褐色
5mm程の黒色、6mm程の自色粒を含
む。

土師器 篭or壷 日縁部 ナデ ナ デ とぶい赤褐色 にぶい褐色 2mm以下の灰 自色粒を含む。

土師器 甕or壺 日縁部 ナデ ナデ 曽赤色 極明赤褐色 lmm程の灰 自色粒を含む。

土師器 一霊
日縁部～

月同言[

定

６

推

１５

工具ナデ、ナ
ナデ、指頭痕 こボい黄橙色 橙色 'mm以

下の黒色、6mm以下の褐灰色、
アmm以 下のにぶい橙色粒を含む。
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番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整・文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SA3 一霊
口縁部～

肩部 擁
‐４４

タタキ、工具
ナデ

工具ナデ 橙 色 赤 色
Imm程の黒色、4mm以 下の茶色、5mm
この褐灰色粒を含む。

土師器 SA3 一亜 口縁苫Ь
推定
210

ナデ、工具ナ ナデ、工具ナ
赤 色 赤 色 )mm以下の茶色粒を含む。

土師器 SA3 一霊 日縁音[ ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色
lmm程の黒色、3mm程の灰色粒を含
む。

土師器 SA3 と霊 日縁吉[ ナヂ ナ デ 橙色 にぶい黄橙亡 )mm以下の褐灰色粒を含む。

土師器 一更
旧部～底

f[付 近
工具ナデ ナ デ 月赤褐色 灰黄褐色

2mm以下の黒色、3mm程の茶色、5mm
以下の灰 白色粒を含む。

ぎみ

土師器 一至
口縁都付

近
ナデ ナデ 登色 橙 色

3mm以下の黒色・灰 白色、4mm以 下の

褐灰色・イこぶい褐色粒を含む。
文

土師器 一霊 日縁菩L
定

２

推

Ｗ
ナデ オデ 月黄褐色 にぶい黄橙在 2mm以下の褐灰色粒を含む。 文

土師器 SA3 士霊 日縁部 ナデ ナデ 赤色 赤色
2mm程の茶色、5mm以 下の灰色粒を合
む 。

文

土師器 SA3 士璽
日縁部付

近
ナ デ ナデ 赤 色 橙 色 ]an程の褐灰色粒を含む。

471 土師器 SA3 一霊
口縁部付
近

ナ デ
ナデ、工具ナ

にぶい橙色 にぶい黄橙荏
3mm以 下の黒色光沢粒、3mm以 下の裾

天色・灰 白色粒を含む。

土師器 SA3 一霊
口縁都～

1同菩[
綾
‐２６

ナデ、工具ナ
工具ナデ 橙色 橙色

2mm以下の黒色、3mm以 下の灰 自色、
4mm以 下のにぶい赤褐色、5mm以下の

褐灰色粒を含む。

土師器 SA3
胴部～底

部
工具ナデ 工具ナデ 赤褐色 明褐色

2mn程の褐色、4mm程 の灰 自色粒を含
EJ。

一部黒変

土師器 高郷 裾部
工具ナデ、ミ
ガキ

ナデ にぶい責橙色 こぶい黄橙色

2mm以 下の灰 自色、3mm以下のにぶい

褐色・黒色、4mm以 下の褐灰色粒を含
む。

穿孔あり

475 土師器 SA3 高 杯 裾部 綾
脚

ミガキ 工具ナデ 赤 色 赤色
2mm以下の黒色・茶色・乳白色粒を含
む。

土師器 SA3 fh 底 部 工具ナデ
工具ナデ、指
頭痕

にぶい橙色 登色 3mm以下の茶色・灰色粒を含む。

土師器 5へ 3 鉢
胴部～底

吉[
粧
醐

ナ デ ナデ、指頭痕 明褐色 月黄褐色 3mm以下の茶色・黒色・灰色粒を含む。 一部黒変

土師器 SA3
手握

土器

口縁部～

底部

准定
43 粧

４２
指頭痕、ナデ ナデ 橙色 天黄色

lmm程の茶色、2mm以 下の自色・褐色・

灰色粒を含む。

土師器 SA3
手捏

土器

頸部～底

部付近
工具ナデ ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 こぶい貢橙色

3mm以 下のにぶい褐灰色、4mm以 下の

褐灰色・灰 白色粒を含む。

486 土師器 SA4 甕
口縁部～

頸部
推定
17 3

工具ナデ、指

頭痕

工具ナデ、指
頭痕

にぶい褐色 にぶい褐色

3mm以 下のにぶい褐灰色、5mm以 下の

褐灰色、8mm以 下のにぶい褐色粒を含
む。

ス付着
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番 号 種 別
上
点

出
地

器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整 。文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SA4 甕
日縁部～

胴都
ナ デ ナデ 明赤褐色 月赤褐色

lmm程の茶褐色、8nm以 下の乳白色粒

を含む。

土師器 SA4 覆
口縁部～

頸部
工具ナデ ナデ 明赤褐色 赤褐色

2mm以 下の乳自色・黒色、5mm程の茶

色粒を含む。
一部黒変

土師器 SA4 甕 口縁部 工具ナデ 工具ナデ 暗赤色 本色 Imm以下の乳白色泣を含む。

土師器 SA4 甕
日縁部～

頸部
工具ナデ 工具ナデ 暗赤褐色 にぶい赤褐色 lmm以 下の子し自色粒を含む。 一部黒変

491 土師器 SA4 甕 口縁 部
工具ナデ、ミ

ガキ
工具ナデ 極暗赤褐色 赤色

」mm程の乳白色、5mm以 下の茶色粒を

雪む。

口縁端部に盛

り上がりあり

土師器 Sおユ 甕
口縁部～

胴部

推定
236

工具ナデ、ミ
ガキ

ナデ、工具ナ
極暗赤褐色 赤褐色

〕mm程の茶色・4mm以 下の褐色粒を含
r.。

土師器 SA4 荘
旧部～底

邪

推定
14

I具ナデ 工具ナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 ,mm以下の黄褐色粒を含む。

494 土師器 篭
阿部～底

邪

工具ナデ、ミ
ガキ

工具ナデ こぶい黄橙色 にぶい褐色

2mm以下の黒色、3mm以 下の褐灰色・

にぶい黄栓色、10mm以 下の灰 白色粒

を含む。

土師器 5代 4 甕
同部～底

邪

推定
10

工具ナデ 工具ナデ にぶい黄橙色 灰褐色

lmm以下の灰 白色、2mm以 下の褐灰

色、9mm以下のにぶい黄橙色粒を含
む。

土師器 SA4 餐
l同部付近
～底部

工具ナデ
工具ナデ、指

頭痕
にぶい赤褐色 にぶい橙色

6mm以下の灰 自色、9mm以 下のにぶい

赤褐色、1lmm以 下のにぶい褐色粒を

含む。

土師器 SA4 士霊
口縁部～

頸部 粧
‐０‐

ナ デ ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
lmm以下の黒色光沢粒、2mm以 下の黒

色、4mm以 下の灰 自色粒を含む。

土師器 S代4
口縁部～

頸部
粧
陣

工具ナデ、ミ
ガキ

工具ナデ 赤色 黄褐色
4mm程の灰色、6mm程の乳白色粒を含
む。

土師器 SA4
小型丸
底壺

日縁部
定

４

推

８
ナ デ ナデ 浅貢橙色 浅黄橙色

微細な透切光沢粒、2mm以 下の協灰

色・にぶい褐色粒を含む。

土師器 SA4
丸型

壷
小
底

日縁部 擬
調

ナ デ ナデ 浅黄橙色 炎黄色
2mm以下のにぶい褐色・褐灰色・黒色・

乳白色粒を含む。

土師器 SA4 高 郵 郭 部
推定
165

ナデ ナデ にぶい黄橙在 こぶい黄橙色
微細な金色、2mm以 下の黒色光沢粒、
4mm以 下のにぶい褐色・灰 白色、5mm
以下のにぶい橙色粒を含む。

土師器 SA4 高 杯 脚 部 ミガキ 工具ナデ にぶい黄橙色 褐灰色
2mm以下の黒色・褐灰色、4mm以下の

灰 自色粒を含む。

土師器 SA4 鉢
日縁部～

胴部
綾
‐９２

工具ナデ 工具ナデ 睡暗赤褐色 暗赤色 5mm以下の灰褐色粒を含む。

土師器 SA4
捏

器
手
土

口縁都～

底部付近
籠
脚

ナデ、指頭痕 ナ デ とぶい赤褐色 赤褐色 2mm以下の茶色粒を含む。

土師器 SA10 甕
口縁部ヽ

胴部
統
顔

ナデ、工具ナ 工具ナデ とぶい橙色 にぶい黄橙色

2mm以下の無色透明光沢粒・黒色光沢

粒・褐色、6 5mm以 下の灰 白色・褐灰

色・浅黄橙色・黒色粒を含む。

ス付着
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番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 部 位

法 量   (cm) 手 法・調 整・文 様 ほ か 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SA10 甕

頸部付近

～底部付

近

工具ナデ 工具ナデ にぶい黄橙色 こぶい黄橙色

2mm以下の黒色光沢粒・無色透明光沢

粒、10mm以 下のにぶい褐色・にぶい黄

橙色・褐灰色・橙色・黒色・灰 白色粒を

含む。

スス付着

土師器 SA10 甕
口縁部～

月同音【

推定
21 2

工具ナデ 工具ナデ 明赤褐色 月赤褐色

2mm以下の無色透明光沢粒・灰 白色、
9mm以下の赤褐色・にぶい褐色・褐灰

色 橙色・浅黄橙色 黒色粒を含む。

スス付着

土師器 SA10 一亜
口縁都～

丹同吉ト

推定
196

ケヽメ、ミガキ ケヽメ、ナデ 明赤褐色 登色

lmm以 下の黒色光沢粒・明赤褐色、
3mm以 下の浅黄橙色・褐灰色・にぶい

黄褐色・灰 白色粒を含む。

土師器 SA10 一璽
口縁部～

頸部

推定
142

工具ナデ 工具ナデ 橙色 橙 色

Imm程の金色、2 5mm以 下の黒色光沢

位・にぶい赤褐色・灰 白色、7mm以下の

にぶい橙色・浅黄橙色粒を含む。

土自下器 SA10 士霊
頸部～底
音h

工具ナデ 工具ナデ 明赤褐色 明褐色
微細な無色透明光沢粒、6mm以下のに
ぶい橙色・にぶい褐色・褐灰色・灰 自
色・黒色・にぶい黄橙色粒を含む。

スス付着

土師器 SA10 高イ
口縁言[～
お居言Б

推定
161

123 統
‐４７

工具ナデ、ナ 工具ナデ、ナ
橙 色 桂色

Bx細な黒色光沢粒を僅力Чこ含む。3mm
以下の暗赤褐色、8mm以 下の灰 自色・

燈色。明赤褐色・1こぶい黄橙色粒を含
む。

土師器 SA10 高 杯 抑部 ナデ
ナデ、工具ナ

橙 色 橙 色

倣細な無色透明光沢粒、2mm以 下の黒

色・灰 白色、8mm以 下のにぶい黄橙色・

にぶい黄褐色・褐灰色粒を含む。

土師器 SA10 鉢
口縁部～

,同吉Б 擁
‐２０

工具ナデ 工具ナデ 明赤褐色 橙色

倣細な無色透明光沢粒、3mm以 下のIE

灰色 ,灰 白色・にぶい黄橙色・黒色粒を

含む。

土師器 SAll 甕
口縁部～

底部
統
翔

工具ナデ、ナ

デ、指頭痕

工具ナデ、ナ

デ、指頭痕
にぶい橙色 橙色

3mm以下の自色光沢粒・黒色・明褐色、
6mm以下のにぶい褐色・1こぶい黄橙
色・暗赤褐色粒を含む。

一部黒変
付着

土師器 SAll 甕
日縁部ヽ

頸部

定

６

推

２２
ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙窪 以下の茶褐色・灰色粒を含む。 スス付着

土師器 SAll 甕
口縁部～

底部

推定
174

ナデ、指頭痕
工具ナデ、ナ

こぶい黄橙色 浅黄橙色

3mm以下の黒色光沢粒 無色透明光沢

粒・灰 自色、9mm以 下のにぶい黄色・灰

黄色・にぶい赤褐色粒を含む。

ス付着

土師器 SAll 甕
口縁部～

医部

定

９

推

１５
ケヽメ ハケメ こぶい黄橙色 にぶい黄橙在

4mm以下の茶褐色・灰色・黒色粒を含
む。

スス付着

土師器 SAll 甕 口縁部 ＼ケメ ナ デ こぶい橙色 にぶい橙色
4mm以下の茶褐色・灰色・黒色粒を含
む。

スス付着

土師器 SAH 甕 氏青[ 18
ナデ、工具ナ

ナデ こぶい橙色 橙 色
5mm以下の灰色・茶褐色・黒色・白色粒
を含む。

スス付着

土師器 SAll 甕 氏部 タタキ ケヽメ、ナデ こぶい黄橙色 灰色
8mm以下の茶褐色・灰色・黒色粒を含

む 。

一部黒変

土師器 SAll 甕
口縁部～

底部
10 1 02 107 ナ デ ナデ こぶい黄橙色 にぶい黄橙在

6mm以下の茶褐色・灰色・黒色粒を多く

含む。
スス付着

土師器 SAll 士電
国縁部付

近～底部

タタキ、ノヘク
メ、すデ

ケヽメ、ナデ こぶい橙色 にぶい橙色
6mm以下の灰色・茶褐色・白色・黒色粒
を多く含む。

スス付着、風化
ぎみ

土師器 SAll 一霊
口縁部～

底部付近 統
‐０３

ミガキ ナデ にぶい貢橙色 にボい黄橙在

3mm以下の黒色光沢粒・にぶい黄橙

色、7 5mm以 下の灰黄褐色・にぶい褐

色・灰 白色・褐灰色・灰黄色粒を含む。

外面風化ぎみ

土師器 SAll 鉢
口縁部～

底部
07

ナデ、ハケメ、
指顕痕

ナデ、ハケメ、
指頭痕

にぶい貢橙色 にぶい黄橙在

4mm以下のにぶい黄褐色・褐灰色・灰

白色・橙色・黒色・にぶい黄橙色・暗赤

褐色粒を含む。

内面風化ぎみ
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番 号 種 別
出 上

地 点
器 種 部 位

法 量  (cm) 手 法・調整 。文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SAll 鉢
日縁部～

底都 粧
８３

ナデ、指頭痕
ナデ、ハケメ、
指頭痕

にぶい黄橙色 浅黄橙色
5mm以下の灰色・茶褐色・自色粒を含
む。

一部黒変

土師器 SAll 鉢
日縁部付

近～底部
ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 橙色 瞳色

3mm以下の茶褐色・灰色・黒色粒を含
む。

スス付着

535 土師器 SAll 鉢 底 部 ヘケメ、ナデ ハケメ、ナデ にぶい橙色 こぶい橙色
2 5mm以下の灰色・黒色・白色・茶褐色

粒を含む。
スス付着

土師器 鉢
口縁都～

1同吉[

推定
198

タタキ、工具

ナデ

工具ナデ、ノ

ケメ
にぶい貢橙荏 登色

6mm以下のにぶい褐色・灰褐色・黒色・

赤褐色・橙色。明捐灰色・にぶい橙色・

褐灰色粒を含む。

土師器 鉢
日縁部～

骨同吉Б 綾
‐２８

ハクメ、ナデ ハケメ 橙色 登色

3mm以下の黒色・にボい黄橙色・褐灰
色・灰 白色・にぶい赤褐色・浅黄橙色粒
を含む。

土師器 SAll
手IF

土器

日縁部～

底部
ナデ ハケメ 灰 白色 にぶい黄橙色

2mm以下の茶褐色・灰色・黒色粒を含
む。

土師器 SA12 甕
日縁言居～

月同吉Б

推定
277

タタキ、ナデ、
指頭痕

工具ナデ、指

頭痕
にぶい橙色 にぶい黄橙色

3mm以下の褐灰色、4mm以 下のにぶい

黄褐色、7mm以下のにぶい黄橙色粒を

含む。

着

土師器 SA12 甕
口縁部～

月同音[

推定
192

タタキ、指頭
痕

工具ナデ 登色 橙 色

3mm以下の灰色、4mm以下の黒色 灰

白色・赤褐色、5mm以 下のオリーブ黒迄

粒を含む。

スス付着

土師器 SA12 甕
口縁部～

頸都
擬
胞

タタキ、ナデ
工具ナデ、ナ

登色 にぶい橙色
微細な透明光沢粒、3mm以 下の灰褐

色・灰 自色・黒褐色粒を含む。
ス付着

土師器 SA12 甕
口縁部～

底部
観
脚

278
タタキ、ナデ、
指頭痕

工具ナデ こぶい橙色 にぶい褐色
微細な透明光沢粒、5mm以 下の褐灰
色・灰褐色・赤灰色・黄灰色粒を含む。

ス付着

544 土師器 SA12 甕
口縁部^
底部

統
隅

タタキ、ナデ、
指頭痕

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

こぶい橙色 にぶい橙色
'mm以下の黄灰色・黒褐色、8mm以 下
D褐灰色粒を含む。

ス付渚

土師器 SA12 甕
日縁吉居ヽ
月同吉焉 統

‐６２
タタキ

ナデ、工具ナ
完黄桂色 浅黄橙色

25mm以下の黒色、3 5mm以 下のにぶ
い橙色、7 5mm以 下の褐灰色・灰褐色

位を含む。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 SA12 甕
頸部～胴

部
タタキ 工具ナデ 登色 橙色

4mm以下の黒色、5mm以 下の灰褐色・

褐灰色、6nm以下の灰 自色・灰色粒を

含む。

ス付着

土師器 SA12 甕
胴部～底

部付近

タタキ、工具
ナデ

ナデ、工具サ
こぶい黄桂色 責褐色

4mm以下の黒褐色、8mm以 下の灰 自

色・褐灰色粒を含む。
ス付着

548 土師器 SA12 弩
同部～底

都
タタキ 工具ナデ こぶい貢橙色 にぶい貢橙色

Imm以下の黒色、6mm以 下の灰褐色、
〕mm以 下の灰 自色・褐灰色粒を含む。

549 土師器 SA12 甕
旧部～底

邪

推定
08 ナデ ナデ 登色 橙色

2 5mm以下の灰 白色・黒色、3 5mm以下
のにぶい赤掲色、6mm以 下の褐灰色粒
を含む。

一部黒変

土師器 SA12 甕or壷 甍部 工具ナデ 正具ナデ 月黄褐色 にぶい橙色
2mm以下の赤褐色、5mm以下の灰褐

色・黒色・灰 白色粒を含む。

一部黒変、スス

土師器 SA12 士霊
口縁都～

頸都 統
‐７２

ナ デ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
微細な透明光沢泣、1 5mnl以 下の灰 白

色、2mm以下の茶褐色粒を含む。

土師器 SA12 壺
頸都～胴
部

工具ナデ
工具ナデ、ナ

にぶい橙色 燈色

lmm以下の灰 自色、4mm以 下の黒褐

色、10mm以 下のにぶい黄橙色粒を合
む。
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番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 音悟 准上

法  量  (cm) 手法・調整 。文様 ほか 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SA12 士霊 口縁部 ナデ ナデ にぶい黄橙在 天黄色
2mm以 下の灰褐色、3nm以下の黒褐

色、5mm以下の黄灰色粒を含む。
櫛描波状文

土師器 SA12 壷
口縁吉F～

底部
13 249

タタキ、ナデ、
指頭痕

I具ナデ、指

頭痕
にぶい橙色 登色

5mm以下の黒色、7mm以 下の褐灰色・

にぶい赤褐色、10mm以 下の灰褐色粒

を含む。

スス付着

555 土師器 SA12 と霊
＾縁

都
日
顎

推定
122

ミガキ、ナデ ナデ 橙色 橙色
微細な黒色光沢粒、3mm以下の褐灰
色・灰 白色粒を含む。

一部黒変

土師器 SA12 壷
口縁部～

頸部
工具ナデ 工具ナデ 燈色 橙色

2mm以下の灰 自色、3 5mm以 下の黒

色、4 5mm以 下の褐灰色粒を含む。

土師器 SA12 壺
口縁部～

1同 都
123 ′＼ケメ ケヽメ 登色 橙色

3mm以下の黒色、5mm以 下のにぶい褐
色、7mm以下の褐灰色・灰 白色粒を含

む。
み

土師器 SA12 子霊
日縁部～

胴部
粧
隋

ナデ、工具ナ ナデ、工具サ
にぶい橙色 にぶい橙色

3mm以下の黒色光沢粒・黒褐色、5mm
以下の灰 自色、6mm以 下の赤褐色粒を

含む。

スス付着

土師器 SA12 重
l同部～底

部

ミガキ、工具リ
工具ナデ 明赤褐色 明赤褐色

1 5mm以下の灰 白色、3 5mm以下の褐

灰色粒を含む。
一部黒変

土師器 SA12 士霊
胴部～底

部
綾
］

工具ナデ、ナ
ナデ にぶい橙色 橙色

微細な黒色光沢粒、2mm以 下の黒色・

灰色、4mm以 下の褐灰色糧を合む。
一部黒変

土師器 SA12 頸部付近 工具ナデ 工具ナデ にぶい橙色 灰黄褐色
2mm以 下の自灰色、10mm以 下の褐灰

色粒を含む。
櫛描波状文

562 土師器 SA12 三or鉢
口縁部～

洞部 擁
‐００

ナ デ 工具ナデ にぶい黄褐色 こぶい黄橙色
微細な透明光沢粒、lmm以下の黒色、
3mm以下の灰 自色粒を含む。

土師器 SA12 高 杯 裾 部 統
‐４４

ナデ 工具ナデ にぶい黄橙在 こぶい黄橙色 微細な不透明光沢粒を含む。

564 土師器 SA12 鉢
日縁部～

底部付近

推定
192

タタキ、すデ 工具ナデ 橙色 登色

2mm以下の不透明光沢粒、4mm以 下の

赤褐色、5mm以下の灰 自色・黒褐色、
9mm以 下のにボい赤褐色粒を含む。

土師絡 SA12 鉢
日縁部～

底音居
懐
‐０８

粧
４５

57 ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 にぶい橙色
3mm以下の黒褐色、5mm以 下の灰褐

色、6mm以下の灰 白色粒を含む。
一部黒変

土師器 SA12 不 明 工具ナデ ナデ、指頭痕 登色 登色

2mm以下の橙色、4mm以 下の褐灰色、
6mm以下の黒色・灰色・にぶい褐色粒

を含む。

穿孔あり

土師器 SC4 甕
口縁部ヽ

底部
244 タタキ、ハケメ

ハケメ、指頭

痕
こぶい黄褐色 明赤褐色

3mm以下の自灰色、5mm以下の暗赤

色、6mm以 下の黒色、3mm以 下の灰色

位を含む。

土師器 弩
日縁菩卜ヽ

月同吉[

定

６

推

２７
タタキ

鳳化のため調

整不明
天黄色 にぶい黄桂在

4mm以下のにぶい褐色、5mm以 下の灰

自色、7mm以下の褐灰色 灰褐色粒を

含む。

スス付着、内面

578 土師器 甕
日縁部～

胴部

推定
212

タタキ ハクメ こボい黄橙色 橙 色

2mm以下の灰 自色、4mm以 下の黒褐

色、5mm以下のにぶい黄橙色、8mm以
下の褐灰色粒を含む。

スス付着

土師器 SC4 甕
日縁部～

胴部
タタキ 工具ナデ こぶい黄橙色 にぶい貢橙色

lmm以下の橙色、4mm以 下の黒褐色、
6mm以下の褐灰色・灰褐色・灰 白色粒

を含む。

外面とも鳳

ざみ

土師器 甕
日縁部～

底部
172

タタキ、指頭
痕

工具ナデ、指

頭痕
こぶい橙色 にぶい橙色

lmm以下の自色、8mm以 下の黒褐色、
)mm以下の褐灰色粒を含む。

スス付着
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番 号 種 別
土
点

出
地

器 種 部 位

法  量  (cm) 手法・調整・文様 ほか 色 調

土 の 特 イ致 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SC4 甕
口縁部～

底部

定

乾

推

１８
238 タタキ、指頭

痕

ハケメ、指頭

痕
瞳色 浅黄橙色

2mm以下の橙色、4mm以 下の褐灰色・

黒色、7mm以 下の灰 白色・黒褐色粒を

含む。

一部黒変

土師器 甕
日縁部～

1同 音[
統
２０５

ナデ ナデ 月黄褐色 にぶい黄橙在
3mm以下の灰色・褐灰色・黒褐色、6昴 n

以下の灰 白色粒を含む。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 発
日縁部～

I同音Б 粧
‐６２

タタキ、ナデ ケヽメ 登色 にぶい黄橙荏

4mm以下の灰 白色・1こぶい赤褐色・黒

色、5mm以下の褐色、3mm以 下の灰褐

色粒を含む。

スス付着、内外

面とも風化ぎみ

土師器 SC4 弩
日縁部～

底部付近

定

■

推

１５
タタキ、ナデ ナデ、指頭痕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙窪 'mm以

下の黒色・灰 白色・にぶい褐色、
〕mm以 下の褐灰色粒を含む。

スス付着

土師器 SC4 甕
”縁

部
日
底

タタキ、ナデ
工具ナデ、指

頭痕
にぶい橙色 にぶい橙色

5mm以下の黒色、7mm以 下の褐灰色粒

を含む。
一部黒変

土師器 甕
頸都～底

部
タタキ ハケメ にぶい黄橙色 橙色

4mm以下の黒褐色、5mm以 下の灰 白
色、8mm以 下の灰 tg」色・にぶい橙色粒

を含む。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 SC4 甕
胴部～底
部

粧
翻

タタキ ハケメ 浅黄橙色 浅黄色

2mm以下の橙色、5mm以 下の黒褐色
6mm以下の灰 自色、3mm以 下の褐灰
色・灰褐色粒を含む。

内外面とも鳳

化ぎみ

土師器 甕
胴部～底

部
タタキ ハケメ 橙色 にぶい黄橙色

4mm以 下の灰 白色、5 5mm以 下の黒褐

色・褐灰色粒を含む。

589 土師器 甕
胴部～底

部
18 タタキ、ハケメ 工具ナデ にぶい黄橙色 こぶい貢橙色 6mm以 下の灰 自色・褐灰色粒を含む。 一部黒変

590 土師器 甕or壺
日縁部～

頸部
擁
朧

ナデ ナデ 橙 色 登色
2mm以下の黒褐色、3mm以 下の褐灰

色・灰褐色粒を含む。

内外面とも風

化ぎみ

土師器 甕or壺 底部 タタキ、すデ
風化のため調

整不明
にぶい橙色 こぶい橙色

3mm以下の黒褐色、5mm以 下の赤褐

色・黄灰色、10mm程の灰褐色粒を含
む。

内面風化著し
い

土師器 甕or壷

頸都付近

～底都付

近

タケキ ナデ にぶい橙色 こぶい橙色

2mm以下の黒色光沢粒、4mm以 下の褐

灰色、6mm以 下のにぶい褐色粒を含
む。

スス付着

598 土自市器 一璽
口縁部～

胴部

ナデ、ハクメ、
指頭痕

ナデ、ハクメ、

指頭痕
にぶい橙色 にぶい橙色

2mm以下の黒色、3mm以 下の灰 自色、
7mm以下の褐灰色泣を含む。

土師器 一璽
回縁部～

底部

推定
11 5

171
タタキ、ナデ、
ハケメ

工具ナデ、ナ

デ、指頭痕
にぶい橙色 橙 色

3mm以下の黄灰色、4mm以 下の黒褐

色・褐灰色、5mm以下の灰 白色粒を含
む。

スス付着

土師器 壺
口縁部～

底部付近
83

ミガキ、ナデ、
工具ナデ、指

頭痕

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

にぶい橙色 にぶい橙色
2mm以下の灰 白色、4mm以 下の黒捐
色、5mm以下の褐灰色粒を含む。

付着

596 土師器 SC4 壺
口縁部～

底都
統
Ｗ

粧
‐０‐

工具ナデ、タ

タキ、すデ、指

頭痕

ナデ、指頭痕 こぶい桂色 にぶい橙色
2mm以下の黒色光沢粒、5mm以 下の褐

灰色・灰 白色粒を含む。
部黒変

土師器 士霊
頸部～底

部
タタキ

ハケメ、指頭
痕

こぶい黄橙色 にぶい橙色

5mm以下の灰 自色、6mm以 下の黄灰

色・黒褐色、8m以 下の褐灰色粒を含

む。

着

598 土師器 SC4 一堕
頸都～底

部
09 タタキ、ハケメ ハケメ 登色 橙 色

5 5mm以下の掲灰色・黒色、6mm以下
の灰褐色粒を含む。

ス付着

599 土師器 鉢
日縁部～

底部 統
‐０２

統
躙

72 ナデ、指頭痕
工具ナデ、指

頭痕
とぶい黄褐色 にぶい橙色

3mm以下の黒色、6mm以 下の灰 自色粒
を含む。

外面とも風
ぎみ
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番 号 種 別
出 土

地 点
器 種 部 位

法 (cm) 手 法 。調 整・文 様 ほ カ 色 調

士 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 鉢
日縁部～

底部付近

定

４

推

１２ 粧
３‐

ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 橙 色 登色
2mm以下の灰 自色・黒色、2 5mm以 下
の灰褐色粒を含む。

土師器 鉢
口縁部～

底都付近
擁
磨

ナデ、指頭痕
ハケメ、すデ、
工具ナデ

橙 色 こぶい橙色

2mm以下の黄灰色・黒色、3mm以 下の

褐灰色・明赤褐色、4mm以 下の白灰色

粒を含む。

土師器 SC3 甕
口縁部～

底部

推定

278
ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

にぶい貢橙佳 にぶい黄橙色

lmm以下の黒色光沢粒、4mm以 下の赤

褐色、6mm以下の褐灰色・灰 自色粒を

含む。

乗痕

土師器 養
日縁部～

ほ同都
21 2 ヘラケズリ?

ヘラケズリ?、

指頭痕
明赤褐色 月赤褐色

3mm以下の褐灰色、5mm以 下の黒色・

にぶい赤褐色、6mm以下の灰 白色粒を

含む。

土師器 甕
日縁部～

胴部

定

ユ

推

２３
ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 灰褐色 庚黄褐色

lmm以下の透明光沢粒、4mm以 下の赤

褐色、5mm以 下の灰褐色粒を含む。
ス付着

土師器 奏
日縁部～

胴部

定

２

推

２３
ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 灰貢褐色 にぶい黄橙色

2mm以下の灰 自色・黒色、3mm以下の

褐灰色、5mm以 下の橙色・灰黄褐色粒

を含む。

ス付着、内面
r鼈ぎみ

土師器 SC3 甕
胴部～底

音[

定

２

推

歩
ヘラケズリ? ヘラケズリ? 明赤褐色 明赤褐色

3mm以下の黒色・褐灰色、4mm以 下の

灰 白色、5mm以下のにぶい赤褐色・灰

黄褐色粒を含む。

土師器 甕
胴部～底
部

定

０

推

Ｉ
工具ナデ ナデ こぶい黄橙色 灰黄色

lmm以下の透明光沢粒・黒色光沢粒、
3mm以下の灰 自色・黒褐色、5mm以 下
のにぶい褐色、6mm以 下の褐灰色粒を

含む。

土師器 篭
胴部～底

部
工具ナデ 工具ナデ とぶい黄橙色 天黄褐色

2mm以下の黒色、3mm以下の灰 白色、
4mm以 下のにぶい褐色、5mm以 下のに
ぶい黄橙色粒を含む。

土師器 SC3 甕 底 部 統
８０

工具ナデ ナデ 戻黄褐色 にぶい黄橙色
2mm以下の黒色、4mm以 下のにぶい褐

色、7nm以下の灰 白色粒を含む。

土師器 甕 底部付近 粧
２６

工具ナデ ナデ こぶい橙色 にぶい黄橙色
35mm以下の橙色、9 5mm以 下の灰 自
色粒を含む。

布目痕

土師器 SC3 高 杯
口縁吉[～

裾部

推定
196 粧

脱
ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

ナデ、工具ナ
デ、指頭痕

登色 陸色
3mm以下の灰 白色、5 5mm以 下の褐灰
色粒を含む。

土師器 高 邦
日縁部～

脚部

推定
237

ナデ、指頭痕
ナデ、工具ナ

デ、指頭痕
こぶい橙色 にぶい橙色

2mm以下の黒色光沢粒・にぶい赤褐
色、5mm以下の灰 白色、10mm以 下のイ

透明光沢粒を含む。

外面とも風
ざみ

土師器 SC3 高杯 脚部 ミガキ ナデ こぶい黄橙色 灰黄褐色
微細な黒色光沢粒、3mm以 下の黒褐
色、4mm以 下の浅黄橙色、7mm以下の

褐灰色、8mm以 下の灰 白色粒を含む。

土師器 SC3 高不
脚部～裾
部

推定
122

工具ナデ、指

頭痕
ナ デ 党黄橙色 褐灰色

2mm以下の黒色光沢粒、3mm以 下のに

ぶい赤褐色、4mm以 下の褐灰色、6mm
以下の灰 白色粒を含む。

土師器 SC3 鉢 口縁菩Б
推定
162

ナデ、指頭痕 ナデ、指頭痕 こぶい橙色 にぶい橙色
微細な黒色光沢粒を少し含む。3mm必
下の灰 白色粒を含む。

616 土師器 甕 ?
日縁部～

顕部
タタキ ナデ こぶい橙色 にぶい黄橙在

3mm以下の灰 白色・褐灰色・赤褐色粒
を含む。

土師器 甕 ? 口縁部 タタキ ナデ こぶい黄橙色 にぶい黄橙色
3mm以下の灰 白色・にぶい黄橙色粒を

含む。

土師器 SCと 甕 ? 口縁言[ タタキ ナ デ こぶい貢橙色 灰黄褐色
lmm以下の黒色、4mm以 下の灰黄褐在

位を含む。
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番 号 種 別
出 上
地 点

器 種 音Б お佐

法  量  (cnlj 手 法・調 整・ 文 様 ほ か 色 調

土 の 特 徴 備  考

日 径 底 径 器 高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SCl 甕 ? 同部 タタキ ナデ 浅黄色 こぶい橙色
2mm以下の黒色、3mm以 下の褐灰色・

灰褐色粒を含む。

土師器 SCl 甕 ? 用部 タタキ ナデ 浅黄色 こぶい黄橙色
3mm以下のにぶい橙色、4mm以 下の褐

灰色粒を含む。

土師器 SCl 甕 ? 同部 タタキ 工具ナデ にぶい貢橙色 天黄色

3mm以 下の褐灰色・黒IFJ色、5mm以 下
の灰 自色、6mm以 下のにぶい橙色粒を

含む。

土師器 包 含 層 甕 底部 統
開

ナデ ナデ にぶい褐色 こぶい褐色

2mm以 下の黒色光沢粒・にぶい赤褐
色・褐灰色・金色、10mm以 下のにぶい

黄橙色・浅黄橙色・明赤褐色・にぶい橙
色粒を含む。

土師器 包含厄 養 底部 擁
邪

ハケメ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
5mm以下の橙色・灰色・褐灰色・灰 自

色・灰褐色・にぶい赤褐色粒を含む。

土師器 包 含 層 甕or壷 底部 擁
５０

ナデ、指頭痕
工具ナデ、ナ

とがい橙色 天褐色

2mm以下の黒色光沢粒・赤褐色・暗赤

褐色、6mm以 下の褐灰色・灰褐色・灰 亡
色、10mm程のにぶい橙色粒を含む。

一部黒変

土師器 包含層 一霊 頸言[ タタキ
ハケメ、ナデ、
指頭痕

登色 にぶい橙色
5mm以下のにぶい褐色・灰 自色・褐灰
色 黒褐色粒を含む。

付突帯

土師器 包含層 高郷
口縁部～

居部
焼
鰤

ハケメ、すデ
ナデ、ハケメ、
ミガキ 登色 橙色

!mm以下の灰色・褐色・黒色粒を多く含
ζ。

穿孔あり

色 調 長さ(cm) 幅 (cn) 重量(ご

土師器 包 含 厄
状

鍾

管

土

黄ぶ

色
に
橙

49 113
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第 5節 不明遺構 (第 127図 )

第Ⅲ層 (鬼界アカホヤ火山灰層)上面検出遺構のうち、人為的な可能性のある土坑が 4基あり、一括 し

て記載する。いずれも焼土を伴 う土坑である。

1号不明土坑 (SC4近 くの焼土を伴う土坑 )

調査区中央部 H5グ リッドに位置 してお り4号土坑 (SC4)の 北側に隣接 している。埋土中に O.20m×

0.20m程 の炭化材を検出し、樹種同定の結果 (第Ⅳ章第 2節)コナラ属アカガシ亜種、放射性炭素年代分

析の補正値は 920± 40年BPであった。遺物は出土していない。

2・ 3,4号不明土坑

調査区北西部に位置し、いずれも不定形で長径が 0.60～ 0.70m程、深さが 0.50～ 0.80m程あり、焼土

ブロックや炭化粒を多く含んでいる。いずれからも遺物は出土していない。

[1号不明土坑] [2号不明土坑 ]

F_
――-65 5m

――… 66 0m

1号不明土坑土層注記
①にぶい黄褐色土(2 5YR4/3)焼 土。/②明赤褐色土(5YR5/6)① と似ている
が、やや粘性がある。/③黒褐色土(10YR3/2)や わらかくしまりがない。

[3号不明土坑] 2号不明土坑土層注記
①暗赤褐色土(5YR3/2)赤 ホヤ粒・炭化物粒を多量に含む。やわらかくしまり
がない。/②にぶい赤福色土(5YR4/4)焼土ブロックを多量に含む。ややしま
りがある。/③赤褐色土(2 5YR4/6)炭 化物粒を少量含む。ややしまりがある。
/④赤掲色土(5YR4/8)炭化物粒を少量含むが、③よりも含む割合は少ない。
ややしまりがある。

[4号不明土坑]

-64 8m

―――-65 5m

Ｎ
４

0                          1m

3号不明土坑土層注記
①黄橙色土(7 5YR7/8)赤 ホヤであるが、薄く赤みがかつた色調である。やわ
らかくしまりがない。/②明赤褐色土(2 5YR5/8)焼 土。炭化物粒を多量に含
む。ややしまりがある。/③暗明褐色上(5YR3/6)焼土。②と似ているが、炭
化物粒を含む割合が少ない。/④暗赤褐色土(10YR3/3)焼 土粒を多量に含む。
③と似ているが、炭化物粒を含む割合が少ない。

4号不明上坑土層注記
①暗赤褐色上(5YR3/2)赤ホヤ粒・炭化物粒を多量に含む。やわらかくしまり
がない。/②明赤褐色土(5YR5/8)焼土。炭化物粒を少量含む。ややしまりが
ある。/③晴褐色土(7 5YR3/3)焼 土粒を多量に含む。ややしまりがある。/
④黒褐色土(7 5YR2/2)赤 ホヤプロックを少量含む。ややしまりがある。

第127図 不明土坑実測図 (S=1/20)

○

◇
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第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節 黒曜石の原産地同定

旧石器時代の石器石材である黒曜石について、肉眼観察による石材産地推定を、科学的根拠に基づく検

証および裏付けを行 う機会を得た。この分析は、蛍光X線分析法による原産地推定を佐賀大学文化教育学

部の角縁進氏と熊本大学大学院生 (当 時)の芝康二郎氏に依頼 して行つたものである。

1 試料

試料は黒仁田遺跡から出上した黒曜石石器 39′点である。

2 方法

分析は、佐賀大学文化教育学部に設置されている波長分散型蛍光X線分析装置を用いて各試料における

化学組成 (Nb、 Zr、 Y、 Sr、 Rb、 Fe)の定量分析を非破壊で行つた。

3 結果

分析結果および推定産地は以下の表の通 りである。不明なものは不明と記 している。

注記

番号
247

接合資料

315 。449
356 548

接合資料

161 ・ 738

0 188779 0 318907 0 195655 0 309019 0 446631 0.347100 0.376309 0.242702 0 296763 0.277405

0 166824 0.439017 0 341788 0.509754 0 528037 0.620459 0 607493 0 467718 0 420110 0 370616

Y 0 545041 1.668644 1 193541 1.611031 1.783800 2.052208 2 476759 1.929879 1 873543 1 379592

0 034098 0.088148 0 073040 0 108514 0 110845 0,131088 0,133335 0.098122 0 091075 0 078228

0 870788 2 559653 2 124464 3 228638 3.340059 3.961450 4,045318 3 014590 2816121 2 461354

0 057243 0 07487ユ 0.066794 0 075634 0 097659 0 100718 0 167651 0.078506 0 115877 0 093790

Rb% 37 1

Sr% 18 8

Zr9る 43 3 417 40 2 38 8 39 7

判 定 桑ノ木津留 柔ノ木津留 柔ノ木津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留 条ノ木津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留 桑 ノ木 津 留 桑ノ木津留

注記

番号

接合資料

108・  112

接合資料

310・ 508

接合資料

302 ・504

0.234374 0 284917 0 049172 0 171486 0 326552 0 298255 0 467718 0 257637 0 207071 0.103377

0 330289 0,471540 0 140831 0 381629 0,480293 0,712366 0 757648 0 374201 0 332448 0,134015

Y 1 300706 1 502689 0 404341 1 171442 1 824658 2.310832 2 496580 1 866480 1 215982 0 488390

0 067137 0 097331 0 021422 0 074333 0 099471 0,142411 0 156561 0 082623 0 063740 0 026888

2 120102 3.107893 0 685169 2.425005 3 274916 4 847040 5 357769 3 006670 2 533785 1 077687

0,065953 0 073378 0 056803 0 082154 0.081048 0 134148 0.119423 0 072644 0 066671 0 075001

Rb9る 37 4 42 1 43.4 47 7

Sr% 15.8 178 173 175

Zr9る

判 定 桑ノ本津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留 柔ノ木津留 桑ノ本津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留 桑ノ木津留
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注記

番号
845 610 867

酌 0.246687 0 250671 0.645663 0 795853 0 824771 0,735175 0.476130 0 686090 0,092467 0.18063]

0.169330 0 208671 0.364999 0 525270 0 444323 0 408456 0.261300 0.378463 0 100717 0.145781

Y 0.693456 1 109499 1 962213 2 718596 2.012640 2 122919 1 012496 1,987795 0.283207 0.430565

0,039641 0 051052 0.080256 0.116921 0.096101 0 085528 0 051010 0.085053 0.021736 0.022594

1.343715 2 071775 3.327042 5.226422 4.312832 3 973034 2 370376 4 118285 1,198045 1.264566

0.064190 0 080121 0.091029 0 134089 0.112251 0 113605 0 081507 0 102830 0.055160 0,061721

Rb% 46.1 51 4 50 1 52.2 51.8 52.1 50.9 54 4 56 9 51 4

Sr% 18.4 171 163 15,8 15.6 15. ユ 14.8 15 1 13.9 12.4

Zr°/o 35 5 31.6 33 6 32 0 32.6 32.7 34.3 30 5 29 2 36.2

判定 腰 岳 腰 岳 腰 岳 腰 岳 腰岳 腰 岳 腰 岳 腰 岳 腰岳 腰岳

注記

番号
625 355

Nb 0.242756 0.241559 0 174811 0 084148

0 194249 0.236928 0 140003 0 141835

Y 0 651391 0,783935 0 411807 0.330959

0 033030 0.046823 0 024769 0 024275

2.049481 3.318049 2 234237 2.384570

Fe 0 070034 0 087889 0.066697 0.067981

RbO/O 55,7 61.5 65,3 66.6

Sr°/O 12.1 117 9,8

Zr°/o 32.2 26 8 25,0 24.2

判定 腰 岳 不 明 下明 不 明

【参考文献】

角縁 進・石坂岳二・川野良信1999「ガラス円板を用いた珪酸塩岩石中の主成分元素および微量元素の蛍光X線分析」

『佐賀大学文化教育学部研究論文集』32佐賀大学文化教育学部,p.133140。

角縁 進・宇都宮恵2003「蛍光X線分析法による黒曜石の産地同定 (2)」 『佐賀大学文化教育学部研究論文集』7-2

佐賀大学文化教育学部,p.47-58.
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第 2節 炭化材についての分析

弥生時代・古墳時代の住居跡貼 り床面と土坑中から検出された炭化材の樹種同定と放射性炭素年代分析

を株式会社古環境研究所に委託 し実施 した。以下は、株式会社古環境研究所の分析調査報告書を改編 して

掲載 している。

樹種同定

¬ はじめに

木材は、セルロースを骨格 とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能

である。木材は花粉などの微化石 と比較 して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定が可

能であり、遺跡から出上したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2  言式*斗

試料は、SA5、 SA7、 SA9、 SA12、 1号不明土坑から採取された炭化材 5点である。

3 方法

試料を割折 して新鮮な横断面 (木 口と同義)、 放射断面 (柾 目)、 接線断面 (板 目)の基本三断面の切片

を作製 し、落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察 した。同定は、解剖学的形質および現生標本 との対比に

よつて行つた。

4 結果

以下の表に結果を示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

以下に同定根拠 となつた特徴を記す。

ツブラジイ 傷Stanops,s cysp,駒 ta Schottkyブ ナ科 (図版 4)

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が、やや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管

が火炎状に配列する。放射組織は、単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面 :道管の穿孔は単穿

孔で、放射組織は平伏糸H胞からなり、同性放射組織型である。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、

単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よリツブラジイに同定される。ツブラジイは関東以南の本州、四国、九州に分布する。常緑

の高木で、高さ 20.Om、 径 1.5mに達する。材は耐朽性、保存性低く、建築材などに用いられる。

コナラ属コナラ節 θyercJs sect Pr'pysブ ナ科 (図版 4)

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張つた小道管

が火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、

試料 結果 (学名/和名 )

試料 1(SA5) Castaraο ps:s cuspttJata Schottky ツブラジイ

試料 2(SA5) 9Jercus sect  Pr:Ialls コナラ属コナラ節

試料 3(SA7) θttθ yθra Japο n:ca Thunb サカキ

試料 4(SA9) Sンη叩ヱοcο s ハイ ノキ属

試料 5(S A12) θヱ9yera 」apOn=ca Thunb. サカキ

試料 6(1号 不明土坑 ) Ollerclls subgen. じ/cヱοbaヱ anοps,s コナラ属アカガシ亜属
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放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織

からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシフ、

ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ 15.Om、 径 0.6mぐ らいに達

する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 θvercys subgen ttθ lοb91anο ps,sブナ科 (図版 4)

横断面 :中型から大型の道管が 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。道

管は単独で複合 しない。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放

射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高本で、高さ 30.Om、 径 1.5m以上

に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

サカキ じlθ yθra」apοβ
'Ca Thunb 

ツバキ科 (図版 5)

横断面 :小型の道管が単独ないし2個複合 して密に散在する散孔材である。放射断面 :道管の穿孔は階

段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く60を越える。放射組織は平伏細胞、方形細胞、直立細胞か

らなる異性である。接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で単列である。

以上の形質よリサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑高

木で、通常高さ8.0～ 10.Om、 径 20.0～ 30.Omで ある。材は強靭、堅硬で、建築、器具などに用いられ

る。

ハイノキ属 Sypp lο cοsハイノキ科 (図版 5)

横断面 :小型で角張つた道管が単独あるいは 2～ 4個不規則に複合 して散在する散孔材である。放射断

面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～50本 ぐらいである。道管の内壁にはら

せん肥厚が存在する。放射組織は異性である。接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 4細胞幅であ

る。道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質よリハイノキ属に同定される。ハイノキ属には、ハイノキ、クロバイ、サワフタギ、クロキ

などがあり、北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑または落葉性の高木または低木である。

5 所見

分析の結果、サカキ 2点、ツブラジイ 1、 コナラ属コナラ節 1、 コナラ属アカガシ亜属 1、 ハイノキ属

1が同定された。コナラ属アカガシ亜属、ツブラジイ、サカキは、温帯下部の暖温帯照葉樹林を構成する

常緑高木である。コナラ属アカガシ亜属には二次林種も含まれ、ツブラジイも二次林を形成することがあ

る。コナラ属ヨナラ節には、ナラガシフや二次林種のコナラが含まれる。ハイノキ属は、暖地の山地や林

内に成育する広葉樹である。いずれも照葉樹林ないし広葉樹の二次林要素であり、当時の遺跡周辺もしく

は近隣の地域で採取可能な樹種であつたと考えられる。

【参考文献】

佐伯浩・原田浩1985「 針葉樹材の細胞J木材の構造,文永堂出版,p.2048,

佐伯浩・原田浩1985「 広葉樹材の細胞」木材の構造,文永堂出版,p.49100.

島地謙・伊東隆夫 1988「 日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣,p.296

山田昌久1993「 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成」植生史研究特別第 1号,植生史研究会,p.242.

―-152-一



放射性炭素年代測定

司 はじめに

放射性炭素年代測定は、呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取 り込まれた放射性炭素 (14C)の

濃度が放射性崩壊により時間とともに減少することを利用 した年代沢J定法である。過去における大気中の

14C濃度は現在 とは異なっていることから、年輪年代学などの成果を利用 した較正曲線により14C年代か

ら暦年代に較正する必要がある。

2 試料と方法

(1)14C年代測定値

試料の14C/12C比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算 した値。14Cの半減期は国際的慣

例によりLibbyの 5,568年 を使用 した (実際の半減期は5730年 )。 BPはBefOre Physicsの 略。

デルタ
(2)δ  13C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)。 この値は標準物質 (PDB)の

同位体比からの千分偏差 (%o)で表す。

(3)補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14C/12Cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。試料の δ13C値 を 25(%。)に標準化することによって得 られる年代である。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦 )。 cal

はcalibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14Cの 詳細な沢J定値およ

びサンゴのU―Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用 した。

シグマ

暦年代の交点とは、補正 14C年代値 と較正曲線 との交点の暦年代値を意味する。 l σ (68%確率)と

2σ (95%確率)は、補正 14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す。 したがつて、

複数の交′点が表記される場合や、複数のlσ ・ 2σ 値が表記される場合もある。

試料名 地点 。層準 種 類 前処理・調整 測定法

Nα l SA5 炭化材 (ツ プラジイ) 酸―アルカリー酸洗浄 AMS

N02 SA5 炭化材 (ヨ ナラ属コナラ節 ) 酸―アルカリー酸洗浄 AMS

N。 3 SA7 炭化材 (サカキ) 酸一アルカリー酸洗浄 AMS

No 4 SA9 炭化材 (ハイノキ属) 酸―アルカ リー酸洗浄 AMS

N05 S A12 炭化材 (サ カキ) 酸―アルカ リー酸洗浄 AMS

Nα 6 1号不明土坑 炭化材 (コ ナラ属アカガシ亜属) 酸一アルカリー酸洗浄 AMS

AMS I加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry)
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試料名
測定No

(Beta― )

14C年代

(有岳BP)

δ13C

(%o)

補正14C年代

(年BP)

暦年代 (西暦)

(lo:68%確率, 2o:95%確率)

Nα l 223349 1790三 L40 -26.6 1760=L40
父点 :cal AD 250
l σ i cal AD 230-340
2σ  : cal AD 150-390

No 2 223350 1810三 L40 -26.5 1790=L40
交点 i cal AD 240

l σ i cal AD 220-260
2σ  : cal AD 130′‐∀350

N03 223351 1910三 L40 -27.9 1860三L40
交点 :cal AD 130
l σ : cal AD 100-220
2 σ i cal AD 70-240

N04 223352 1820EL40 -26.4 1800三L40
交点 :cal AD 230
l σ : cal AD 150-250
2 σ i cal AD 120-340

No.5 223353 1870三 L40 -26.7 1840三L40
交 点 i cal AD 150

l σ : cal AD 120-230
2σ  : cal AD 80-250

No.6 223354 930=L40 -25。 8 920=L40
交点 i cal AD 1060,1080,1150
l σ : cal AD 1030-1180
2σ  : cal AD 1020-1210

3 測定結果

4 所見

加速器質量分析法 (AMS)イこよる放射性炭素年代測定の結果、配 1の炭化材では1760± 40年BP(loの 暦

年代でAD230～ 340年 )、 陥 2の炭化材では1790± 40年BP(同 AD220～ 260年 )、 配 3の炭化材では1860± 40年

BP(同AD100～ 220年 )、 陥 4の炭化材では1800± 40年BP(同 AD150～ 250年 )、 NO.5の炭化材では 1840± 40年

BP(同AD120～ 230年 )、 陥 6の炭化材では 920± 40年BP(同AD1030～ 1180年)の年代値が得 られた。このう

ち、NO.6で は放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが、これは該当時期

の較正曲線が不安定なためである。

【参考文献】

Stuiver et al. 1998 「I卜TCAL98 Radiocarbon Age Calibration」 Radiocarbon, 40, p.1041-1083,

中村俊夫1999「 放射性炭素法」考古学のための年代測定学入門.古今書院 ,p.1-36.
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第 3節 炭化種子についての分析

弥生時代 。古墳時代の住居跡貼 り床面と土坑中の埋土採取後にフローテーション作業を行い、その結果

検出した炭化物の種実同定と放射性炭素年代分析をパ リノ・サーヴェイ株式会社に委託 し実施 した。以下

は、パ リノ・サーヴェイ株式会社の分析調査報告書を改編 して掲載 している。

可 は じめに

分析調査では、集石遺構 (S11)と 住居跡 (SA)、 土坑 (SC)よ り検出された種実遺体の同定を実施 し、当時の

植物利用や周辺植生に関する資料を作成する。また、種実遺体の放射性炭素年代測定を実施 し、年代に関

する資料を作成する。

2  言式ポ斗

試料は、土坑 2基、住居跡 3軒 と、集石遺構 1基の覆土より検出された種実 73試料 (No.卜 73)で ある。

種実同定は全試料を対象に、放射性炭素年代測定は No.6、 No.37の 2試料を対象に実施する。以下に、各

試料の詳細を記す。

・SC4(土坑)24試料 (No.124)
。SC2(土坑)3試料 (No.2527)
。SA5(住居跡)(No.2833)、 SA5床面に広がる焼土 (No.4045)
。SA7(住居跡)(No.3739)
。SA9(住居跡)(No.4650)、 SA9内土坑 (No.3736)、 炉 (No.54,55)、 SA9よ り出上した壺中の埋土 (5672)
。S11(集石遺構)(No.73)

3 方法

(1)種実同定

試料を双眼実体顕微鏡下で観察 し、同定可能な種実を抽出する。現生標本および石川 (1994)、 中山ほか

(2000)等 との対照から、種実の種類 と都位を同定 し、個数を数えて表示する。実体顕微鏡下による区別が

困難な複数種間は、ハイフォンで結んで表示する。

(2)放射性炭素年代測定

土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着 している場合、これ らをピンセット、超音波洗浄な

どにより物理的に除去する。その後HC lに より炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHに より腐植酸等アルカジ

可溶成分を除去、HC lに よリアルカジ処理時に生成 した炭酸塩等酸可溶成分を除去を行 う(酸・アルカリ・

酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、lgの酸化銅 (■ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空にし

て封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で力日熟する。液体窒素と液体窒素+エ タノールの温度差を利用 し、

真空ラインにてC02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製 したC02と 鉄・水素を投入 し封 じ

切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱 し、グラファイ トを生成する。

化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径 1,OHlmの 孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に

装着 し、測定する。測定機器は、3 MV小型タンデム加速器をベースとした HC AMS専
用装置 (NEC Pelletron

9SDH 2)を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOX― Ⅱ)

とバックグラウン ド試料の測定も行 う。また、測定中同時に
BC/'Cの

測定も行 うため、この値を用いて δ BC

を算出する。

放射性炭素の半減期は、LIBBYの半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1,950年を基点とした年代

(BP)で あり、誤差は標準偏差 (One sigma;68%)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRAT10N PROGRAM CALIB REV5.02(Copyright 1986-2005 M Stuiver and P」  Reimer)を 用 Vヽ、 記黒力三どこし
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て標準偏差(One sigma)を用いる。

4 結果

(1)種実同定

分析の結果、炭化が認められた種実について、木本 2、 草本の栽培植物 3、 その他の草本 3の合計 8分

類群が同定された。検出された種実は、コナラ属―シイ属 (SA5焼土)、 シイ属?(SC4)と 、栽培植物のヒエー

キビ(SA12)、 ムギ類 (SC4(No.6;年代測定対象))、 マメ類 (SA7(No.37,年 代測定対象))である。その他 (エ ノ

キグサ、タデ属など)は、元々黒く硬い果皮や種皮をもつため、炭化の有無の厳密な判別は困難である。分

類群及び個数を以下の表に示す。

以下に、本分析にて同定された種実の形態的特徴等を記す。

<木本 >
コナラ属―シイ属 θyercys―働sとつηops'sブナ科 (図版 6)

子葉の破片が検出された。炭化 してお り黒色。卵状楕円体の子葉の合わせ 目に沿って縦半分未満に割れ

た破片で大きさ 4,O ulm程度。外面には縦方向に走る維管束の圧痕がみられ、合わせ 目の表面は平滑。

シイ属? 働Sとβηops,s? ブナ科 (図版 6)

果実が検出された。炭化 してお り黒色、長さ 8.O Hlm、 径 7.0■lm程度の広卵体。基部は切形で着点は円状

不定形。果皮は薄く、表面には細く浅い溝が縦列する。果皮が剥がれた部分に確認 される子葉は硬 く緻密

で、表面は縦方向に走る維管束の圧痕がみられる。

<草本 :栽培植物>
ヒエーキビ fcん

'η

οc狗 lοa yt,I,s Ohwi et Yabuno一 Pan,cDm mll,acetrm Lイ ネ科ヒエ属―キビ属 (図版 6)

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色。長 さ 1.711m、 幅 1.4■lm、 厚さ 1.O tlm程度のやや偏平な広卵体①

背面は丸みがあり、基部正中線上に幅広い胚の凹みがある。腹面は平ら。表面はやや平滑。

試料配 遺構 分類群 部位 状態と個数 備 考

No.2 SC4 シイ属? 果実 破片 1

No.6 ムギ類 胚 乳 破片 1 年代測定対象

No.8 SC4
タデ属? 果実 完形3破片2

エノキグサ 種子 完形3

No.37 SA7 マメ類 種子 半分2 接合 し1個体、年代測定対象

No.40 SA5 コナラ属― シイ属 子葉 破片 1

No 41 SA5 エノキグサ 種 子 完形 1

No.46 SA9 タデ属? 果 実 完形1破片 1

No.48 SA9 タデ属 果 実 完形2

No SA12 ヒエー キビ Ｙ́
す胚 完形 1

No.55 SA9 タデ属? 果 実 完形 1 寺残存
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ヒエ、キビなどの同定は、走査型電子顕微鏡下による内外類の観察で判別可能とされるが (松谷 1980・ 2000

など)、 本試料に同定根拠 となる穎の付着は認められないことから、ヒエーキビにとどめた。

ムギ類 胞「 JθJp yalgalθ  L―「 r,と

'ctt aesと 'yJm L 
イネ科オオムギ属―コムギ属 (図版 6)

胚乳の破片が検出された。炭化 してお り黒色。頂部を欠損 し、紡錘状長精円体のオオムギと楕円体のコ

ムギの判別が困難であつたため、ムギ類にとどめた。破片の長さは 4.O lllm、 径 3.041m程度。腹面は正中線

上にやや太く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸く窪む。表面は粗面。

マメ類 Leguminosae マメ科 (図版 6)

種子の破片が検出された。炭化 してお り黒色。子葉の合わせ 目上に沿つて半分に割れてお り、接合 し

1個体となる。長 さ 6.2■ lm、 径 4.611m程 度の長精円体で腹面方向にやや湾曲する。腹面の子葉の合わせ 目

上にある長精円形で縁が隆起する細長い暦を欠損する。子葉内面の幼痕や初生葉が確認 され、北大基準 (吉

崎1992)の「アズキグループ (幼根が脳の終わり程から急に立ち上がり、胚珠中央に向けて伸びる)」 に該当す

る。種皮表面はやや平滑。

遺跡出土の炭化マメ類は、子葉内面の幼痕や初生葉の形態から、アズキ、ジョク トウなどを判別する試

みが行われている (吉崎1992)。 一方、野生種 との雑種も多いため、形態のみから現在の特定の種類に比定

することは難 しいとも考えられている(南木1991な ど)。 近年では、DNA分析による判別が開発 されつつある

(矢野2002)。

今回確認された種子は、「アズキグループ」に該当するが、種類の特定は議論の段階にあるため、「マメ類」

にとどめた。今後の資料の蓄積を待ち、再検討が望まれる。

<その他の草本 >

タデ属 Po lygOη trm タデ科 (図版 6)

果実が検出された。黒色、長さ 1.841m、 径 1.5■ lm程度の三稜状卵体。頂部は尖り、基部は切形。果皮表

面は粗面。

タデ属? Polygο β明 ? タデ科 (図版 6)

果実が検出された。灰黒色、長さ 2.041m、 幅 1.6 Hlm程度のやや偏平な広卵体。頂部は尖り、基部は切形。

半分に割れる個林が多くみられる。果皮表面は粗面。エノキグサの種子に似るが、半割 し、果皮断面は厚

く柵状であることや、基部に寺が残存する個体 (No.55)が みられることから区別される。

エノキグサ スcalyptta aystral'sL トウダイグサ科エノキグサ属 (図版 6)

種子が検出された。黒褐色、長さ 1.5～ 1.8 mm、 径 1.3～ 1.511m程度の倒卵体。基部はやや尖 り、Y字

状の筋がある。種皮は薄く硬 く、断面は柵状組織が内側に湾曲する。表面には細かい粒状の凹みが密布 し

ざらつく。
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試料名
補正年代

(BP)
暦年較正年代 (cal) 本目女寸

'ヒ

No.6

SC4
257=L34

calAD  l,528  -  1,550

calAD  l,634  ′`ヤ  1,667

calAD  l,783  -  1,796

calBP  422  ハV  400

calBP  316  ′‐彰  283

calBP  167  -  154

0.181

0.641

0.178

2σ

calAD  l,515  ′～

calAD  l,617  ′～

calAD  l,764  ～

calAD  l.939  ～

598

679

800

951

calBP  435  -  352

calBP  333  ′～  271

calBP  186  -  150

calBP   ll  ～    -1

0.297

0.516

0.161

0,026

No.37

SA7
761=L35

calAD  l,227  ′～  1,233

calAD  l,239  ハV  l,248

calAD  l,251  ～   1,279

calBP  723  -  717

calBP  711  ハΨ  702

calBP  699  ′‐V  671

0.094

0.150

0.756

2σ calAD  l,215  -  1,287 calBP  735  ′ヽΨ  663 1.000

(2)放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行つた測定結果を、以下に示す。

暦年較正とは、大気中のHC濃
度が一定で半減期が5,568年 として算出された年代値に対 し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の“C濃度の変動、及び半減期の違い (“ Cの 半減期5,730± 40年)を較

正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プロ

グラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、1年単位で表 している。

暦年較正は、測定誤差 σ、2σ 双方の値を計算する。 oは統計的に真の値が 68%の確率で存在する範囲、

2σ は真の値が95%の確率で存在する範囲である。また表中の相対比とは、 σ、2σ の範囲をそれぞれ 1と

した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示 したものである。測定誤差をσとして計算さ

せた結果、No.6(ム ギ類の炭化胚乳)は calADl,528～ 1,796、 No.37(マ メ類の炭化種子)は calADl,227～ 1,279

を示す。

5 考察

種実同定の結果、コナラ属―シイ属、シイ属?、 ヒエーキビ、ムギ類、マメ類、タデ属、タデ属?、 エノ

キグサが確認 された。

ヒエーキビ、ムギ類、マメ類は、古墳時代では確実な栽培植物とされ (南木 1991)、 本遺跡周辺域におけ

る植物質食糧 としての利用が推定される。また、いずれも炭化 していることから、火を受けたことが推定

される。

ただし、その利用時期に関して、土坑 (SC4)か ら検出されたムギ類 (No.6)の 測定年代は 260± 40BP、 暦

年較正結果はcalADl,528～ 1,796、 住居跡 (SA7)か ら検出されたマメ類 (No.37)の 測定年代は760± 40BP、

暦年較正結果はcalADl,227～ 1,279と 、発掘調査所見から推定された遺構の年代観よりも新 しい年代を示 し、

両試料間の年代差も大きい。すなわちムギ類、マメ類は、後代のものが遺構内に混入 した可能性があるた

め、現時点では各遺構から確認 された栽培植物の種実を、当該期における利用に直結 させるのは慎重にな

らざるを得ない。今後は、試料採取時の上壌の観察所見や採取時及び採取後の履歴等の検証を行い、これ

らの利用時期を慎重に評価することがのぞまれる。

一方、栽培植物を除いた分類群では、木本のコナラ属―シイ属、シイ属?は、本地域に分布する照葉樹林

の主要構成種で、堅果が食用可能な有用植物である。これ らは、周辺域の森林に生育 していたものに由来
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すると思われ、遺構内に持ち込まれ利用された可能性もある。また、炭化 していることから、火を受けた

ことが推定される。ただし、時期に関しては、上述の栽培植物と同様に慎重に評価する必要がある.。

草本のタデ属、タデ属?、 エノキグサは、開けた明るい場所を好む 「人里植物」を多く含む分類群である

ことから、調査区周辺域の草地等に生育していたものに由来すると思われる。
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第V章 まとめ

今回の調査では、旧石器時代～古墳時代にかけて多くの遺構 。遺物を検出した。各遺構 。遺物について

はすでに述べたが、その中でも特徴的な事柄について検討をし、まとめとしたい。

第 1節 旧石器時代の様相

旧石器時代では、姶良 Tn火山灰層 (第Ⅸ層)上位のⅦ層中部でナイフ形石器、剥片尖頭器を中心とす

る第 I期が、Ⅵ層上部で細石刃石器群を中心とする第Ⅱ期を確認 した。

¬ 第 I期の様相

第 I期は、ナイフ形石器や剥片尖頭器を中心とする一群であるが、量的に少なく散漫な状態であつた。

遺物は合計 72′点を確認 し、器種別の内訳は、すイフ形石器 2点、剥片尖頭器 2ザ点、スクレイパー 1サ点、そ

の他は剥片類である。石材別に見ると、流紋岩 61点、ホルンフェルス 11点で、第 I期の特徴的な石器は

全て本遺跡の眼下に位置する五ヶ瀬川で採集可能な流紋岩 (松 田2005)である。

ナイフ形石器 (1)は、右側縁の全体 (長側縁 )、 左側縁下部 (短側縁)お よび下端にブランティング加

工が施 されてお り、加工のほとんどが腹面側からだが、基部付近では背面側からの加工も施され、いわゆ

る狸谷型ナイフ形石器の範疇に入ると考えられる。また、素材の利用方法や加工状況から、すイフ形石器

(2)も 、いわゆる狸谷型ナイフ形石器に類似する。剥片尖頭器は、両側縁にブランティング加工を施 し、

ブランティングによる挟 りのないもの (3)と 、あるもの (4)が ある。接合作業を試みた結果、接合資料

は 4例確認 され、そのうち石器製作作業の復元の可能な接合資料 (第 8図)は、縦長剥片製作を目的にし

たものであった。

第 I期の編年的位置づけとしては、宮崎県旧石器文化談話会の設定した編年の第 5段階に相当すると考

えられる。

2 第 Ⅱ期の様相

第Ⅱ期は、細石刃石器群を中心とする本遺跡旧石器時代の主体であり、数多くの接合資料が得 られた。

また、石器石材においては、流紋岩だけでなく、黒曜石製石器も多数出土している。

以下、石器石材消費の特徴から、遺跡における集団の行動と場の復元、また、細石刃製作技術の特徴か

ら、第Ⅱ期の編年的位置づけについて検討を行 う。なお、以下の接合資料についての説明には、便宜上接

合 陥 を用いて記述を行 う (第 24表を参照)。

(1)遺跡における行動と場の復元

石器群ブロックの同時性について

本遺跡においては、7か所の石器群ブロックが視覚的に認識できる。第Ⅲ章第 1節の 2で述べた通 り、

K4グ リンドと」4～ 5グ リンドの 2か所の密集分布を A・ Bブ ロック、出土石器量はそれらより少ないもの

の、調査区南東側から順に C・ DoE・ Fブ ロックとした (第 12図 )。 各ブロンクに明確な線引きができるわ

けではないが、以下、説明の便宜上それぞれ区分 し、それらの同時性について検討を行 う。

接合資料の接合関係を見ると、全てのブロックに石器が分布する例は存在 しない。 しかし、複数のブロッ

クにまたがつて分布 しているものがある (第 128図 )。 接合 配 79は、Aと Cブ ロックを除く全てに、また

接合 配 11 と陥 26イまAと D、 1妾合 陥 24イまEと G、 接合 NO.59イまBと C、 接合 配 80イまAと B、 接合 陥 81イま

Bと Fと 、複数のブロックにまたがって分布 している。全接合資料 76例のうち、複数のブロックにまたが

る接合資料が 7例 とい うのは、同時性を示す点で多い数とは言い難い。 しかし、それ ら接合資料の各石器

が、A～ Fの ブロック全てに分布 しているとい うことから、Ⅵ層出土の石器群については、同時性を有 し

ているものと考える。
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第128図 細石刃石器群におけるブロック相関概念図 (S=1/250)

石器製作作業の復元

第Ⅱ期における石器総数は793,点 で、石器接合率は49.6%にのぼり、半数の石器が何 らかの接合資料に属

していることになる。石器石材については大きく流紋岩製 と黒曜石製 とに分けられ、前者が720′点、後者が

40点 と前者のほうが主体となる。その他敲石には、チャー トや礫岩も利用されている。以下、主体となる

流紋岩を中心とした非黒曜石 と黒曜石 との 2つに石材を分け、石器製作作業の復元を検討 し、石材の搬入

から搬出にいたる過程について比較を行 う。なお、基本的に接合資料を中心に検討を行 う。

流紋岩を中心とする非黒曜石 (第 129図上)

接合 NO,80は扁平な精円礫を 2分害1し、それぞれ別々に作業が行われる。分害1後、その分害1面 あるいはそ

の対極の面を打面とした剥片剥離が行われる。剥片の形状は幅広の不定形で、二次加工は施されていない。

これらの承1片剥離作業は、分割面を打面とする細石刃核の側面調整 として行われているものである。 しか

し、細石刃核あるいはブランクは久落してお り、同一母岩の細石刃核も存在 しないため、遺跡外に搬出さ

れた可能性が高い。

接合 陥81は、接合 陥80よ りも推定される原礫は大きいが、搬入形態としての大きさはほぼ同じ大きさで

ある。分割礫の平坦面から、打面再生、打面転移を介 しながら剥片剥離作業が行われる。剥離された剥片は、

Bブロック
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平面形状や厚みなどが多様であり、特に傾向は見出せない。接合石器中、明確な二次加工が認められるの

は、打面再生剥片を利用 したもの 1点のみである。欠落部分はあるが、何を目的として剥片剥離が行われ

たかは不明である。

接合 N083は、上述 した 2つの接合資料とは異なり、縦長剥片剥離が行われている。円礫を輪切 りにする

ように打面を形成 し、打面転移を介 しながら数枚の縦長剥片を剥離 している。この縦長剥片の一部は細石

刃核 として利用されている。接合資料には欠落部分が大きく存在 してお り、それらは搬出された可能性が

高い。

その他接合 NO.24は、分割礫を利用 した分割面からの側面調整を示すものであり、おそらく細石刃核ブラ

ンク製作に関連するものと考えられる。接合 NO,79は、縦長剥片の他に不定形剥片が剥離され、さらに石核

も存在するが、明確に細石刃核と呼べるものではない。

以上は、原礫あるいは分割礫の搬入から作業が開始され、細石刃核前段階までの作業工程を示すものが

主体である。この他に細石刃製作ではなく不定形承1片 を剥離するものも存在 している。ただし、後者の目

的剥片が何かとい う点については不明である。

一方、素材剥片あるいは細石刃核から作業が開始されるものがある。それ らは細石刃核に調整剥片が接

合するものがほとんどであり、次の 3つに分けることが可能である。

① 細石刃核 と側面あるいは下面調整剥片が接合するもの (接合 NO.16・ 18・ 34・ 43・ 71)

② 細石刃核同士が接合するもの (接合 陥 7・ 33)

③ 細石刃核が分割され、それが按合するもの (接合 陥78)

最も多い①の中で、接合 No 34は 、細石刃核に調整承1片 10点が接合 し、細石刃剥離によつて調整剥片と

細石刃核 との間に生じた欠落部分は約 3.O cmと 、縮小部分が分かる。接合 陥16は、打面形成から細石刃

製作までの工程が全て観察できる資料で、初期段階の石核の打面と最終的に整形された細石刃核の打面と

は、その大きさが異なってお り、長軸 4.5 cmが 3.5 clllま で、短軸 3.5 cmが 1.5 cmま で縮小 している。

次に多い②の中で、接合 陥33は、細石刃核 2点が打面同士で接合 してお り、打面形成後には別々に作業

が行われている。これに対 して、接合 NO,7では、細石刃核の打面再生後に、全く別の打面から細石刃製作

が行われている。この点で接合 N033と 接合 NO,7と ではやや異なる。

以上のような石器製作作業の復元から、流紋岩の石材の搬入には、原礫あるいは分割礫の搬入から作業

が開始されるものと、細石刃核あるいはその素材剥片から作業が開始されるものとが確認でき、搬出にい

たる過程については、細石刃核が欠落するものと、細石刃核が遺跡内に残 されるものとが確認できた。こ

のような違いを、接合資料類型として以下のよう2つに分類する。

接合類型 a「原礫あるいは分割礫から作業を開始 し、細石刃核が欠落するもの」

接合類型 b「細石刃核あるいはその素材を搬入 し、細石刃製作が行われ細石刃核が遺跡内に残 されるもの」

この二者は、後述する石器分布においても対照的な位置を示 している。

黒曜石

蛍光X線分析の結果 (第Ⅳ章第 1節 )、 黒曜石は大きく桑ノ木津留産と腰岳系とに分けられる。これらの

搬入形態は流紋岩のそれとは明確に異なり、また産地ごとにも相違が認められる。

桑ノ木津留産黒曜石 (第 129図左下)

接合資料から想定される大きさは最大でも長軸 5,O cm前後であり、搬入形態は、そ うした小角礫あるい

は衛易な石核調整の施された石核であつたと想定される。細石刃核あるいは石核 と打面形成 (再生)剥片と

の接合資料 (接合 NO.63・ 64・ 65)が存在 していることから、石器製作が遺跡内で行われたことは確実であ

る。 しかしながら、それ らの接合資料は石器数が全て各 2点で構成 され、細石刃は 1点 しか出土していな

いことから、石器製作の規模は相対的に小さいものであったと考えられる。
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腰岳系黒曜石 (第 129図右下)

礫形態で搬入された痕跡は認められない。石器総数は 11点で、その内訳は、細石刃 1点、細石刃核 1点、

スポール 1点、剥片類 8点である。剥片類の中には、細石刃核の調整剥片 と呼べるものもあるが、細石刃

核 とは接合 しない。また、数点は遺跡内で剥離されたものである可能性が高いが、遺跡外で製作されたも

のが製品として搬入 されたと推測できるものもある。それ らの形態は、概 して整ってお り、微小剥離痕も

認められる。スポールも同様である。スポールも遺跡内での製作の痕跡が認められず、スポールの打点部

には明瞭な嫁痕が認められる。なお、蛍光X線分析によって不明黒曜石 と判定されたものも、肉眼観察で

は腰岳系に近い。また、石器の稜線上には潰れが認められ、消耗度 とい う点においても腰岳系黒曜石 と類

似 している。3点のみの存在であることから、きわめて少量の搬入であつたと考えられる。

小結

以上のように、石器製作作業において、流紋岩を中心とする非黒曜石 と黒曜石とでは、搬入から搬出に

いたる過程が異なつている。非黒曜石の接合資料から推測される石器の搬入形態には、石器製作作業にお

ける接合資料類型 として、大きく2つに分類できる。1つは原礫あるいは分割礫を搬入 し細石刃核ブラン

クを製作するが、細石刃核が欠落する一群 (接合類型 a)、 もう 1つ は細石刃核あるいは細石刃核の素材剥

片を搬入 し、遺跡内に細石刃核が残される一群 (接合類型 b)である。厳密な個体別資料分類は行つてい

ないが、接合 していない剥片類に自然面の認められるものは、ほとんど存在 しない。そのため、仮に厳密

な個体別資料分類を行ったとしても、後者が前者に組み込まれる可能性は低い。

原礫あるいは分割礫で搬入されるものには、原礫の大きさの窺い知れる資料がある。接合 NO.24は、長軸

20.O cm、 短軸 10.O cm、 厚さ 10.O cm程 の精円礫、接合 N080は、長軸 15.O cm、 短軸 12.O cm、 厚さ 5.O cm

程の (亜 )円礫、接合 配81は、長軸 28.O cm、 短軸 15.O cm、 厚 さ 15.O cm程 (推定)の 円礫、接合 陥83は、

長軸 12.O cm以 上、短軸 10.0～ 12.O cm、 最大厚 13.0～ 15,O cm程 の円礫 となる。接合 NO.24と 接合 陥81

の搬入形態はほぼ半割された分割礫なので、それぞれの搬入時点での大きさは、長軸 20.0～ 30,O cm、 短

軸 10,0～ 20.O cm、 厚さ 10.O cm前後の礫 とい うことになる。このように非黒曜石では、20.O cm程 の円礫

を搬入 し、旺盛な石器製作が認められるのに対 し、黒曜石では、小角礫あるいは製品を搬入 し、石器製作

の痕跡はあまり認められない。

番 号

Ⅱ―① 細石刃

Ⅱ―②

Ⅱ―③ 石核

Ⅱ―④ 細石刃

Ⅱ―⑤ 石核

Ⅱ―⑥ 剥片・細石刃核

Ⅱ―⑦ 細石刃

Ⅱ―③ 細石刃

Ⅱ―⑨
Ⅱ―⑩ 細石刃

Ⅱ―① 細石刃

Ⅱ―⑫ 剥片 ?

Ⅱ―⑬ 数ッくの縦長剥片

Ⅱ―⑭ 剥片・細石刃核

Ⅱ―⑮ 数点の剥片

Ⅱ―⑩ 数点の縦長該1片

Ⅱ―⑭ 細石刃

細石刃

第24表 第 Ⅱ期接合資料作業内容一覧

歌1片

細石刃核→細石刃製作 (2段階)

石核整形→細石刃製作 (失敗 )

連続的な剥片剥離→スクレイパー製作

石核整形→細石刃製作

石核整形→細石刃製作 ?

石核整形→細石刃製作

石核整形→細石刃製作

石核修正 (打面再生)→剥片剥離

細石刃核→細石刃製作

細石刃核→細石刃製作

細石刃核→細石刃剥離→細石刃核分割

縦長剥片剥離→石核整形→細石刃製作 (失敗か)

原石分割→石核整形→細石刃製作

原石分割→一般該1片剥離か

縦長剥片剥離→石核整形→細石刃製作 (失敗か)

細石刃核→細石刃製作

細石刃核→細石刃製作

原石分害1→細石刃製作

Ⅱ―①
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第129図 石材別消費状況の比較

石器製作作業と場との関係

第12図 の主要遺物の分布 と接合関係の通 り、調査区南側 と北側では、石器分布に量的な多寡が認められ

る。南側に位置するAブ ロックとBブ ロックは、それぞれ径 5,Om前後の円形を呈し、ブロックには多く

の剥片類 とともに細石刃核を含む石核が存在 している。総数 25点の細石刃核のうち、12点が Aブロック

に、8点が Bブロックに分布する。また、Aブ ロックにチャー ト製の敲石が、さらにブロック外ではあるも

のの A・ Bブ ロックに近接 して礫岩製の敲石が出土している。これ らは、A・ Bブロックにおける石器製作

の旺盛さを示 していると考えられる。

一方、北側に位置する C～ Gの ブロックは、石器数も少なく、Dブロックに 3点分布 しているものの、

その他のブロックでは、複数の細石刃核は分布 していない。接合資料も少なく、この北側のブロックのみ

に分布する接合資料は 6例 しかない。これ らは、北側 と南側 とで作業内容に何 らかの差異があつた可能性

桑ノ木津留Ob

接合類型 b
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を示 していると考えられる。

以下では、A・ Bブ ロックを南側ブロック群、C～Gブ ロックを北側ブロック群と呼称 し、この南・北ブ

ロック群の作業内容の差異の存在を念頭に、非黒曜石 と黒曜石製石器 とに分けた石器分布から、石器製作

作業と場との関係について検討を行 う。

流紋岩を中心とする非黒曜石製石器の分布

南側ブロック群における接合資料を見ると、Aブ ロックで完結する接合資料は 40例 、Bブロックで完結

する接合資料は 7例である。接合資料 76例のうち半数以上がこの 2つのブロックで完結 してお り、A・ B

ブロック付近で石器製作作業が旺盛に行われたことは明らかである。 さらに、この両ブロックともに多く

の細石刃核が分布 してお り、また、細石刃製作に関わる接合資料も存在 している。

まず、前述 した石器製作作業における接合資料類型別に分布を見た場合、接合類型 bに属する資料が A・

Bブロックのみに存在し、また、その分布は 1つのブロックで完結する点が特徴的である。例えば、Aブロッ

クでは、接合 陥 16・ 18。 33・ 34。 43が 出上してお り、Bブ ロックでは、接合 N07・ 71が出土している。こ

のように、細石刃製作に関わる接合資料は全て南側ブロック群に確実に分布 している。対照的に、北側ブ

ロック群では、細石刃製作に関わる接合資料は存在 しない。

これに対して接合類型 aに属する資料は、数ブロックにまたがつて分布する点が特徴的である。例えば、

接合 配79は、Aと Cブロックを除く全てのブロックに、接合 配24は Eと G、 陥59は Bと C、 NO.80は Aと

B、 接合 N081は Bと Fにそれぞれ分布 している。このように、南側ブロック群のみに集中するわけではな

く、その他のブロックも含まれることが、先の接合類型 bに見られた特徴 との大きな違いである。

接合類型 bの 中でも、分布の中心となるブロックは存在 しているものの、作業工程によつて分布に差異

が認められるものがある。接合 No 79は、作業が開始されたと考えられる Dブロックを中心に分布 している

が、剥片数点が別ブロックに分布 してお り、作業終了時点と考えられる石核が残 されたブロックは、Bブ

ロックとEブロックとに分布 している。接合 NO.81では、作業工程の初期段階資料は Bブロックで収まるの

に対 して、打面転移が行われた以降の資料は、Bブロックを中心に分布 しつつも、数点の剥片がブロック

外に分布 している。接合 配83で は、2つの分割礫の双方で分布に違いがあり、1つが Aブ ロックに集中し

ているのに対 して、もう一方は Bブ ロックにも広がる。

このように、接合資料類型別では分布の仕方が接合類型別により異なること、さらに、接合類型 aでは

作業工程によつて分布に差異があることが特徴的である。この差異が何に起因するかは分からないが、作

業工程が多くなるに従い、分布するプロック数が増える傾向にあり、作業によつて場所を変えていた可能

性、あるいは異なる作業場所で作業が並行 して進行 していた可能性が考えられる。

次に、石器を器種別に見た場合、スクレイパーは A・ Bブ ロックに 4点分布 しているが、この他にも C・

Dブ ロックに 1点ずつ、さらにブロック群から大きく離れて 2点分布 している。また、細石刃は Aブロッ

クに集中して分布する傾向があるものの、2点が Dブ ロックに、1点が Eブ ロックに分布 している。このう

ち、Eブ ロックに分布 している細石刃 (16)には両側縁に、Dブロックの 1点 (17)には片側縁に微小剥離痕が

認められ、細石刃に関しては消耗度の高い細石刃が北側ブロック群に分布する傾向にある。

このように、器種別の分布では、特に細石刃の分布に差異があり、消耗度の高い細石刃が、製作ブロッ

クと考えられる南側ブロック群 とは離れた北側ブロック群に分布することが特徴的である。

黒曜石製石器の分布 (第 130図 )

桑ノ木津留産黒曜石を見ると、Aブ ロックに集中する傾向にある。ただし、遺跡内製作を示す と考えら

れる細石刃核は Bブ ロックにも分布 してお り、こうした南側ブロック群を中心とする分布の特徴は、非黒

曜石のそれと類似 している。 しかし、細石刃は南側ブロックではない、Eブ ロックに分布 してお り、細石

刃核の分布 とは全く異なる。この細石刃には微小剥離痕が認められ、おそらく使用されたもの≧考えられ

る。これが遺跡内で製作されたものかどうかは定かでないが、製作ブロックと考えられる南側ブロック群
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とは離れて分布 している点は重要である。

腰岳系黒曜石を見ると、桑ノ木津留産黒曜石 とは違い、どのブロックに集中するわけでもなく散漫な分

布を示 している。 しかし、腰岳系の中でも形態的に整った石器、すなわちスポール、細石刃、糸H石刃核、

微小剥離痕のある剥片に関しては南側ブロック群からは出上しておらず、石器分布の散漫な Eブ ロックな

ど、概 して】ヒ側ブロック群に認められる。

不明黒曜石は、3点 ともに別々のブロックで出土している。3点中稜上の潰れの確認できる 2点 (281・

282)は、調査区北側の EoGブ ロックに分布 している。

以上のような黒曜石産地別分布や石器の消耗度 (使用の有無)か ら、石器製作作業と場 との特徴 として、

製作ブロックとしての南側ブロック群 と、そ うではない石器使用に特化 した北側ブロック群 とに区別でき

ることが考えられる。

Eブロック

Fブ ロック

Aブロック

ＧＮ
川
川
ｑ
く
千

維
随
。

腰岳 系

桑ノ木津留産
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0                          10m

Cブロック

第130図  黒曜石産地別分布 (S=1/250)
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小結

石器製作作業と場 との関係を、全体的な分布、非黒曜石の分布、黒曜石の分布から 3点にまとめると次

の通 りである。

1点 目は、全体的な分布の傾向として、石器の多くが南側ブロック群に分布 し、北側ブロック群では石

器数や接合資料も少なく、石器製作の痕跡に乏しいことである。

2点 目は、非黒曜石の細石刃の分布に特徴があり、消耗度の高い細石刃が、北側ブロック群に分布する

ことである。

3点 目は、黒曜石の分布が、南側ブロック群では製作ブロックとして、北側ブロック群では石器使用に

特化 したブロックとに区別できることである。

つまり、南側ブロック群では細石刃製作を中心とする石器製作作業が行われ、北側ブロック群では、石

器製作作業は行われるものの、基本的に細石刃製作作業は行われず、消耗度の激 しい石器が残 されている

と言える。

また、後者で石器使用行動が行われていたとは考えにくく、スクレイパーなどの加工具と考えられる石

器は、む しろ南側ブロンクに多く分布 してい

る。 さらに、使用された細石刃と腰岳系黒曜

石製石器が北側ブロック群に偏在 し、特に E

ブロックには、腰岳系黒曜石製の細石刃核、

スポール (療痕あり)、 使用痕のある桑ノ木

津留産黒曜石 と流紋岩製の細石刃が存在 して

いる。これらは、使い古された石器が Eブロッ

クを中心とする北側ブロック群に廃棄された

ことを物語つているのではないだろうか。

以上のことから、石器製作作業と場との関

係においては、南・北の両方のブロック群 と

もに石器製作に関係があるものの、南側ブロッ

ク群は細石刃製作に特化 した場、北側ブロッ

ク群は使い古された石器が残 された場である

と考えられる (第 131図 )。

(2)第 Ⅱ期の編年的位置づけ
第131図  南・北ブロック群の機能的差異

細石刃製作技術の特徴から、第Ⅱ期の編年的位置づけについて検討を行 う。

まず、非黒曜石における細石刃製作技術の特徴である。素材は基本的に剥片素材だが、その供給方法は、

分厚い剥片あるいは分割礫をそのまま利用するものと縦長剥片を利用するものとがある。 しかし、縦長剥

片が規格的に剥離された石核は存在せず、どちらかといえば前者の素材供給方法が多く認められる。 した

がって、特定の方法が採用されているわけではないと考えられる。

素材利用の方法としては、素材剥片の主要素1離面を側面に設定する場合が多い。そして、その前後に形

成される単剥離面を打面に設定している。

石核調整は、基本的に細石刃剥離時と同一の打面からの側面調整である。側面調整の他に下縁調整や背

縁調整が施されるものもある。正面形はV字状あるいは長方形状である。

作業面は、素材剥片の一端を作業面としている。基本的に打面転移は行われないが、短軸両端で細石刃

剥離が行われるものや異なる平坦面を打面とした細石刃剥離が見られるものもある。

本遺跡の出土資料において、特に重要なのは細石刃剥離開始後に石核の縮小過程を示す資料の存在であ

る。例えば接合 N033は、2つの細石刃核が打面同士で接合 してお り、縮小過程の把握が可能である。すな

、 北側ブロック群

核の廃棄

}

テ 'テ
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を含む石器製作
・黒曜石 (桑 )
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わち、細石刃核 (残核)と 、その背部に按合する剥片との打面幅が異なってお り、初期段階の細石刃核の

打面幅と、残核の打面幅では 5,0～ 6.O llllllの縮小が認められる。また接合 配34で は、側面調整剥片と細

石刃核の間に生じた欠落部分によって、約 3.O cm分 の細石刃剥離が行われていたことが分かる。

このように縮小過程の想定できるものの他、技術的に見た場合に重要なのは接合 陥 7である。この接合

資料では、細石刃核の打面再生以前と打面再生後に採用された技術に相違が認められる。再生以前には、

平坦打面からの細石刃剥離が行われているのに対 して、再生後には横打打面調整によつて整形された打面

が採用され、石核調整も入念である。この技術は、従来の分類に当てはめれば前者が船野型、後者が福井

型となり、両者が 1つ の細石刃核において共存 していることになる。

次に、黒曜石における細石刃製作技術の特徴である。非黒曜石における特徴 と比べ、実に単純である。

小角礫を素材 として、石核調整はほとんど施 されず細石刃剥離にいたるもので、打面再生は行われている

が、打面調整はほとんど施されていない。

以上のような細石刃製作技術の復元される細石刃核は、従来の分類では全て船野型 (橘 1975)、 あるいは

上下田型 (橘 1991)の特徴を備えるものである。ただし、下縁調整や背縁調整が施されるものもあり、こ

れは、船野型 とい うよりも福井型の特徴である。上述 した接合 No 7で は、1つの接合資料中に船野型 と福

井型 とが文字通 り「共存」している。この接合資料をあえておしなべて理解 しようとするならば、その普

遍的な属性は、平坦打面と小 口面の意識である。その際の石核調整は必要に応 じてなされたものであり、

おそらく石核調整の一部は、固定具との関連があるものと考えられる。細石刃核打面上には、細石刃剥離

とは直接関係 しない側面からの調整が認められるものがあり、これは、従来から指摘 されている細石刃剥

離に伴 う固定具装着の可能性がある (宮 田1998)。

最後に、編年的位置づけであるが、技術的な面から第Ⅱ期は、芝康次郎氏の設定した F― S群 (芝 2007b)

としての評価が可能であり、細石刃期後半に相当すると考えられる。当該期の石器群には土器が共存 して

いる場合があるが、本遺跡では出土していない。土器編年 と石器群編年のす りあわせは非常に難 しい。 し

かしながら本遺跡の資料は、これらを考える上での重要な材料を提供するものだと言えよう。

第 2節 縄文時代早期の様相

縄文時代早期では遺構 として、破砕礫が大部分を占めている集石遺構 1基 (第 68図)を検出した。遺物

は、チャー ト製の石鏃が 8点出上し (第 75図 )、 二等辺三角形の形状で、平基のもの、正三角形に近い形

状で、基部に浅い挟 りのあるもの、二等辺三角形の形状で挟 りのあるものがある。また、本遺跡 1点のみ

出土の石匙は (第 75図 )、 つまみから身が横に広がる横型で、石材はサヌカイ トである。遺跡周辺には採

取不可能な石材のため、持ち込まれたものと考えられる。 さらに、攪乱部分ではあったが貝殻条痕文土器

が出土した。深鉢の口縁部は (第 75図 )、 直立しやや丸みをおびている。 口縁部に貝殻腹縁刺突文を、国

縁下に貝殻条痕文を、その上から列点状の刺突文を施 している。

以上のような遺構・遺物を確認 したが、その分布は極めて疎であり、本遺跡においてこの時期は、活動

が希薄であったものと考えられる。
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第 3節 弥生時代 日古墳時代の様相

弥生時代・古墳時代の竪穴住居跡は全部で 12軒検出し、住居跡間の切 り合いはなかった。これらからの

遺物の出土層位は、大きくは床面などの最終機能面と堆積土とに分かれる。本報告書に掲載 している遺物

は、遺構堆積上の下位～床面のものであるが、堆積土中においても、床面で取 り上げたものと接合 した遺

物を取 り扱っている。

以下では、まず出土遺物の遺構別器種構成から、出土量の多さや完形の度合いを考慮に入れ、それらの

特徴を比較 し、出土土器の編年的位置づけを行 う。 さらに、検出した遺構 (竪穴住居跡 。土坑)の特徴か

ら、黒仁田遺跡の集落構成の復元を行 う。

1 出土遺物の遺構別器種構成

(1)出土土器

報告書記載の土器総数は274′点で、その器種構成の割合は、甕が49%、 壺が20%、 高邦が7%、 鉢が16%、

その他が 8%で、密が最も個体数の割合が多く、本遺跡の主要器種 となる。 しかし、これ らは通時的に見

た場合である。そこで以下、竪穴住居跡別に器種構成の特徴を比較 し、各時期の比較を行 う。なお、出土

した遺物は弥生時代終末から古墳時代の土器群である。その編年的位置づけについては、松永編年 (松永

2001)乙 今塩屋・松永編年 (今塩屋 。松永2002)を用いる。

堅穴住居跡別の器種構成

5号堅穴住居跡 (SA5)

本遺構の上器総数は 13点で、全て弥生土器である。

その器種構成の割合 (第 74・ 75図 )は、壺が38%と 最

も多く、鉢 (23%)、 密 (15%)と なっている。壺は、

櫛描波状文や線刻による直線的な文様のある二重口縁

壺の口縁部がある。鉢は浅鉢で、日縁部は短くしつか

りと外傾 してお り、底部は丸底、貼付円盤状の平底、

平底がある。以上の特徴から松永編年の 4期 (弥生時

代終末)と 考えられる。

7号竪穴住居跡 (SA7)

本遺構の上器総数は 16′点で、器種構成の割合 (第 77

図)は、全て弥生土器の鉢が63%と 最も多く、次いで

土師器の甕 (31%)、 土師器の壺 (6%)と なってい

る。鉢の中でも深鉢の底部は、上げ底で端部がわずか

に張 り出すもの、張り出さないもの、平底で端部が張

り出さないものがある。浅鉢の底部は、貼付円盤状の

平底、尖底がある。甕の底部は、内面が平坦ではない

平底がある。 日縁部は、ゆるやかに外反 している。壺

は長形月同で、わずかに平坦面を残す尖底に近い平底で

ある。以上の特徴から松永編年の 4・ 5期 (弥生時代

終末～古墳時代初頭)と 考えられる。

第132図 SA5の器種構成

第133図 SA7の 器種構成
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8号竪穴住居跡 (SA3)

本遺構の上器総数は 7点で、器種構成の割合 (第 79

図)は甕 (弥生土器 。土師器の混在)が71%と 最も多

く、次いで土師器の壺 (14%)。 弥生土器の鉢 (14%)

となっている。流入 したと考えられる弥生土器の姿の

口縁部には、端部に貼付突帯がある。個体数が少なく

時期の異なるものが混 じっているが、その中において

完形の度合いが高いものに、養の底部には平底が、鉢

は深鉢で、底部は上げ底の端部がわずかに張 り出して

第134図 SA8の 器種構成
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40%

いるものがあり、7号住居跡で出土した底部の特徴 と似ている為、松永編年の 4・ 5期 (弥生時代終末～古

墳時代初頭)と 考えられる。

2号竪穴住居跡 (SA2)

本遺構の上器総数は 21′点で、器種構成の割合 (第81

～84図 )は甕 (弥生土器 。土師器の混在)が 52%と 最

も多く、次いで鉢 (弥生土器・土師器の混在)が 33%、

高邦 (弥生土器・土師器の混在)が 10%、 弥生土器の

壺 (10%)と なつている。弥生土器の甕の口縁部はゆ

るやかに外反 し、底部は上げ底で端部がわずかに張 り

出すもの、わずかな上げ底のものがある。土師器の甕

には、表面の所々にタタキロの残るものがある。 口縁

部は、ゆるやかに外反するもの、やや直線的に開くも

第135図 SA2の 器種構成

のがある。底部は平底、わずかな上げ底がある。弥生土器の鉢には、深鉢の口縁部が、ゆるやかなに内湾

するものがある。底部は、高台脚付の平底、上げ底で端部がわずかに張 り出すもの、わずかな上げ底のも

のがある。浅鉢には、頸部で屈曲し外反する日縁部をもち、底部は小さな平底がある。土師器の鉢には、

平底をもつ深鉢の底部や レンズ状の底部に、内湾 しながら立ち上がる胴部をもつ浅鉢がある。以上の特徴

から松永編年の 4・ 5期 (弥生時代終末～古墳時代初頭)と 考えられる。

9号竪穴住居跡 (SA9)

本遺構の土器総数は 24′点で、器種構成の割合 (第88

～91図 )は甕が54%と 最も多い。次いで壺 (21%)、

鉢 (13%)と なっている。養には大型・中型・小型が     甕

ある。大型の甕は、外面にタタキロを施 してある。     壷

「く」の字状の口縁部であるが、直線的に開き、底部    高lTh

は側面が直線的に立ち上がる平底である。中型の菱は、     鉢

外面にタタキロを施 してある。「く」の字状の口縁部   その他

であるが、直線的に開き、底部は側面が直線的に立ち

上がる平底である。小型の密は、外面にタタキロの施

してあるもの、一部タタキロの残るもの、ハケメ・ナデ主体のものがある。 日縁部は、「く」の字状で直線

的に開いているもの、短く直立気味のものがある。壺は、直立気味に立ち上がる二重 口縁壺や 口縁部が外

反するもの、直立気味のものがある。底部は尖底に近い平底のもの、レンズ状の平底のものがある。小型

の壷は、短 く外傾する口縁部で、頸部付近にミガキが施 されてお り、ツロバン玉状の胴部に底部は九底の

ものがある。鉢は、口縁部は外傾のゆるいもの、ゆるやかに内湾するものがある。以上の特徴から今塩屋・

松永編年の 3・ 4期 (古墳時代前期～中期)と 考えられる。

第136図 SA9の 器種構成
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1号堅穴住居跡 (SAl)

本遺構の上器総数は 29′点で、器種構成の割合 (第93

～96図 )は甕が48%と 最も多い。次いで高杯 (21%)、

鉢 (17%)、 壺 (11%)、 となつている。甕には大型・

中型・小型がある。大型の密は、頸部下の表面所々に

タタキロが残るものがあり、口縁部は直線的に外反 し

ている。底部は側面が直線的に立ち上がる丸みをもつ

尖底で、わずかに平坦面がある。中型の甕は長胴形 と

球月同に近いものがあり、長胴形は、口縁部が直線的に

第137図 SAlの 器種構成
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外反 し、底部は丸みをもつ尖底がある。高不の口縁部は直線的に外傾 し、受部内面は平らに近いものがあ

る。鉢はいずれも深鉢で、口縁部が巻き込み気味に立ち上がるもの、ゆるやかに内湾するもの、外傾する

ものがある。底部は平底がある。重は球形胴で、口縁部は短く直立するものがある。小型丸底壺は半球形

と球形がある。以上の特徴から今塩屋・松永編年の 4期 (古墳時代中期)と 考えられる。

3号堅穴住居跡 (SA3)

本遺構の上器総数は 38点で、器種構成の割合 (第98

～101図 )は密が45%と 最も多く、次いで重 (34%)、

高杯 (5%)・ 鉢 (5%)と なっている。甕には、大

型 と中型がある。大型の奏の口縁部がややゆるやかに

外反するものがある。中型のをは、胴部形態で長胴 と

球胴がある。長胴形では、外面全体に夕タキロの残る

もの、一部にミガキを施 しているものがある。 口縁部

は直線的に外反 しているもの、直線的ではあるが、や

やゆるやかに外反 しているもの、短く屈曲するものが

第138図 SA3の 器種構成

ある。底部は、丸みをもつ尖底やわずかに平坦面やくばみのあるもの、厚みのある平底がある。壷の口縁

部は、やや外反するもの、直立に近く立ち上がるもの、頸部に格子 目状の突帯があるものがある。また、

櫛描波状文や線刻による直線的な文様のある二重口縁壺もある。以上の特徴から今塩屋 。松永編年の4期

(古墳時代中期)と 考えられる。

4号堅穴住居跡 (SA4)

本遺構の上器総数は 19点 で、器種構成の割合 (第

103・ 104図 )は甕が58%と 最も多く、次いで壺 (21%)、

高不 (11%)。 鉢 (5%)と なっている。をは、胴部

形態で長胴 と球月同がある。長胴形では、日縁部が直立

気味に長くゆるやかに外反 し、底部は、丸みをもつ尖

底がある。球形胴の変は、外面頸部下にミガキが施さ

れ、口縁部が直線的に伸びているものがある。壺の口

縁部は、外反するもの、直立に近く立ち上がるものが

ある。小型丸底壷の口縁部は、直線的に開くものがあ

第139図 SA4の器種構成

る。高邦の脚部は外面にミガキが施されているものがある。鉢は深鉢で、口縁部はゆるやかに内湾するも

のがある。以上の特徴から今塩屋・松永編年の 4期 (古墳時代中期)と 考えられる。
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10号堅穴住居跡 (SA1 0)

本遺構の上器総数は 9′点で、器種構成の割合 (第 106・

107図)は奏 と壺がそれぞれ33%と 最も多く、次いで

高不 (22%)・ 鉢 (12%)と なっている。奏の外面は

工具によるナデ調整主体に、日縁部は直立気味に長く

ゆるやかに外反するもの、「く」の宇状で直線的に開

くものがある。壺は、日縁部は直立に近く立ち上がる

もの、やや外反するものがある。小型の壷は、扁球胴

の丸底のものがある。高不は、受部 と口縁部境に段が

第140図 SA10の 器種構成

あり、直線的に外傾 した口縁部に、受部内面は平らに近く、裾部は小さく屈曲して開いているものがある。

鉢は、ゆるやかに内湾する国縁部のものがある。以上の特徴から今塩屋 。松永編年の 4期 (古墳時代中期 )

と考えられる。

11号堅穴住居跡 (SAll)

本遺構の上器総数は 17点 で、器種構成の割合 (第

109・ 110図 )は甕が47%と 最も多く、次いで鉢 (35%)、

壺 (12%)と なっている。壺よりも鉢の割合の高いこ

とが特徴的である。養の外面はナデ調整主体に、口縁

部は直立気味に外反 し、底部は、わずかに平坦面のあ

る尖底に近い平底のものがある。鉢は深鉢では、ゆる

やかに内湾する口縁部で、底部は丸底のもの、平坦面

のある尖底に近い平底のもの、レンズ状の平底のもの

がある。浅鉢では、日縁部はゆるやかに外傾するもの、

ゆるやかに内湾するものがある。以上の特徴から今塩

屋 。松永編年の 4期 (古墳時代中期)と 考えられる。

12号堅穴住居跡 (SA1 2)

本遺構の土器総数は 28点で、器種構成の割合 (第

112～115図)は壺が42%と 最も多く、次いで甕 (35%)、

鉢 (7%)、 高邦 (4%)と なっている。甕よりも壺

の割合の高いことが特徴的である。壺の口縁部は、直

立気味のもの、二重回縁のもの、やや外傾するもの、

大きく外反するものがある。底部は尖底に近い平底の

ものがある。甕は大型 と中型のものがある。大型の甕

は、外面にタタキロを施 してある。「く」の字状の口

縁部であるが、直線的に開いてお り、底部は、丸みを

もつ尖底のものがある。中型の秦は、外面にタタキロ

第141図 SAllの 器種構成
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第142図 SA12の 器種構成

を施 してある。「く」の字状の口縁部であるが、直線的に開いてお り、底部は、丸みをもつ尖底のものがあ

る。鉢は浅鉢で、外面に夕タキロを施 してあり、日縁部はゆるやかに外傾 しているもの、ゆるやかに内湾

する日縁部に、底部は平底のものがある。壺の中に、大きく外反する口縁部のものはやや異質であるが、

その他の器種の特徴から、今塩屋 。松永編年の 4期 (古墳時代中期)と 考えられる。
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6号竪穴住居跡 (SA6)

本遺構は住居跡内の地床炉のみの検出で平面形態は確認できず、出土土器 (第 125図 )も甕が 6点のみで

ある。甕の口縁部は直立気味に立ち上が り、日縁部端がゆるやかに外反するものがある。底部は器厚の厚

い丸底のもの、九底に近い平底のものがある。以上の特徴から今塩屋 。松永編年の 5期 (古墳時代後期 )

と考えられる。

各時期別の器種構成

出土遺物の特徴から、 I期 を弥生時代終末から古墳時代

初頭 (SA5・ SA7・ SA8・ SA2)、 Ⅱ期を古墳時代前期から中

期 (SA9。 SAl・ SA3・ SA4・ SA10。 SAll'SA12)、 Ⅲ期を古

墳時代後期 (SA6)と 、大きく 3時期に分けることができ

る。 しかし、各時期においては、さらに細分できる可能性

は否めない。

Ⅱ期のSA9は 、同時期 とした他の住居跡の遺物時期 と比

べると幅があるが、SA9と SA12で一個体分の壺が遺構間接

合 したことから、同時期のものとみなし、Ⅱ期として一括

することにした。以下、個体数の多い I期 とⅡ期の器種構

成の比較を行 う。

前述 したように、報告書記載の上器総数は274点 で、そ

の器種構成の割合 (第 143図)は、密が49%、 壺が20%、

高邦が 7%、 鉢が16%、 その他が 8%で、甕が最も個林数

の割合が多く、全住居跡から出上してお り、本遺跡の主要

器種 となる。これらを I期 とⅡ期の時期別に分けて見ると

若干の差異が認められる。

第143図 遺構全体の器種構成
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第145図 Ⅱ期の器種構成
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第144図 I期の器種構成
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I期の器種構成の割合 (第 144図 )は、甕が40%、 壺が

14%、 高杯が 4%、 鉢が37%、 その他が 5%で、甕 と鉢の

個体数の割合がさほど変わらず、他の器種よりも、それら   甕
の個体数の割合が高いのが特徴的である。甕や鉢 (深鉢)  

壺
の底部は、小さな張 り出しのある上げ底が多く、浅鉢の日  高坪

縁部は短 くしっかりと外傾 している。本遺跡周辺の山田遺   鉢
跡 (第 1図)においては、弥生時代終末と考えられる住居 その他
跡から、密や壺、鉢等の遺物が 13点 出上 している。その

うち、鉢の個体数の割合が高く、本遺跡 と同様な傾向にあ

るが、時期幅において直結させるには難 しい面がある。

Ⅱ期の器種構成の割合 (第 145図 )は、秦が46%、 壺が26%、 高邦が 8%、 鉢が12%、 その他が 8%で、

I期 と比べ甕が主体となり、鉢よりも壺の割合が高くなるのが特徴的である。甕は、月同部形態で長胴 と球胴

があり、長胴形の甕は、口径から大型 (口 径 19cm以上)、 中型 (14～ 19cm)、 それ以下の小型と区分できる。

外面にタタキロを施すものが多く、底部は尖底に近い平底や側面が直線的に立ち上がる丸みをもつ尖底が

多く、口縁部は直線的に外反するもの、直線的ではあるが、ややゆるやかに外反するものがある。壺は大

型壺と広 国の中型壺、さらに小型壺と小型丸底壺がある。鉢では、深鉢の口縁部は、巻き込み気味に立ち

上がるもの、ゆるやかに内湾するものが多く、底部は、平坦面のある尖底に近い平底が多い。浅鉢の口縁

部は、外傾のゆるいもの、ゆるやかに内湾するものがあり、底部は平底のものが多い。高不は、日縁部が

直線的に外傾 し、受部内面が平らなものが多い。本遺跡周辺の吉野第 2遺跡・山口遺跡第 2地点 (第 1図 )

園

園

園

園
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においては、古墳時代中期 と考えられる住居跡から、甕や壺、高郭、鉢等の土師器が出土し、本遺跡 と同

じように甕主体の傾向にある。本遺跡では、須恵器の出土はない。上記の 2遺跡においても、出土量は概

して低く、土師器の占める割合が、本遺跡 と同様に極めて高い。

以上、竪穴住居跡別に器種構成の特徴を比較 し、その編年的位置づけを行った。宮崎県の県北地域にお

ける弥生時代終末から古墳時代中期の集落遺跡調査例は、県内の他地域に比べると多くはない。本遺跡の

資料は、当該時期の土器様相を考える上で、重要な材料を提供するものだと言えよう。

(2)出土石製品

各 住 屋跡 か ら 25点 の石 製 品が 出土 してい る。 時期 と して は、 I期 か ら 18点 、 Ⅱ期 か ら 7点で あ る。器

種 別 で は、石 庖 丁 が 7点 (SAl・ SA2・ SA3・ SA4。 SA5・ SA9)で、 どれ も両端 に快 りの あ る もの で あ る。 磨

石 は 3点 (SA5。 SA10)で 、厚 み の あ る精 円礫 を用 い てい る。 台石 は 8点 (SA2・ SA8。 SA9。 SA10・ SA12)

で、どれも一抱えもある大きさの花南斑岩を用いる場合が多く、特に12号堅穴住居跡に集中して出土した。

敲石は 12点 (SAl・ SA2・ SA3。 SA4・ SA7。 SA8・ SA9。 SAll・ SA12)で 、精円やコンペパン状の礫を用いて

お り、敲打痕 とともに磨 り痕もある敲・磨石 として扱 う器種が、9点であった。その他には、砥石が 5点

(SA5。 SA9。 SA12)、 用途は不明であるが、棒状石製品が 3点 (SA2・ SA7・ SA8)で あった。棒状石製品は、

本遺跡周辺の吉野第 2遺跡 (第 1図 )において、古墳時代中期の住居跡から 10～ 15 cm規模の棒状の砂岩

礫が 10数点出土してお り、さらに、都城市坂元 A遺跡の弥生後期の住居跡や中尾遺跡の古墳時代の住居跡

においても確認 されている。

(3)出上鉄製品

7軒の竪穴住居跡 (SA2・ SA3。 SA4。 SA5。 SA7・ SA9・ SA12)か ら 14点の鉄製品が出上している。時期 と

しては、 I期から4点、Ⅱ期から 10点 である。器種別では、鏃と鈍が出土してお り、鏃には圭頭鏃、柳葉

鏃、無茎鏃、腸快鏃の 4種類が認められる。鏃は、刃部に布を巻 くことで、保護または保管をしていたの

ではないかと考えられる。

2 集落構成の復元

(1)竪穴住居跡 (SA)の 特徴

竪穴住居跡は、12軒検出した。そのうち 1軒 (SA6)は 、住居跡内の地床炉のみの検出で、平面形態は

確認できなかつたが、残 りの H軒については第 25表 の通 りである。集落の時期については、前述 したよ

うに出土遺物の特徴から、 I期 を弥生時代終末から古墳時代初頭、Ⅱ期を古墳時代前期から中期、Ⅲ期を

古墳時代後期と大きく3時期に分けられる。

本遺跡の竪穴住居跡群は、平面形態が方形・長方形主体の住居跡群 と言える。住居跡の規模は、一辺が

5.00mを超える大型住居跡が 7軒 (SAl・ SA2・ SA3・ SA5。 SA9。 SAll o SA12)、 4.00～ 5,00mの 中型住居跡

が 4軒 (SA4。 SA7・ SA8。 SA10)で、大型住居跡の多い点が特徴的である。特に SA9は、8,20m× 7.80mと

本遺跡最大であった。集落時期の特徴では、 I期 よりもⅡ期が比較的大型の住居跡であり、時期が遡るほ

ど小規模化 していく傾向にある。本遺跡周辺の山口遺跡第 2地点 (第 1図)においては、弥生時代後期か

ら古墳時代中後期の住居跡が約 30軒確認されている。住居跡の規模を比較 した結果、本遺跡 とほぼ同様な

傾向である。

構造的な特徴は、11号竪穴住居跡を除く全てに貼 り床が施 されている。また、貼 り床面が被熱により赤

化 し、掘 り方の浅い単純な地床炉の確認された住居跡が 4軒ある。また、焼土面のみ確認 された住居跡は

5軒あり、明らかに火を用いた何らかの活動が行われていたことを示すものである。4号竪穴住居跡にはベン

ド状遺構が、11,12号竪穴住居跡それぞれの北側部分には張 り出しがある。本遺跡月辺の張り出しのある

住居跡については、地蔵ヶ森遺跡 (第 1図)に類似例がある。主柱穴については 2本または 4本で、大型

住居跡はすべて 4本柱であった。これは当然、床面規模に応 じて自ず と規模を増す上屋構造に対応 した結

果と言える。12号竪穴住居跡には、主柱穴検出後の貼 り床面を除去 した床面において、それぞれの主柱穴

の近くに、同じような柱穴を確認 し、柱の位置を変えたか、柱の補強を行つた可能性が考えられる。
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遺構間接合については、SA9と SA12で一個体分の壷が接合 した。ちょうど真ん中から半裁 したものが、

それぞれの住居跡から出土し、接合 したものである。意図的に分割された可能性が高く、なんらかの行為

性が考えられる。 しかし、SA9で は、南西側壁付近から土器破片 として出上、SA12では、東側から土器破

片として出土と、両住居跡間に意図的な共通性は見られなかった。

遺構番号
規模 (m) 床面積

(∬ )

平面

形態
柱数 時期 主な遺物 備考

長軸 夷豆車由 深 さ

SA5 5.40 3.60 0.55 19 44 長方形 2 I期
甕・壺・鉢・手捏土器・

杓子状土器 。鉄器・石庖

丁・砥石・磨石
焼土・貼 り床

SA7 4.20 3.80 0.30 15.96 方形 2 I期 甕・重・鉢・鉄器・敲石 焼土・貼 り床

SA8 4.10 3.40 0.30 13.94 長方形 2 I期 甕・重・鉢・敲石・台石 貝占リラk

SA2 6.55 6.25 0.40 40。 93 方形 4 I期
甕・壺・鉢・高イ 。鉄器・

石庖丁・石錘・敲・磨石
地床炉・貼 り床

SA9 8.20 7.80 0,75 63.96 方形 Ⅱ期

篭・壺・鉢・手捏土器・

鉄器・石庖丁・砥石 。敲・

磨石・台石
焼土・貼 り床

SAl 5.05 4,95 0.55 24,99 方 形 4 Ⅱ期
・
不

石

甕

高

敲

重・小型丸底壺・鉢
・手捏土器・石庖丁 貼 り床

SA3 6.25 5,60 0.45 35,00 長方形 4 Ⅱ期

甕・壺・高郵・鉢 。手捏

土器・鉄器・石庖丁・敲・

磨石

地床炉・貼 り床

SA4 4.90 4.00 0.50 19.60 長方形 2 Ⅱ期

籍 。壺・小型丸底三・高

不・鉢・手捏土器・鉄器・

石庖丁・敲・磨石

ベ ッド状遺構・貼
り床

S A10 4.65 4.40 0.30 20.46 方 形 2 Ⅱ期
菱・壺・鉢・高邦・磨石・

台石
地床炉・貼 り床

S All 6.35 5,35 0.55 33.97 長方形 4 Ⅱ期
甕・壺・鉢 。手捏土器・

敲・磨石
焼土・張 り出し

S A12 6.60 6.60 0.65 43.56 方 形 Ⅱ期
養・壺・鉢・高郷・鉄器 。

砥石・敲・磨石・台石
焼土・張 り出し・

貝占リラk

SA6 Ⅲ期 甕 地床炉



(2)土坑 (SC)の 特徴

土坑は 4基検出し、第 26表の通 りである。そのうち 4号土坑は、土器一括廃棄の目的をもつもので、そ

の他は不明である。時期については、出土遺物の特徴から、2号土坑は弥生時代終末から古墳時代初頭の

I期、その他の上坑は古墳時代前期から中期のⅡ期 と、大きく 2時期に分けられる。4号土坑に投棄され

ている土器は、Ⅱ期の主要器種である甕が大部分であつた。

第26表 土坑 (SC)一覧

(3)集落内における活動

I期 の弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての集落は、竪穴住居跡 4軒 (SA2・ SA5。 SA7・ SA8)、 土坑

1基 (SC2)で、丘陵上の台地平坦面に集中し、比較的散漫な状況で分布 している。2号竪穴住居跡からは、

石錘が 1点ではあるが出上してお り、漁携活動の存在が窺われる。

Ⅱ期の古墳時代前期から中期にかけての集落は、竪穴住居跡 7軒 (SAl o SA3・ SA4・ SA9・ SA10・ SAll・

SA12)、 土坑 3基 (SCl o SC3。 SC4)で 、丘陵上の台地平坦面と台地頂部付近の 2か所に分かれている。お

そらく集落の中心は、調査区外の北側部分だと考えられる。住居跡の主軸は北西方向をとるものが主となっ

ている。中でも 9号竪穴住居跡は、長軸 8.20m、 短軸 7.20mで床面積 63.96だ と非常に大きなものとなる。

当時の一般的な竪穴住居跡の規模から考えると、今回検出された 9号竪穴住居跡は、一般住居ではなく集

会施設のような利用が考えられる。さらにその住居跡内には土坑 (第 87図)が あり、そこから完形の状態

で二重口縁壺 (394)が 出上した。土坑の規模は長軸 0.70m、 短軸 0.65mで 、貼 り床面から0.25m程掘 り込ん

でいる。その埋土は自然堆積ではない黒色上であり、人為的に埋め戻された可能性がある。おそらく何 ら

かの活動 目的で壺を意図的に据えていたものと考えられる。

Ⅲ期の古墳時代後期の集落は、6号竪穴住居跡の地床炉のみの検出で、詳細は不明である。

以上のことから本遺跡は、主として弥生時代終末から古墳時代中期にかけて活動をしてお り、住居跡等

の切 り合いもなく、比較的散漫な状態で分布 していることから、一時期、あるいは短期間のみ営まれてい

た集落と考えられる。また、収穫物の収納施設たる「倉庫」 (掘立柱建物)は検出されず、竪穴住居中心の

活動であつたと考えられる。

自然科学分析結果 (第Ⅳ章第 2・ 3節)か ら、遺跡周辺の環境は、ツブラジイ、サカキといつた照葉樹が

分布 し、草本のタデ属、エノキグサも生育する草原的な環境であったと考えられる。また、畑作活動が行

われていた傍証となる、ヒエーキビ、ムギ類、マメ類 といつた栽培植物が確認 されている。 しかし、ムギ

類、マメ類の年代狽1定では、後代のものが遺構内に混入 した可能性が指摘される結果 となり、当該期にお

ける利用に直結させるのには無理があつた。栽培植物を除いた分類群のコナラ属―シイ属、シイ属?と いつ

た堅果が、食用可能な有用植物として確認 されている。これ らは、周辺域の森林に生育 していたものに由

来すると思われ、遺構内に持ち込まれ利用された可能性がある。また、炭化 していることから、火を受け

たことが推定されるが、時期に関しては、上述の栽培植物と同様に慎重に評価する必要がある。

構

号

連逗
番

グリンド
規模 (m) 面

態

平

形
時期 主な遺物 備 考

長軸 短軸 深 さ

SC2 L4 2.50 0.50 精 円形 I期 奏

SC4 H5 2.20 0,20 方 形 巨期 甕・壺・鉢 土器一括廃棄

SC3 �笙4 3.10 0.40 方形 Ⅱ期 菱・鉢・高不 貼 り床

H4 0,15 楕 円形 Ⅱ期 甕
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図版 3

①②④ :刃部に直交する線状痕
③ :刃部に平行する線状痕
⑤ :連続する微小剥離痕
⑥ :微小剥離痕と線状痕
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黒曜石製石器における使用痕



図版 4 炭化材 I

横断面       i04mm
試料 刊 (SA5)ツ ブラジイ

横断面        :0 4mm
試料 2(SA5) コナラ属コナラ

放射断面       :0 2mm
節

横断面        :0 4mm  放射断面       :0 2mm
試料 6(1号 不明土坑) コナラ属アカガシ亜属

放射断面       :0 4mm 接線断面       :0 2mm

接線断面       :0 2mm
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図版 5 炭化材 Ⅱ

面

３

断

料

横

試

: 0 4mm

(SA7)サ カキ

横断面       :0 4mm
試料4(SA9) ハイノキ属

放射断面       :0 2mm 接線断面       :0 2mm

放射断面       :0 2mm 接線断面       :0 2mm
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図版 6 炭化種子

_____   2 mm

試料 2 シイ属 ?果 実

: 2 mm

試料 8 タデ属?果実

試料 37 マメ類 種子

試料 6 ムギ類

試料 8 タデ属 ?果実

-  2 mm

: 2 mm

試料 8 エノキグサ 種子

日H田‐E   2mm

試料 40 コナラ属―シイ属

2 mm

試料 48 タデ属 果実

: 2 mm

月盃序し

: 2 mm

l巫早L

: 2 mm

試料 37 マメ類 種子
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図版 7
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